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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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違ちがう生き方なんて、そのときは意味すら理解できなかった──。







　Episode Issei.1




　魔ま法ほう使つかいの集団に襲しゆう撃げきされて数日が経たっている。

　俺──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは自宅の自室でルーマニアに発たったリアスからの吉きつ報ぽうを待ちながら契けい約やく相手の魔法使いについて選せん抜ばつを進めていた。

「──というふうに、この方は──のようになってまして──あえて付け加えるとしたら──」

　隣となりでレイヴェルが書類を見ながら俺に説明をしてくれる。

　……正直、気になることが多くてレイヴェルの声が耳に入ってこないでいた。

　リアスのほうはヴラディ家との会談が進んでいると報告を受けたため、特に心配はしていない。何かあったらすぐに駆かけつけるしさ。問題は……。

　──ユークリッド・ルキフグス。

　先日の襲撃はそいつが主犯だった。……ルキフグス。そう、滅ほろんだはずのグレイフィアさんの身内だ。しかも実の弟だという。

　……冥めい界かいの悪魔側上層部はそいつの登場に騒そう然ぜんとなったらしい。

　何せ前ルシファー直属の配下であるルキフグス家の生き残りがグレイフィアさん以外に存在したわけだから。

　いま、グレイフィアさんは査問にかけられているって話だ。……ユークリッドの生存についてだ。それはつまり、グレイフィアさんがあの男の生死を偽いつわったのではないかと上層部が疑ったからだろう。

　……サーゼクスさまはグレイフィアさんを疑うはずはないけど、他ほかの上役は別だ。不安になって査問を開いたのだろう。

　旧魔王に関する事こと柄がらについて、悪魔上層部は過か敏びんなほど反応する。とりわけ、『ルシファー』に関連したものは新旧問わず冥界でも別格の扱あつかいだと聞いた。

　そうだな、前ルシファーの末まつ裔えいたるヴァーリが白はく龍りゆう皇こうって具合だ。現ルシファーのサーゼクスさまも悪魔最強の存在と称しようされる。

　そこに、前ルシファーに最も近かったルキフグスの生き残りがグレイフィアさん以外に存在しており、その上テロリスト集団『禍の団カオス・ブリゲード』の一員となっていたのだから、上役の者たちが慌あわてふためくのも必然と言えるな。

　過去の内戦、後の旧魔王側への扱い、その延長線上に先日の魔ま獣じゆう騒動があるのだから。悪魔の内部構造が孕はらんだ根深いものなのだろう。

　……朱あけ乃のさんがグレイフィアさんにユークリッドが吐はいた台詞せりふをお伝えしたそうだが、グレイフィアさんの狼狽うろたえ方は半はん端ぱじゃなかったようだ。

　完全に予想も想像もしていなかったのだろう。それだけ、グレイフィアさんは生死不明の実弟が死んでいるものだと思っていたんだ。

　ユークリッドはなんで今いま頃ごろになって現れた？　旧魔王派的な思想……ではなさそうなんだよね。シャルバが全身に漂ただよわせていた怨えん恨こん、憎ぞう悪おのオーラをユークリッドは感じさせなかった。恨うらみというよりは、確固たる野望を持っている者の目をしていたような──。

　少しだけ上の空だった俺にレイヴェルが怪け訝げんそうに話しかけてくる。

「……グレイフィアさまのことをお考えですか？」

　鋭するどい子だ。マネージャーになってもらってから、そんなに日が経っていないというのに、この子は俺の顔色だけで何を考えているかわかるようだ。

　……いや、単に俺が顔に出やすいタイプなだけかもな。

「わかる？」

「マネージャーですもの」

　胸を張ってそう言うレイヴェル。末すえ恐おそろしい限りだ。数年後には財さい布ふどころか、食事まで面めん倒どう見て貰もらってそうな勢いだ。

　レイヴェルは息を一度吐くと改まって言う。

「正直言って、これは政治に関するお話になります。私たちが口を挟はさめる事柄ではありませんわ。ただ、前政府に関係するお話はデリケートな部分ですので、上は相当慌てていると思います」

「うーん、確かにこの話はあっちで進展がない限り、あれこれ考えても仕方ないしな。うん、話を切り替かえよう」

　政治は俺の仕事ではない。まあ、政府からの依い頼らいで「おっぱいドラゴン」のショー公演などをするってこともあるが、基本俺たちはリアス・グレモリーの眷けん属ぞく悪魔だ。普ふ段だんは悪魔稼か業ぎようを続けていかねばならない。若手悪魔として冥界のために戦ってくれとサーゼクスさまに命令されたら立ち向かわないといけないけども。

　よし、頭のなかを切り替えよう。まずは魔法使いの選抜だ。俺のパートナーとなる魔法使いを選ばないとダメだよな！

　レイヴェル的には、今回の選考でめぼしい者がいなかった場合、すべて断る方向も思し慮りよしているようだ。つまり、次回の選考に持ち越こしってことだな。

「レイヴェル的に今回はどうなんだ？」

　俺がこの度たびの書類選考について問う。

　レイヴェルはかわいい顔を渋しぶくさせていた。

「正直申し上げますと……次回に持ち越してもいいのではないかと思い始めております。というのも、イッセーさまを選ばれた魔法使いの方々の大半が私からの太たい鼓こ判ばんを押せない者ばかりなのです。……書類選考後の試験などで詳くわしく調べてみないとわからない部分もありますが、書面で記された経歴、習得技術からですと、『天てん龍りゆう』『赤せき龍りゆう帝てい』のパートナーとして相応ふさわしい人物は見当たりませんわね」

　つぶさに調べていたレイヴェルが言うのだから、その評価は概おおむね合っているのだろう。この子が俺のことを大分買ってくれているところもあるが、それでも「長期的な相手」として見ると不満なところがあるんだろうね。

　確かに俺も書類に一通り目を通したが、ピンと来るヒトはいなかったんだよな。いいなぁと思うぐらいの魔法使いやエロそうな魔女さんはいたんだけどさ！

　逆に短期間（数か月から一年程度）での契約となると、契約してもいいかなーって相手はちらほらいるんだけどな。その辺はレイヴェルも認にん識しきしている。

　他のグレモリー眷けん属ぞくの皆みんなに関しても、とりあえず短期間で契約を結んでみようかなって考えを持つ者が少なくない。

　短期間契約でノウハウを積みたいのだろう。魔法使い的にも短期のパートナーで利益を得たい者もいるということだ。

「うーん、やっぱ、最初は短期で取ってみるか？」

　俺が首をひねりながらレイヴェルに問う。レイヴェルもそればかりは大きく否定するでもなく、かわいらしい顔を難しくさせていた。

「……短期で結んで、新人ゆえのうっかりミスで変な評価を抱いだかれてしまい、あちらの業界にいらぬ噂うわさを流されるとそれはそれで厄やつ介かい極きわまりないといいますか……。次の相手を探すときに契約相手ゼロというのはマネージャー的にも悲しすぎますわ」

　そこまでのケースを想像しているんだね。……うん、俺ってうっかりミスしそうで怖こわいな……。真ま面じ目めに取り組むつもりだが、リアスや木き場ばに比べるとミスが多くなりそうだ。

　それもあるのだが、俺としては基本的な疑問が最近生じていてさ。そのこともレイヴェルに訊きこうと思うんだよね。レイヴェル任せにしている面が多いから、聞きそびれていることがまだあったりする。

　二人して「ううーん……」とうなり続けていると、ふいに部屋のドアが開かれる。

　入ってきたのはお茶を運んできてくれた朱乃さんだった。

「あらあら、お話は進んでいるのかしら？」

「これはどうも──って！」

　俺は朱乃さんのうしろから現れた人物に驚おどろく。

「お邪じや魔ましています」

　ソーナ会長だった！　おおっ、これは珍めずらしい！

「会長！　今日はどうしたんですか？」

　俺が問うと会長はメガネの縁ふちをくいっとあげる。あ、会長の冬の私服姿かわいい。淡あわい水色のレースブラウスにデニムという格好だ。紺こん色いろのコートを手に持っていた。

　会長と朱乃さんは俺たち同様カーペットに置かれたクッションに座る。

「ええ、今後について朱乃たちとお話ししようと思っているのですよ。あとで椿姫つばきもここに来ます。お邪魔かもしれませんが、少しの間だけお話をさせてくださいね」

　副会長もいらっしゃるのか。なんだか、違う眷属が自宅に来ると新しん鮮せんなものを感じるね！

《あっしもお邪魔させてもらってますぜ》

　そのような声が天てん井じようから聞こえてくる！　見上げれば天井に魔ま方ほう陣じんが展開しており、そこから逆さで小こ柄がらな死神グリム・リツパーが頭を出していた！　シトリーの新眷属、ベンニーアだ！

　おわっ！　ドクロの仮面を被かぶっているから、若じやつ干かんホラーな演出だよ！

「ごめんなさい、イッセーくん。この娘こもどうしてもあなたのお家うちに来たいといっていたので連れてきてしまいました」

　謝る会長の横に死神少女が天井からひらりとうまく着地する。そのまま会長の隣に鎮ちん座ざした。

《おっぱいドラゴンの自宅……これはあっしにとっちゃ桃とう源げん郷きように等しいですぜ》

　目を爛らん々らんと輝かがやかせながら俺の自室を見回すベンニーア。

　まあ、それはともかくシトリー眷属が俺の家に来るのはまったくもって問題なし！

　俺はソーナ会長に笑え顔がおで言った。

「いえいえ、この家でよければガンガン使ってください！　って、俺が家主ではないんですけどね」

　ここの家主はうちの父さんなんだが……最近はリアスなんじゃないかなって思うこともありまして……。増築してくれたのはグレモリーだしね！

　──と、会長が俺とレイヴェルがカーペットの上に広げていた書類の数々に視線を配らせる。

「うちの眷属たちもちょうど選考しているところです。今日は私と椿姫以外が集まって皆で苦慮しているところでしょう。私もアドバイスしていますが、できる限り自分で決めてほしいと思っています」

　匙さじたちも絶賛苦戦中なのね。しかもグレモリーよりも自主性の傾けい向こうが強いようだ。

　そうだ、ちょうどいい。最近感じていた疑問をここにいるメンバーに訊いてみよう。

「ところで魔法使いとの契約って、一番の利益はなんですか？」

　基本的な疑問だった。最初に訊いておけば良かったことなんだが、聞きそびれていたんだよね。ていうか、いままさにレイヴェルに訊こうと思っていたことだ。

　魔法使いにとって、悪魔との契約はおいしいことばかりだ。じゃあ、悪魔にとって魔法使いとの契約は古くからの習わし以外にメリットがあるのか？

　俺はそれが気になったんだ。単に儲もうけ話だけなら冥めい界かいでの産業もあるわけだしね。

　会長は朱乃さんから受け取った紅茶に口をつけたあと、言う。

「魔法の研究成果です」

　魔法、か。会長は続ける。

「魔力は悪魔の力であり、魔法はその悪魔の力を解かい析せきして人間が扱えるようにしたものです。それ以外にも精せい霊れい魔法、北ほく欧おう式の魔法など、多種多様な術式の魔法があり、なかには神々が生み出したものもありますが、一いつ般ぱん的な術者が使う魔法の大半は大魔法使いマーリン・アンブロジウスの流れを汲くむものだと言われています」

　うん、それは聞いたことがあるな。ソーナ会長はさらに続けた。

「その魔法はすでに悪魔のもとを離はなれて独自の進化、変へん貌ぼうを遂とげていて、なかには悪魔ではできない力も生まれました。それはいまだに変化し続けていて、底が見えない領域です。そして、その魔法は冥界の技術発展に貢こう献けんすることもあるのです」

　あー、そういや、サーゼクスさまの眷属『僧侶ビシヨツプ』であるマクレガー・メイザースさんも魔法の研究で冥界に貢献しているとか聞いた。

　思い当たる俺に会長は自身のメガネを指さして、

「これも実は魔法の研究によって誕生した特別なメガネです。大した力はありませんが」

　と今いま更さらながらの真実を教えてくれる！　た、ただのメガネじゃなかったのか……。

「人間界では大した魔法ではなくても悪魔にとっては画期的な特性ということがあるのです。そういう魔法は価値が高く、取り引きとしても十分に成立します。我々は魔法使いの才能を買うといっていいでしょうね。そのため、魔法使いへの先行投資に近いものがあります。だからこそ、選考はきちんとしなければなりません。損することも大いにある事こと柄がらですから」

　魔法使いの研究が悪魔にとってプラスになることもあるってことか。悪魔の能力を解析して生まれた魔法が、そのような形で冥界に関かかわるとは因果なものを感じてしまうな。

　会長は人差し指を立てて諭さとすように言う。

「けれど、これだけは忘れてはいけません。魔法使いとの契約は悪魔としての活動のひとつです。それがすべてというわけではありません。人間との契約、魔法使いとの契約、レーティングゲーム、冥界での事業、悪魔として上を目指すのであればやるべきことはたくさんあるということです」

　……会長の言う通りだ。永い悪魔の一生、ひとつを極めるだけじゃ足りないってことだな。複数をこなしてこそ、上級悪魔なのだろう。

　木場のお師し匠しようさんの言葉を思い出すぜ。転生悪魔は目標が多いほうがいい。永く生きるのなら、それに見合った生き方が必要ってことだな。

　……で、でも、数千年、一万年規模のライフプランってどんなのだ？　一年のスケジュールを決めるようなものを一万年分!?　気が遠くなりそうだ……。

　ま、まあ、それは今後リアスやマネージャーと話し合いながら気長にやっていこう。

　まずはせっかく来てくれた会長との会話だ。

「そういや、会長が俺の家に来るのって、あまりありませんよね。……二回ありましたっけ？」

「そうですね。以前、ここに来てイッセーくんたちとテレビゲームをしましたね。あとは……まあ、姉と……」

　あったあった。ちょうど俺がアーシア、ゼノヴィア、イリナの三人とゲームしていたら、リアスと朱乃さんと共に会長が俺の部屋に顔を出してそのままゲーム大会になったんだ。

　そのときの会長のゲームさばきは凄すさまじかった！　プレイしたことのないゲームを短時間で覚えて、やり込んでいる俺を圧あつ倒とうしてきたんだもんな！

　得意なレースゲームで負けたときは、一生この手のもので会長に勝てないと思ったね。

　それと違ちがう機会に俺の家に来ていたってのは、例の案件のときだな。あれはえらい事件でしたよ。

　──と、唐とう突とつに朱乃さんが小さく笑う。ソーナ会長が隣となりで怪け訝げんな表情を浮うかべていた。

「朱乃、どうしたのですか？」

「うふふ、そういえばソーナったら、魔法使いの一件で大変な目に遭あったなーって思って。セラフォルーさまがあのオーディションで──」

　その話を聞いて、途と端たんに顔を紅潮させる会長。

　そうそう、その一件だ。俺もちょうど思い出していたところですよ。それは会長が「姉と……」と口をつぐんだことにも起因する出来事だ。

　そう、あれは──修学旅行に行く前のことだ。







　Life.1　魔ま法ほう少女リーア☆マジか!?




「魔法少女リーア！　きらめく魔法で極ごく悪あく怪かい人じんをまとめて滅めつ殺さつしちゃうぞ☆」

　眼前で紅べに髪がみのお姉さまが魔法少女の格好をして、かわいくポージングを決めていた。

　紅髪のお姉さま──リアス部長のことだ。

　あの華か麗れいで高貴な雰ふん囲い気きの漂ただよう姫ひめ君ぎみが、魔法少女のコスプレをして、紅髪をツインテール、手には魔法のスティック（おもちゃ）という出いで立ちだった。

　俺的には大いにアリ！　けど、傍はたから見ると魔法少女としてはちょっと年ねん齢れいと背格好が高すぎだろう！　無理がありすぎるのは身内の俺が見ていても思う！

　それでも……、それでも俺は！　部長の魔法少女姿を見られただけで満足だ……ッ！

　高校三年生の部長がプリティな衣い装しように身を包んで魔法少女を演じているのには理由がある。

　それは先日のことだった──。







　とある休日。珍しい組み合わせの二人が俺の家を訪おとずれてきた。一人は駒く王おう学がく園えんの生徒会長であるソーナ会長。そして、もう一人は──。

「魔法少女ミルキーの映画に出たいのよ☆」

　そんなことをおっしゃって俺たちのもとに現れたのは四大魔王のお一人──セラフォルー・レヴィアタンさまだった。

　……開口一番からして嫌いやな予感しかしないのが、レヴィアタンさまらしいといえばらしいところだ。

　兵ひよう藤どう家上階にあるＶＩＰルームで改めて話をうかがうと──。

「……ま、魔法少女のオーディションですか……」

　反応に困っている部長がそう口にした。レヴィアタンさまは大きくうなずき、手元のスティックをくるくる回して天井高く掲かかげた。

「そうなのよ！　実写映画版『魔法少女ミルキー』のオーディション！　出演者を芸能人だけじゃなくて、一般からも広く公こう募ぼしているのよ☆　合格すればミルキーとして映画の主役になれるの！」

　目を爛々と輝かして、レヴィアタンさまは笑顔を全開にしていた。……レヴィアタンさまは魔法少女に憧あこがれている。

　特に人間界のアニメ番組『魔法少女ミルキー』シリーズに夢中らしく、普ふ段だんの格好も魔法少女の衣装を着ていた。

　もとがチョー美少女さまなので、似合っているといえば似合っているのだが、天てん真しん爛らん漫まんな性格も手伝って周りの者はどう反応していいかわからないことが多い。

　俺としては「魔王少女」と称しようさせてもらっている。だって、すべてひっくるめて、そのまんまだし……。

　冥界でも特とく撮さつ番組「魔法少女マジカル☆レヴィアたん」を制作し、主役も張っている。

　以前、俺たちもあちらの劇場版を作るとかで敵かたき役やくとして出演した経けい緯いがあった。

　……ま、まあ、あのときはギャスパーが「段ボールヴァンパイア神」として大だい活かつ躍やくだったけど……。

　……しかし、人間界の魔法少女業界にも介かい入にゆうするおつもりですか……。レヴィアタンさまの魔法少女愛はすさまじい。

　その隣でレヴィアタンさまの妹──ソーナ会長が顔を真っ赤にさせながら、「……ゴメンなさい、このような姉で……」と部長と朱乃さんに謝っていた。……く、苦労されてますね。

　四大魔王さまはフリーダムで奇き抜ばつな方が多く、反面、身内の人は真ま面じ目めな方が多いもんね。部長のところもソーナ会長のところもそんな感じだもんな……。

「そ、それでここに来たのはどういった理由なんですか？」

　俺が訊きく。オーディションに参加したいのがレヴィアタンさまの願いなのはわかったが、ソーナ会長を伴ともなって俺の家を訪れたのはどのような理由があったのだろうか？

「それはね。私と一いつ緒しよに──」

　ウインクしながら説明しようとするレヴィアタンさまを制して、ソーナ会長が口を開く。

「お姉さまは黙だまっていてください。……リアス、お願い。私と一緒に魔法少女のオーディションに参加してください」

　あのクールなソーナ会長がお顔を最大にまで真っ赤にさせてそう言った。

　言われたほうの部長はというと──親友からの予想外のお願いだったからか、しばし口をポッカリ開けたまま反応が止まっていた。一いつ拍ぱくおいて──、

「え、えーと……。ど、どういうこと、ソーナ……？」

　笑顔をひくつかせながら再度訊き直されていた。ソーナ会長は切々と語る。

　魔王たるレヴィアタンさまが、人間界で実写映画版ミルキーのオーディションがあることを知り、なんとか取れたわずかなオフを利用して参加したいと無茶ぶりを妹のソーナ会長に懇こん願がんしてきた。

　どうにかいさめようとしてもレヴィアタンさまの意志は固く（駄だ々だをこねたともいう）、このままでは職務にまで影えい響きようが出そうなほどだった。意を決した会長は、会長とシトリー眷けん属ぞくで警護させること（監かん視し、保護者ともいう）を約束させ、オーディションに付きそうこととなったそうだ。

　レヴィアタンさまは超ちようＶＩＰだし、人間界での警護はあって当然だった。オーディションでの護衛は妹のソーナ会長が受け持つ──と。

　そこまではわかった。しかし、なぜに部長に「一緒にオーディションに出て欲しい」とお願いをしに来たのか？　あまり関係ないのではと思っていた俺だが、ソーナ会長が鞄かばんからするすると取りだしたものを見て驚おどろく。

　派手でフリフリな衣服。どう見てもコスプレ衣装だ。

　ソーナ会長は必死に恥ち辱じよくに耐たえている様子で言う。

「……お、お姉さまが私に用意してくださった……オーディション用の……魔法少女の衣装よ」

　なんと！　ソーナ会長用のコスプレ衣装！　こ、この魔法少女チックな衣装に身を包むソーナ会長をちょっと想像するだけでも未知な領域を感じてしまう！

　会長は続ける。

「……オーディションを受けるお姉さまを私たちシトリー眷属が警護します。そうなると、必然的に身近で護衛しなくてはならなくなるので……お姉さまと一緒に私もオーディションへ参加することになったのです……」

　プルプルと全身を震ふるわせながら会長はそう言った。

　な、なるほど、姉をすぐそばで警護するため、自らオーディションに参加することを決めたのか！　クールなソーナ会長からしてみれば魔法少女のオーディションなんて縁えんのない世界だ！　むしろ、嫌な部類だろう。そこに身を挺ていして参加するわけだから、その覚かく悟ごたるやすさまじいものを感じる！

　これも姉を守るため！　いや、姉の監視と保護者としてか！

「そういえばセラフォルーさまを『禍の団カオス・ブリゲード』に属する魔法使いたちや魔法使いの協会から追放された『はぐれ魔法使い』が狙ねらっているという噂うわさも聞いたことがありますわね」

　と、朱あけ乃のさんが口にする。へぇ、初めて聞いた。レヴィアタンさま、テロリスト集団に狙われているのか。まあ、要人たる魔王さまだから当然だろうけど、なぜに魔法使い限定？

「どうしてですか？」

　そう俺が訊くと、ソーナ会長が説明をしてくれた。

「……本物の魔法使い、特に魔女からはお姉さまの趣しゆ味みが嫌けん悪おされているそうなのです。……一言で言うなら『世間に魔法使いという存在の間ま違ちがった認にん識しきを与あたえかねない』と。……姉の、この姿を見ればなんとなくはご理解いただけると思うのだけれど……」

　あー、本物の魔法使い──魔女からすれば空想の存在『魔法少女』の格好で外交している魔王は迷めい惑わく極きわまりない、と。てか、侮ぶ辱じよくの領域に入ってしまうのかな？

　魔王だもんな。重じゆう鎮ちんである魔王が魔法少女に憧れて、特撮まで制作して放送しているんだから、本物の皆みなさんの心中は計り知れない。ちょっと気にしすぎだとも思うけど。

　会長は息を吐はいて続ける。

「もしかしたら、その魔法使いたちがオーディション会場でお姉さまに襲おそいかかってくるかもしれないので私たちが警護をするのです。仮に襲われてもお姉さまがそうそうやられるとは思えません。──が、大暴れして人間界に多大な被ひ害がいをもたらすかもしれないので、それを抑おさえる役目が私たちにはあるのです」

　そ、それはあり得る……。この方はその気になれば魔力ひとつで島とかを余よ裕ゆうで消してしまう！　外交担当が人間界の地図を塗ぬり替かえたら大問題だぜ。

　献けん身しん的な妹にレヴィアタンさまは目元をうるうると潤うるませて会長に抱だきついた。

「うぅぅ、ソーたんはなんてお姉ちゃん思いなのぉぉぉぉっ！　私を心配してくれる上に一緒にオーディションへ参加してくれるなんて！　お姉ちゃん感激なのよぉぉぉっ！」

「…………そう思うのでしたら、いまからでも参加を止やめてください」

「それはダメ☆　ソーたん用の衣装を用意したんだから、お姉ちゃんと一緒に魔法少女になりましょう♪」

　ウインクとかわいいポーズで即そく否定のレヴィアタンさま！　ノリノリだーっ！　妹に魔法少女の衣装を着せられるので嬉き々きとしていらっしゃるぞ！

「そ、それで、私に一緒に参加してほしいというのは？」

　部長が再度訊く。ソーナ会長は部長の手を握にぎり、切に言った。

「リアス。お願い、恥はずかしいの。……私と一緒にオーディションに参加してちょうだい……。私、このままでは耐えられない……！　友達のあなたにしか頼たのめないのです……。あなたと一緒なら耐えられると思うのです……！」

　ソーナ会長は肩かたを震わせ、親友にそう吐と露ろした。あー、こういうオーディション的なものを受けるとき、恥ずかしいから友達も共に参加させたってよくある話だよな。

　部長はしばし瞑めい目もくし、息をひとつ吐くと会長の手を握り直した。

「ソーナ。私とあなたは小さな頃ころからの親友だもの。いいわ。私もオーディションに参加する。テロリスト対策にも協力するから、安心してちょうだい」

「……リアス。ありがとう……」

　見つめ合う部長と会長！　普段クールな会長も今回ばかりは目元をうるうるさせていた！　きっと、友達っていいなって思っているに違いない。

　ああ、なんだか、美しい友情を見られた気がするぜ！

「百ゆ合り百合だわ！　ソーたんとリアスちゃんの百合百合だわ☆」

　レヴィアタンさまが何かに興奮されている様子だが、そろそろご自重されてくださいな。

「……となると、俺たちもオーディション会場に行かないとダメかな？」

「……ですね」

　そんなやり取りを俺のひざ上に座る小こ猫ねこちゃんとしていたら──。

「リアスちゃんの衣い装しようも用意してあるのよ☆　ほーら、こんなにかわいいリボンまで！」

　レヴィアタンさまが部長の分の派手な衣装まで取り出した！　表情を険しくする部長。

「……わ、私も着なければダメなんですね」

「……今いま更さらだけれど、このような姉でゴメンなさい、リアス」

「いいわよ、私もむかしから知っているから……。けれど、この衣装は……」

　チョーノリノリのレヴィアタンさまに部長も会長も嘆たん息そくしていた。

「でも、書類選考とかありそうですし、いまからじゃ──」

　と、俺が疑問を口にしてみるが……。レヴィアタンさまは「じゃっじゃーん♪」と書類をたくさん取りだした。

「ソーたんとソーたんのところの女の子たち、そしてリアスちゃんとリアスちゃんのところの女の子たちの書類はすでに送っていたりするのよー☆　皆みんな、かわいい子ばかりだから、書類選考は合格をもらっているわ！」

　……よ、用意がいいというか、最初から巻き込む気まんまんでしたか!?　妹の会長や部長の性質も理解してそうだし、もしかして今回のオーディションはレヴィアタンさまの手のひらの上だったりした？

　こうして、俺たちはレヴィアタンさまのお願いに付き合うこととなった。




　　　　─○●○─




　そんなわけでオーディション当日。

　俺たちグレモリー眷属とシトリー眷属は都内にある高層ビルのホール会場に集結していた。

　オーディションに参加する女の子たちが広いホール会場にたくさんいた。皆、番号を記したプレートを衣服につけている。二百人ぐらい来ていると聞いた。二百人も書類選考通過ってことか。どんだけ書類が送られてきたのやら……。ミルキーの根強い人気を感じてしまう。

　年ねん齢れい的には小学校高学年から中学生の子たちが中心かな。

「……これ、オーディションに来るのは大半が十代前半の女子ばかりのはずです……。劇中でミルキーの年齢がそれぐらいなので。実写映画だとどうなるかわかりませんが……」

　と、魔ま法ほう少女の衣装に加え、自前の猫ねこ耳みみと尻尾しつぽを出した小こ猫ねこちゃんがそう言う。

　へぇ、そうなんだ。確かに魔法少女と聞くと、その辺の年齢の女の子が脳のう裏りに浮うかぶかも。実際、俺もミルキーを見たことがあるが、主人公は中学生だった。

　てか、小猫ちゃん。めちゃくちゃかわいいね！　猫耳魔法少女なんて俺的に萌もえ転ぶレベルのラブリーさだよ！　それを眼前で言ったら、恥ずかしがりながら殴なぐってきそうなんであえて言わないけどね。

　おおっ、会場には有名な子役の芸能人までいるぜ！　つーか、書類選考を通っただけあって、皆かわいいなぁ……。まだ今日の選考は始まっていないから、俺たちを含ふくんだ保護者や関係者もホールにいた。

　で、その女の子たちは奇き異いな視線をこちらに向けてきていた。なかにはクスクスという小さな笑いも聞こえてきている。理由は簡単だ。

「……これは己おのれとの戦いね」

　フリフリな魔法少女の衣装に身を包んだ部長が恥辱に耐えながら、そうつぶやいた。

　部長の魔法少女姿！　長い紅べに髪がみをツインテールにして、かわいらしいリボンで決めていた。

　すごくかわいい！　と俺は思うが……。周囲の参加者から比べると、若じやつ干かん年齢が上だろう。さすがに高校三年生での魔法少女はなかなか無理があるらしく、傍はたから見ても旬しゆんを過ぎた魔女っ子感はぬぐえない。

　おっぱいが大きいのもその違い和わ感かんに拍はく車しやをかけていると思う。魔法少女って基本、つるぺたな子が多いイメージあるからなぁ……。

　そ、それでも俺は部長の魔法少女姿に感動すら覚えるぜ！　いいじゃないか、高校三年生が魔法少女でも！

　しかし、好奇な視線はその年齢から来る無理な姿ではなく、魔法少女の衣装そのものを着込んでいる様にある。

　だって、他ほかの参加者は普ふ通つうのかわいらしい服装だもん！　魔法少女の衣装でコスプレしているのはレヴィアタンさま、グレモリーとシトリーの女子だけ！　そりゃ、この会場で浮くさ！　どんだけ気合を入れてきたってレベルを通り越こして熱ねつ狂きよう的な信者に見えちゃうしな。

「まあ、今日はがんばりましょう、リアス。うふふ」

　部長の隣となりで励はげますのは巫み女こ服姿の朱乃さん！　若干、楽しげ？

　朱乃さんが持っている巫女服とは違い、随ずい分ぶんデザイン的な特とく徴ちようが目立つ衣装だった。なんでも和風魔法少女でレヴィアタンさまが制作したらしい。衣類の面積が少なく、袴はかまもめっちゃ短くて、胸むな元もともかなり開いている！　手にはお祓はらいとかでよく見る大おお麻ぬさ！

　朱乃さんはやっぱりエロい！　でも、似合ってるっス！

「……こ、このような姿、実家の者に見られたら私は死ぬしかないわ……」

　魔法少女の衣装に着き替がえ終えたソーナ会長も会場に姿を現し、全身を震わせながら開口一番にそうつぶやいていた。

　胸元の大きなリボン！　クールなイメージとはかけ離はなれたプリティな衣装だ。

「ぐはっ！」

　隣で匙さじの野や郎ろうが鼻血を噴ふきだして倒たおれやがった！

「どうした匙！」

　俺は奴やつを抱かかえる。匙は俺の腕うでのなかで過呼吸に陥おちいりながらも幸せそうな笑え顔がおを浮かべていた。

「……はぁはぁ……か、会長の魔法少女……。も、萌える……。萌え死ぬ……。ひょ、兵藤……お、俺、もう死んでもいいかなって……」

　会長ラブの匙には、魔法少女のお姿がクリティカルヒットだったらしい！

「しっかりしろ、匙！　おまえ、こんなところで死んでどうすんだよ！　オーディションはこれからだぞ！」

「……メ、メガネっ子の魔法少女だぞ……？　か、会長は俺をピンポイントで殺しに来ている……。……女子高校生でその格好は無理があるのもわかる……。それでも俺にとっちゃマジカルでラジカルなクリティカルヒットなんだぜ……？」

「おまえ、メガネっ子属性だったのか!?　い、いや、いまはそれどころじゃない！　おまえがここで死んでどうする！　俺だって、部長の『女子高校生が無理して魔法少女の格好をして、恥ち辱じよくに耐たえている』って状態を見られただけで数年は戦えるんだ！　いこうぜ、同どう胞ほう！　戦いはまだこれからだ！」

「悪かったわね……、高校生の私が魔法少女の格好をしていて」

　ペチンと俺の頭を叩たたく部長。すみません、聞こえていましたか！　でも、俺はアリだと思うんですよ！

　そんなやり取りをしていると、うしろで木き場ばが「やれやれ」と苦く笑しようしていた。

　クソ、木場め！　会場の女の子たちから「あの人かっこいい！」「芸能人かな！」って熱い視線と黄色い声をもらいやがって！

「ふむ、この格好も動きやすいか」

「うーん、天使が魔女だなんて……」

「魔法少女ですよ、イリナさん。でも、ちょっと恥ずかしいですね……」

　ゼノヴィア、イリナ、アーシアと教会トリオも魔法少女の衣装で登場！　ゼノヴィアは模造の刀とう剣けんを帯刀し、頭にはラブリーなリボンをつけていた。イリナも魔法少女の格好にプラスして自前の天使の輪っかと白い翼つばさを展開していた。

　そしてアーシアちゃん！　ピンク色メインのフリフリ衣装に身を包んで、肩には小ドラゴンのラッセー（精せい巧こうなぬいぐるみという設定でいけば問題ない！）を乗せていた！　手にもマジカルなスティック！　その姿はまさに魔法少女！　しかもグリーンの瞳ひとみに金きん髪ぱつという高スペック！

「……やはり、小猫ちゃんか、アーシアさん辺りがそういうの似合うんでしょうね」

　ロスヴァイセさんの声だ。振ふり返ればヴァルキリーの装備になっているロスヴァイセさんの姿があった。

「魔法少女の衣装を着なかったんですか？」

　俺が問うと、ロスヴァイセさんは息を吐はく。

「あーいうのを着るぐらいなら、着慣れたこちらのほうにします。……さすがに私だけ普通の格好では申し訳ないので。これでご容よう赦しや願いたいところです」

　なるほど。魔法の使い手は魔法少女の衣装よりもそちらの装備を選びましたか。しかも義ぎ理り堅がたい！　さすがは俺たちのお姉さん役！

「せ、先せん輩ぱい……」

　続いてギャスパーの声も後方から聞こえてくる。振り返るとそこには──魔法少女の衣装を着た後こう輩はい男子がもじもじしながら立っていた！

　おおおおおーい！　男のおまえがなんでその格好ですか!?　いや、女装大好きなギャスパーだから、そういうのに興味があるであろうとは思っていたけど！

　野郎は赤面しながら言う。

「……レ、レヴィアタンさまが僕の分まで書類を出していたそうで……。つ、通過しちゃっていたんですぅ……」

　なんてこった！　書類選考を合格ですか！　うぅむ……。男の娘こなんだけど……。いいのか、それで？　性別偽いつわった？　いやいや、こいつなら素すで通過しそうで怖こわい。見た目は美少女だからな。つーか、魔法少女姿が似合ってるよね、ギャー助！

　……ったく、うちは俺と木場以外全員参加か。

「……は、恥はずかしいわ。シトリーの『女王クイーン』たる私がこのような……うむむ、き、木場くんも見ているというのに……っ！」

「こ、これも会長のためですよ！」

「そう思い込まないとやってられないし……」

　横では着替え終わったシトリー眷けん属ぞくの女の子たちも会長と匙のもとに集まりだしていた。匙の野郎、鼻の下伸のばしやがって……。よっぽど、会長の魔法少女がいいんだろうな。

　そんなふうに友人を見ていると──。

「……悪魔さんにょ？」

　……聞き覚えのある、野太い声が俺に投げかけられた。……こ、この声は……。

　おそるおそるそちらへ視線を向けてみれば──。

「こんなところで出会うなんて奇き遇ぐうにょ」

　──っ。

　俺は見覚えのある巨きよ漢かん──否いな、魔法少女を目にして絶句した。

　巨木のごとき太さの上じよう腕わん、明らかにサイズの合わないマジカルな衣い装しようを張り裂さかんばかりの見事なぶ厚い胸板。フリフリのスカートからは女性の腰こし回まわりよりも太い足が姿を現していた。そして頭部には猫耳……ッ！

　指の一本一本がゴツく太く、握にぎるマジカルスティックがあまりに小さく見えてしまう。

　彫ほりが深く濃こすぎる顔が笑んだ。

「ミルたんにょ。ミルキーになるために来たんだにょ」

　──ミルたんッッッ！

　どうしてここに!?　いや、待て！　ミルたんは魔法少女に憧あこがれる穢けがれのない漢おとこの娘こ！　ここにいたっておかしくは──。

　おかしいってッッ！

　俺は頭を抱えて天を仰あおいだ！　おかしいよ！　だって、書類選考あったんだろう!?　添そえられた写真に、記された履り歴れき、それを関係者は見たんだろう!?

　なぜに通す!?　少女じゃないじゃん！　性別違ちがうじゃん！　筋肉の塊かたまりじゃん！　漢じゃん！　こんな危険な顔の男性をなぜ通した!?　魔法と程ほど遠いじゃないか！

「……あ、あの、オーディションを間違えてませんか？　格かく闘とう技ぎのジムはここではありませんけど……？」

　と、俺が言う。しかし、ミルたんは彫りの深い顔を笑ませるだけだった。

「何を言っているにょ。ミルたん、魔法少女になるためにここに来たにょ」

「いや、明らかに魔法ってより拳けん法ぽうに重点を置いた体つきなんですけど……」

　打だ撃げきが得意そうな魔法少女なんてゴメンだ！　このオーディション、案外ろくでもない選考基準なんじゃないのか!?

　そんなことを考えていたら、会場がざわつきだした。何事かと思えば、映画の関係者らしき人たちが会場に入ってきた様子だった。

「はーいはい、皆みなさーん。今日はお集まりいただいてありがとうございまーす」

　ひとむかし前のプロデューサーのごとく肩かたにセーターを羽織った業界人風の男性が会場にいる俺たちに向けてそう言う。……てか、プロデューサー？

　その男の横には帽ぼう子し、サングラス、ちょびヒゲという出いで立ちのちょっと怖そうな雰ふん囲い気きの男性とロン毛で線の細い男性の二人が並ぶ。

　プロデューサー風の男性がマイクを使い会場全体に発する。

「私は『劇場版魔法少女ミルキー』のプロデューサー、酒さか井いでーす。そちらの帽子を被かぶった方が監かん督とくの遠とお山やま監督、その隣にいる髪の長い方が脚きやく本ほん家かの東海林しようじ先生！」

「…………」

「どーも」

　無言の監督と軽いあいさつの脚本家。

「見て見てソーナちゃん！　魔法少女モノと特とく撮さつモノに定評のある遠山監督に東海林先生よ！　生で見るのは初めてなのよ☆」

　大興奮のレヴィアタンさま。どうやら、そちらの方面では有名な方のようだ。

　プロデューサーが再度言う。

「遠山監督や東海林先生と共に今日は映画に出演するキャストを選んでいきたいと思います。しくよろ～」

　こ、この人たちが重要な関係者で、今日の選考員か！

『よろしくお願いします！』

　会場の女の子が一いつ斉せいに選考員にあいさつをする。

　──と、監督が眉み間けんにしわを寄せて、会場にいる女の子たちをマジマジと見ている様子だ。監督はうんうんとうなずくとプロデューサーを呼び寄せて耳打ちする。

「ふんふん。なるほどなるほど」

　プロデューサーは相づちを打ち、書類と照らし合わしながら──部長や会長のほうに視線を送っているようだ。プロデューサーはコホンと咳せき払ばらいしたあと、告げる。

「えーと、いきなりですが、今回の一次試験の結果がいまここで決まりました」

　えぇぇえええぇぇえっ!?　もう!?　早っ！　女の子たちも「ええっ!?」って驚きよう愕がくしていた！　当然だよ！　いきなりすぎんだろ！

　プロデューサーが監督主導のもと、名前を次々とあげていく。

「──さん、リアス・グレモリーさん、ソーナ・シトリーさん、アーシア・アルジェントさん」

　そのなかに部長や会長、グレモリー眷属＋イリナ、シトリー眷属、レヴィアタンさまも含ふくまれており、あげく──、

「それと、『ミルたん』さん」

　ミルたんまで名前を呼ばれていた！　わけがわからねぇ！

「いま呼ばれた方が一次試験突とつ破ぱです！　監督はフィーリングを大切にされる方なので、すみませんがこれにて一次試験終しゆう了りようでーす！」

『えぇぇぇぇええええっ!?』

　不満と驚おどろきの声をあげる女の子たち。

「「ええええええええっ!?　こんな格好で!?」」

　同様に合格に目が飛びだすほど仰ぎよう天てんする部長と会長。

　ここに向かう前、部長は俺に「あんな格好をするのだから、まあ、セラフォルーさまをはじめ、私たちは早々に落ちるでしょう。選考ってそんなに甘くはないでしょうし」と苦笑しながら言っていたんだ。

　……ま、まさか、コスプレ衣装で見事合格になるとか……。

「やったー☆　やっぱり、わかる人にはわかってしまうのね！」

　大はしゃぎのレヴィアタンさま。どう考えてもビックリな合格だよ！　こ、これはただのオーディションじゃないかもしれないぞ……。

　……波乱に満ちたオーディションが幕を開けたのだった。




　　　　─○●○─




　二次試験の会場は場所を変え、広いフロアの一室だった。身内の女子は全員合格してそこに行ってしまったので、俺と木場と匙は気づかれぬようフロアの扉とびらを少し開けて中の様子をうかがっていた。

　どれどれ……。えーと、選考員＋数名のスタッフが長テーブルの席についてるな。んで、対するように参加者がパイプ椅い子すに並んで座っていた。

　さっきの唐とう突とつな合格でここまで来られたのはグレモリー＆シトリーの眷属女子、レヴィアタンさま、ミルたんを含めて三十名程度。……半分以上がコスプレ魔ま法ほう少女という異様な場景だ。

　プロデューサーが言う。

「えー、合格おめでとうございます。皆さんの合格理由は我々の映画に対するコンセプトとマッチしていたのです。そうですね、東海林先生？」

　振られた脚本家はロン毛を手で払はらいながら、キザな口調で言う。

「その通り。僕と監督は今回、いままでにないミルキーを作りたいと思っているんだ。そう、普ふ通つうのキャストを求めちゃいない。過激で！　華か麗れいで！　比類なき才能を発はつ掘くつして、僕らと共に新たなミルキーを作りあげていきたいんだよ。ね、監督？」

　今度は監督に振られる。監督は不ふ機き嫌げんそうに腕うでを組み、ちょびヒゲの口元を動かした。

「いいね～」

　……そ、それだけ？　「いいね」の意味もわからないが、試験がスタートする。どうやら、二次試験は自己アピール──面接のようだ。

　呼ばれた女の子がスタッフの前に立ち、質問に応じながら自分をアピールしていく。

　普通にアピールしていく一いつ般ぱんの女の子たちとシトリー眷属の女子。そして、グレモリー眷属の女子＋イリナはというと……。





プロデューサー「特技は？」

ゼノヴィア「悪魔祓ばらいと斬きることだ。剣けんさばきには自信がある」

監督「いいね～」




プロデューサー「どうして魔法少女になりたいと思いましたか？」

ロスヴァイセ「それはどうして魔法を覚えたか、ということですか？　そうですね。ヴァルハラというところへの就職に有効でしたし、あちらの業界では魔法がステータスなので必修として覚えました。北ほく欧おう式はもちろん、最近は黒魔術と白魔術、召しよう喚かん魔ま法ほうにも手をのばし始めてます。魔法には自信があります」

脚本家「設定から作ってきたんだね。鎧よろいまで着てくるなんて。役に入っているね。うんうん」




プロデューサー「魔法少女の衣装に輪っかと翼つばさ！　天使の魔法少女とは珍めずらしいですね」

イリナ「いえ、私、天使ですし」

プロデューサー「おおっと、自じ称しようで『天使』と言っちゃうなんて自信満々ですね～」

イリナ「いえいえ、本当に天使なんですよ。ほら、手の甲こうにＡエースって記されているでしょう？　これって、天界にいる天使長ミカエルさまのＡエースってことなんですよ～」

監督「いいね！」






　…………と、まあ、無茶苦茶だ！　キミたち、相当おかしなことを口走ってるって他ほかの人たちに思われているよ！　それを真ま面じ目めに受け止める監督たちもおかしいって！

　てか、そういうのは一般人に内ない緒しよにしなきゃダメだよ！　ま、まあ、ここにいる人たちは一いつ切さい誰だれも信じてちゃいないだろうけどさ！　今日に限っては身内の女子たち、テンションが変な方向にいっちゃってる気がする！

「今日は個性的な女の子が集まっていますね～」

「いいねぇ」

　プロデューサーも監督も楽しそうだしさ！　変なスタッフしかいねぇのか!?

　朱乃さんやアーシア、小猫ちゃんはなんとか普通に受け答えできてたけどさ……。

　そして、レヴィアタンさまに順番が回ってきた。

　レヴィアタンさまはスタッフの前に出ると、くるくるとかわいく回ってウインクを向ける。

「レヴィアたんです☆　ミルキーが大好きで、今日来ちゃいました！　よろしくお願いしまーす♪　ブイ☆」

「そうですね。書類にも並々ならぬ想おもいが書かれておりました」

「はい、その通りでーす、プロデューサーさん！　私とミルキーの出会いは──」

　こうして、レヴィアタンさまは目を爛らん々らんに輝かがやかせながら、無む垢くな一般ファンの少女のようにミルキーの素す晴ばらしさを語り始めたのだった。

　どう見てもミルキーの熱ねつ狂きよう的ファンの作品語りなのだが、監督も脚本家もうんうんと興味深そうに聞いていた。……レヴィアタンさまもうれしそうだし、ま、いいか。

　レヴィアタンさまのアピールも好印象で終わった感じだ。

「それでは次にミルたんさんどうぞ」

　──っ。

　プロデューサーの呼ぶ声と同時に参加者席から言い知れない覇は気きが放たれ始めた。

　ぬぅ……と、巨きよ大だいなシルエットがゆっくりと立ち上がる。寒気すら感じる闘とう気きをまといながらスタッフの前に立ったのは──巨きよ軀くの漢おとこの娘こ、ミルたん！

「お願いしますにょ」

　圧あつ倒とう的てきな存在感にスタッフも気け圧おされている様子だった。そりゃそうだよ！　どう見ても今日この場にいちゃいけない部類の生物だよ、その人は！

「……な、なんだ、あの生き物は……」

　俺と一いつ緒しよに部屋の様子を見ていた匙がそうつぶやく。

「匙、あれは地上最強の漢の娘だ。現白はく龍りゆう皇こうに気配すら感じさせずに近づけるんだぜ？　ちなみに俺のお得意さまでもある」

「マジかよ！　『漢の娘』なんて単語、生まれて初めて耳にしたぞ。なんだよ、その絶対に出会っちゃいけない系の単語はよ……。人間か？　本当、おまえの周囲には異常な連中しか集まらないんじゃないか？」

「……そう言われると、返す言葉もない」

　なんて俺と匙がやり取りをしているなか、ミルたんの面接は進む。

「……いちおう、お聞きしましょう。と、特技は？」

「精せい霊れいと交信していろんな魔術が使えますにょ」

「なるほど。しかし、それでは他の参加者と同じですよ？」

　などと脚きやく本ほん家かは言うが……。いやいや、頭のおかしな展開になっていますよ。うちの眷けん属ぞくたちがあんなこと言ったせいか、ミルたんの言動に対してスタッフがまるで動じないなんて！

「じゃあ、ミルたんの魔法力を見せてあげるにょ」

　そう言うとミルたんは余ったパイプ椅子を持ち上げた。すると、全身の筋肉が盛り上がり始める！　腕が、背中が、いっそう隆りゆう起きし、巨大に膨ふくれあがるなか、ミルたんはパイプ椅子を易やす々やすと折り曲げ、ひしゃげ、うねりうねりと形を変えていく！

　ベキン！　バキッ！

　映画のキャストオーディションでは絶対に聞こえてはいけない怪音が会場に響ひびき渡わたる！

　何をやっているの、あの人!?

　驚く俺たち、会場の人たち！　ミルたんはパイプ椅子を圧縮し続けていく！　しだいに小さく形を変えていくパイプ椅子は最終的にミルたんの大きな両手にすっぽり収まるほどにまで変形していった！

　ぎゅぅぅぅぅぅぅ……っ。

　おむすびを力強く握にぎる要領で、ミルたんの手のなかに生まれたのは圧縮されすぎたパイプ椅子の成れの果て。

　──いびつな鉄の球体と化していた。

　ミルたんはそれを満面の笑えみでスタッフに見せつける。

「パイプ椅子を鉄球に変える魔法にょ。魔法力、感じてくれたにょ？」

　だから、魔法力じゃねぇよ！　それ、怪力じゃねぇか！　とんでもねぇ錬れん金きん術じゆつを見ちまったよ！

「ミルたんの希望は癒いやし系にょ」

　壊こわし系じゃねぇか！　ちっとも癒されねぇよ！　ミルたんの筋力に戦せん慄りつしているよ、スタッフ陣じんとオーディション参加者たちが！

「いいね！」

　監かん督とくは身を乗り出してノリノリだった！　ダメだ、この人！

　よくねぇよッ！　見ろ！　ガン見しろよ！　こんなに筋肉モリモリの魔法少女がどこにいるってんだよォォォォッ！

　ああ、こりゃ、とんでもねぇオーディションだぞ！　俺は頭を抱かかえて、心中のツッコミに疲つかれ果てていた。

　ミルたんのアピールも終わり、次の人の名前が呼ばれる。

「じゃあ、次はリアス・グレモリーさん」

　──っ！　部長の番だ！　部長のほうへ視線を向ければ──お顔を真っ赤にして体を震ふるわせていた。

　震えているのにはわけがあるんだ。今いま更さら、身に着けている衣い装しようはさほど問題でもないのだが……。

　一次試験合格後、こちらの会場に向かう途と中ちゆうで部長は言った。

「……わ、私、レヴィアタンさまにもし試験をひとつでも合格できたら、アピールタイムのとき、レヴィアタンさまの言うとおりのアピールをしますって言ってしまったの……」

　レヴィアタンさまはアピールタイムに備えて、部長と会長の分のアピール台本を用意していたらしいんだ。部長も会長もそんなに簡単にオーディションを進めるわけがないと踏ふんで軽く約束してしまった。

　それが現実に叶かなってしまい、部長は極限の状態に追い込まれてしまった。見れば会長のほうも極度の緊きん張ちようをしていた。お二人とも顔がすんごい強こわ張ばってる！

　部長がレヴィアタンさまのほうへ振ふり返った。レヴィアタンさまは期待に満ちた表情で部長を見つめている。……なんて無垢なお目々だろうか。純じゆん粋すいに楽しみなのだろう。部長が自分の決めた魔法少女アピールをすることが！

　部長が一度交かわした約束を違たがえるはずもなく──。部長が席を立ち、スタッフの前に進んでいく。

　そして、深呼吸をひとつすると──声こわ色いろまでかわいくして、部長が叫さけぶ。

「魔法少女リーア！　きらめく魔法で極ごく悪あく怪人をまとめて滅めつ殺さつしちゃうぞ☆」

　このように冒ぼう頭とうへ戻もどるのであった……。

　部長、俺はかわいいと思いましたよ！

「魔ま法ほう少女ソーナ！　まばゆい魔法で凶きよう悪あく魔人をたくさん消滅させちゃうもん☆」

　続く会長の無茶したアピールを見て、レヴィアタンさまと匙が鼻血を噴ふいて狂きよう喜き乱らん舞ぶしていた。

　結局、部長、会長、レヴィアタンさま、ミルたんを含ふくむ数名が合格して、三次試験へと進むこととなってしまった──。




　　　　─○●○─




　午後からはバスで移動して、試験場所を変える。

「……死にたいわ」

「……ええ、私もです」

　俺たちはバスのなかで、落ち込む部長と会長を励はげましていた。いや、本当、がんばりましたよ、お二人は。しかし、何かが間ま違ちがっているオーディションはまだ続くのだった。

　バスで到とう着ちやくしたのは、撮さつ影えい現場のひとつとされる港近くの廃はい工場だ。

　ここで撮影形式の演技をチェックするという。撮影現場で試験だなんて、かなり力が入っているな。

　などと思っていたら、物もの陰かげから黒いローブを着込んだ怪あやしげな女性が複数出現する。

　俺たち──悪魔へ敵意と殺意を放ち、眼前に立つ。……何者だ？　明らかに普ふ通つうの奴やつらじゃない。

「私たちは『禍の団カオス・ブリゲード』の一派──『ニルレム』に属する魔法使いだ。我ら魔法の使い手を侮ぶ辱じよくせし魔王レヴィアタンに抗こう議ぎをしにきた」

『禍の団カオス・ブリゲード』!?　こんなところで！　しかも魔法使いって！　例のレヴィアタンさまを狙ねらっているって連中か！　まさか、こんなところで仕し掛かけてくるなんて！　一いつ般ぱん人いるんだぞ！　テロリストだから、その点は考こう慮りよなんてしやしねぇか！

「おや？　ドッキリ？」

　と、プロデューサーさんたちは状じよう況きようを理解していない様子だ！　ここで一般人を巻き込むのはまずい！　緊きん迫ぱくするなか、他ほかの参加者とスタッフたちの体がよろめきだした。

「あれ……眠ねむ気けが……」

　パタリと一人、また一人とその場でくずおれていく。

「さすがに巻き込んだらかわいそうだから、眠らせたのよ☆」

　レヴィアタンさまが指に魔力を光らせながらウインクをくれた。

　おおっ！　お見事です！　指先ひとつで一般人全員を瞬しゆん時じに眠らせるなんて！

「イッセー、皆みんな、無関係の人間を安全な場所に運んでちょうだい！」

「了りよう解かいです！」

　俺たち眷属は部長の指示のもと、路面に倒たおれたスタッフを離はなれた場所に抱えていく！

「さーて、ソーナちゃん、リアスちゃん！　魔法少女対魔法少女なのよ！　魔法をきらめかせましょう！　いい？　昨夜、練習した魔法の掛け声でいくの！」

　この状況でもレヴィアタンさまは無茶ぶりを部長と会長に言う。お二人も驚おどろいていた！

「ええっ!?　こんなところでですか!?」

「お、お姉さま！　時と場所を考えてください！　相手はテロリストなのですよ！」

　若じやつ干かん、怒いかり気味の会長に言われてもレヴィアタンさまは「うふふ」と不敵な笑みをやめない。

「二人が着ている魔法少女の衣装は、一度着てしまうと昨夜練習した方法でしか魔力を放てなくなる特別な作りなのよ！　さあ、一緒にマジカル☆魔力を撃うちましょう！」

「そ、そんな！　この服にそのような効果を施ほどこしていたのですか!?」

「お姉さま！　もう！　どうして、そんなことばかり！」

　不満を漏もらす二人だが、相手は待ってはくれない。

「女の魔術師を舐なめるな！」

「死ぬがいい、悪魔ども！」

　魔ま方ほう陣じんを展開し、炎ほのお、雷かみなり、水と様々な属性魔法をこちらに放ってきやがった！

　俺たちはそれを躱かわしながら部長たちの指示を待つ！

「悪の魔法使いは許さないにょ！」

　ミルたんが近くのドラム缶かんを魔女に放ほうり投げる！　てか、打だ撃げきで魔女と戦いだしてるぅぅぅっ！

「ミルキィィィィィィィィ・スパイラルゥゥゥゥゥ・ボォォォォムァァッ！」

　魔女が撃ち出した魔法の火球や氷の槍やりを拳こぶしで破は壊かいしてるし！

「ミルキィィィィィ・サンダァァァァァァ・クラッシャァァァァァァァッッ！」

　アスファルトを抉えぐるほどの鋭するどい蹴けりで魔女を複数人一気に弾はじき飛ばしていた！

「なんだ、この……なんだ、こいつは!?」

「新手の冥めい界かい生物か!?」

　魔女も驚きよう愕がくしていた！　だよね！　ついに例のスティックで魔女の魔法を打ち消したりもし出したし、ミルたんは何者なのですか!?

　って、なんでミルたんが起きてる!?　レヴィアタンさまの魔力が効かないのかよ!?

　部長はプルプルと全身を震わせ、目元に涙なみだを溜ためながらやけくそ気味に大きく叫んだ。

「グレモリースティィィィィィィック！」

　胸の飾かざりからラブリーなエフェクトを放ちつつ、魔法のスティックが出現する！

「シトリースティィィィィィック！」

　同様に恥ち辱じよくの涙を流しながら会長が魔法のスティックを出した。

　レヴィアタンさまも自前のスティックを取り出して部長と会長、そして両眷けん属ぞくの女性陣に掛け声をかける。

「さあ、行くわよ、皆！　レヴィアビィィィィムッ！」

「リーア・シャイニング・ラブ・ファイヤァァァァァッ！」

「ソーナ・ライトニング・アクア・ジャスティィィィィスッ！」

　魔王を筆頭に部長、会長の強きよう烈れつなマジカル攻こう撃げき！

　さらにはグレモリー、シトリー眷属の女の子たちの追撃も加わり、膨ぼう大だいな魔力が撮影現場で爆はぜていく！　部長と会長の魔力が発動する瞬間、かわいらしい星マークやハートマークがまき散らされていたよ！

「きゃぁぁぁあああああっ！」

　その威い力りよくに本物の魔法使いも太た刀ち打うちできない様子だった。テロリストの魔女たちはコスプレ悪魔のマジカル攻撃によって倒されていった。

　俺も倒れた一般人を匙と木場に任せておき、どさくさに紛まぎれて──。

「くらえ、『洋服崩壊ドレス・ブレイク』！」

「きゃぁあぁあああっ！」

　魔女の衣類を魔力でババッと弾き飛ばして、裸ら体たいを堪たん能のうしていた。ぐふふ！

　ベチンッ。

　俺の背中に小猫ちゃんのツッコミによるチョップが軽く飛んできた。

「……こ、小猫ちゃん、いつの間に……」

「……エロエロは禁止です」

　俺が突つっ込まれている間にも戦せん闘とうは終しゆう了りようし、こちらの勝利となっていた。

　まあ、最強の女性悪魔と称しようされる魔王レヴィアタンさまがいるんだから、そう簡単には負けないよね。

「……もう、こういうのはこりごりだわ」

「……そうね。巻き込んで申し訳ないわ、リアス」

　恥辱に耐たえて、息を吐はく部長と会長だったが──。

　ポンッという軽い音がする。レヴィアタンさまとロスヴァイセさんを抜ぬかした、部長と会長、そして魔法少女のコスプレをしていた女子たちの衣い装しようがキレイサッパリ消え去り、全裸となったぁぁぁっ！

「あれれ、戦闘をした拍ひよう子しに衣装に施した特とく殊しゆ加工の術式が解けたのかしら？」

　と、レヴィアタンさまは首を傾かしげながら言うが──。

「キャアアアアアアアアッ！」

　女性陣の多くが手で体を隠かくして悲鳴をあげた。ゼノヴィアや朱乃さんのように裸はだかになっても冷静なヒトもいるけどさ！

　裸祭りに俺の鼻血が勢いよく盛せい大だいに噴き出た！　おおっ！　皆の裸！　特にシトリー眷属女子の裸なんてレアすぎる！　最高だぜッ！　匙の分まで脳内に保存保存っ！

　なんて興奮気味にガン見していたら、女子複数の鬼き気き迫せまる視線が俺に注がれる。

　その手元には危険な規模の魔力が光っていた。……え、それってまさか……。

『見ないでッ！』

　俺に放たれる強大な魔力の攻撃！

「ぎゃああああッ！」

　俺は爆ばく破はに巻き込まれて、絶ぜつ叫きようをあげた！

　地面に倒れ伏ふすなか、「……魔法少女は当分いいや」と俺は痛感していた。




　後日。余談だが、オーディションはご破算。監かん督とくたち一般人の記き憶おくから今回の事件は消させてもらって、部長たちが参加したことは無かったことになった。

　レヴィアタンさまはえらい落ち込んでいたけど、我が慢まんしてもらいたいところだ。つーか、合格していたらどうなっていたやら……。

　ミルたんは……あのあといつの間にか姿を消していた。謎なぞだらけだぜ、ミルたん！

　レヴィアタンさまもミルたんを見ていて、

「あの娘こ、力強く清い瞳ひとみを持っていたわ。きっと、私と同等かそれ以上のミルキーパワーを有した魔女っ子なのよ。私、駒こまがまだ余っているし、ぜひぜひ眷属にスカウトしたいぐらいだわ☆」

　突っ込みどころ満まん載さいでどう答えていいかわかりませんでした！

「……ふぅ、魔法少女のことはしばらく忘れたいわ」

　部室でため息を吐つく部長。

「でも、俺は魔法少女姿の部長のこと、かわいいと思いましたよ」

　俺がそう言うと、部長は頰ほおを赤く染めて微笑ほほえんだ。

「ありがとう、あなたにそう言われたなら、少しだけ良かったと思えるわ」

　いえいえ、本当にかわいかったですよ！







　Episode Issei.2




　──と、まあ、そのようなこともありました。

　俺たちは場所を自室から移して、兵ひよう藤どう家地下プール場のプールサイドに設けてあるテーブル席で会話を続けていた。

　魔法使いの書類とにらめっこ中だったが、休きゆう憩けいを挟はさもうということでこのプールに来ている。時期も冬なので温水仕様！

　俺は海パン一丁。レイヴェルは泳がないのか、水着の上にＴシャツを着てしまっているが……服の上からでもボリューミーなものがうかがえるよ！

　朱あけ乃のさんは肌はだ色いろ成分多めの水着！　相変わらず布面積が少なすぎて目にありがたい！

　ソーナ会長は柄がらのかわいいワンピースタイプの水着だった。こっちはこっちでレアなんてもんじゃない！　会長の水着なんてそう見られないのでは!?

「家族以外の男性に水着姿を見せたのはイッセーくんが初めてかもしれませんね」

　会長はそんなことを言ってくる！　マジか!?　匙さじ、ゴメンな！　おまえのファーストをまたひとつ奪うばってしまったかもしれん！　俺、あいつに本当に呪のろい殺されそうだな……。

　死神っ娘このベンニーアは水着に着き替がえることもなく、

《あっしはここが一番落ち着くんですぜ》

　テーブルの下に潜もぐっていた。俺たちの足あし下もとでお茶を飲んでいる。……変な子だ。

　さて、この百メートルもある地下プールで泳ぐのは──。

「イリナには負けん！」

「ゼノヴィアに負けないわ！」

　俺たちよりも先に入っていたゼノヴィアとイリナが壮そう絶ぜつな水泳対決をしていた。えらい勢いの水音と共に水しぶきを激しく立てている。

「どちらも負けないでくださーい！」

　プールサイドで応おう援えんしているのはスク水姿のアーシア。

　……そのすぐ近くでプールに入っているのは黄金の生物！　ファーブニル！　温水プールにでっかいドラゴンが浸つかっているよ！

『アーシアたんのスク水。俺様、アーシアたんの浸かったプールの水を飲み干したい』

　……変態すぎる……。その頭部にはオーフィスが鎮ちん座ざしている。さらにオーフィスの頭にラッセーもいて……なんだそのドラゴン三段構えは!?

「我、この三体合体なら、グレートレッドに挑ちよう戦せんできる、と思う」

　合体してないよ！　ただ三体が積み重なっているだけだよ！

　ところでドライグさん、どうなんですか、あのパンツ龍りゆう王おうは？

『俺様、何も見えない』

　ダメだ。すでに壊こわれている。ファーブニルの口調を真ま似ねするなんて……。疲つかれているんだね、今日はゆっくりお休みドライグ……。俺の相棒は愉ゆ快かいな天てん龍りゆうになる一方だ。

　話を戻もどすが、リアスの魔ま法ほう少女のコスプレは本当にかわいかった。脳内のフォルダに永久保存ですよ……ぐふふ！

　……つーか、あれからミルたんは本当にレヴィアタンさまからオファーをいただいたのかな？　怖こわくて訊きけやしねぇや……。次に会ったら魔王眷けん属ぞくでしたとか、ミルたんならあり得そうで畏い怖ふするよ！

　それにしても、あのときのオーディションで襲おそいかかってきた『禍の団カオス・ブリゲード』の魔女たちが、先日この町の区域に潜り込んだ一派と同じなんだろう？

「『禍の団カオス・ブリゲード』のニルレムとかいうのが、この間襲ってきた連中なのかな」

　俺がそう口に出すと、朱乃さんがうなずく。

「魔法使いの集まりは結構ありますものね」

　魔法使いの協会は、朱乃さんが言うように他ほかにもある。

　ただ、現在悪魔と深く関かかわり合いを持つのはメフィスト・フェレスさんが理事をされている組織だけだ。正式名めい称しようは『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』という。俺たちに書類を出してきたのがここになる。

　他にもルシファー眷属の『僧侶ビシヨツプ』マクレガー・メイザーズさんが創設メンバーの一人でもある『黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン』も近代魔術を扱あつかう組織として有名らしい。

　あと、人間からの転生悪魔でありながら最上級悪魔にまで上り詰つめたリュディガー・ローゼンクロイツさん（俺の目標の一人でもある！）が過去に在ざい籍せきされていたという『薔薇十字団ローゼン・クロイツアー』とやらも有名な魔術結社だそうだ。

　悪魔と魔法使いは密なせいか、組織の有名どころは頭に入れて何度も復習している。

　改めて魔法使いの各組織を頭のなかで巡めぐらせていたときだ。この地下プール場を訪おとずれる者がいた。

「にゃー、疲れたわ」

　黒い着物のエロエロお姉さん！　黒くろ歌かだった。

　けだるそうな様子でプールサイドに堂々と入り込んでくる。ルフェイもうしろからついてきて「ど、どうも」と丁てい寧ねいに頭を下げていた。

　ソーナ会長や朱乃さんが顔を若じやつ干かん険しくしているのは、いまだ黒歌に思うところがあるからだろう。てか、会長が黒歌たちの登場に驚おどろかないのは、事前にリアスから聞いているからかな。

「ただいまにゃー」

　黒歌がふいに俺に近づいて抱だきついてくるぅぅぅぅっ！

　もにゅんとやわらかな感かん触しよくが俺を襲う！　着き崩くずれた着物からきめ細やかで白い肌のおっきなおっぱいがこれでもかと主張してくれていた！

　俺のほっぺにほっぺを擦こすりつけてくる！

「赤せき龍りゆう帝ていちーん♪　ちかれたんで癒いやしてほしいのよねー」

　……黒くろ髪かみから、すんげーいい匂においがする……。なんつーか、色っぽい年上のお姉さんの香かおりに脳みそがとろけだしてきた！

　こ、こいつ、俺の家に居い候そうろうするようになってから、明らかに密着度を高めてきているんだよね！　うれしいけどさ！

　ほらほら、朱乃さんが不安げな顔をし出すから、止やめてくれよ！

　朱乃さんって、身内以外の女性が俺に近づくと年上のお姉さんとは思えないぐらい不安がるんだぞ!?　そこがまたかわいいってのもあるんだが！

「く、黒歌！　お、おまえ、ヴァーリに呼ばれてあっちに行ってたんだろう？」

　俺はすりすりしてくる黒歌にそう問う。小こ猫ねこちゃん、ギャスパー、レイヴェルを助けるため魔法使いの集団と戦ったとき、こいつらは俺たちのもとを離はなれてヴァーリのところに戻っていた。あっちで何かが起こっていたのは確実なんだ。

　黒歌が息を吐はきながら言う。

「そうなのよー。もうさー、アジ・ダハーカが襲ってきてねー」

『──ッ!?』

　この場にいる全員（俺、朱乃さん、レイヴェル、ソーナ会長）が黒歌の言葉に驚いた。

　……あったり前だ！　アジ・ダハーカ!?　それって、先生が言っていた滅ほろんだ邪じや龍りゆうの一いつ匹ぴきじゃないか！

「……滅んだ伝説の邪龍の一匹ですわ。確か、凶きよう悪あくなドラゴンの一匹だと……」

　レイヴェルがそう言い、会長が続く。

「千の魔法を操あやつり、ゾロアスターの善神の軍勢に牙きばを剝むいた邪悪なドラゴン。英えい雄ゆうスラエータオナが封ふう印いんに近い形で滅ぼしたと伝えられていますね。……そのドラゴンもグレンデル同様に現世に蘇よみがえったというのなら、これは……」

　……とんでもないことになってるってことだ。

『禍の団カオス・ブリゲード』、グレイフィアさんの弟は、滅んだ邪龍を復活させているってことか……？

　グレンデルでさえ、あの凶暴さと頑がん丈じようさだった。それよりも凶悪というアジ・ダハーカはどんだけ強いって話だよ！

『……ある意味でここが正念場かもしれん。赤龍帝として、な』

　ドライグも覚かく悟ごを持った声こわ音ねでそうつぶやく。……それって、最悪の状じよう況きよう下かでの邂かい逅こうも覚悟しろってことだよな……。ったく、休むヒマもないのかよ。

　黒歌はほっぺを離して、目元を若干厳しくさせた。

「……私たちってさ、その手の強つわ者ものや隠かくされた神秘を求めて世界の各地を飛び回っていたんだけど……紛まぎれもなく、私たちが相手をしたなかで一番強いわ」

　黒歌は俺のティーカップを勝手に取って口をつけてから、話を続ける。

「……あの邪龍は殴なぐっても蹴けっても斬きっても笑って向かってきたわ。血を全身から噴ふき出しながらよ？　倒たおれる気配がまったくなかったの。……ありゃ、ダメよ。まともじゃないわね。個人的に戦っちゃいけない部類のモンスターと思うにゃ。その英雄なんたらも封印でやっとってのも納なつ得とくできるほどのしぶとさだったわ」

　……グレンデルよりもしぶといとしたら……。こいつらがチーム総そう掛がかりでも倒れなかったって、その時点で能力がぶっ壊れてんぞ……！

　ドライグが低い声音で言う。

『……できれば戦いたくはないな。おそらく、アルビオンもそう思ったはずだ。破は壊かい衝しよう動どうと自じ滅めつ願望を併あわせ持つ輩やからは忌き避ひするべきだぞ、相棒』

　あれだけ豪ごう気きで剛ごう胆たんなドライグも邪龍との戦いだけは否定的だもんな……。

　ルフェイが黒歌の話に続いた。

「そのあと、もう一体の滅んだドラゴン──グレンデルとローブを着た男が現れまして……その場でアジ・ダハーカとグレンデルが私たちとの戦いを巡って争い始めてしまったのです。あまりに混こん迷めいしたので、私たちはそこで一時退散することにしました」

　ああ、俺たちと戦ってたときにグレンデルとユークリッドはそんなことを言って帰っていったっけな。そうか、転移先で仲間割れを起こしていたのか。

　いや、邪龍同士には仲間意識すらないんじゃないのか？……頭のネジがハマってすらいないっていうドライグの弁が邪龍どもを表していそうで寒気すら覚える。

「あれとの戦いを喜んで迎むかえたヴァーリもどうしようもないバカ者だったにゃ」

　呆あきれた口調で黒歌はそう言う。それには同意。あいつは戦い以外のことにも興味を抱いだいたほうがいいって。

「あとでその件に関していくつか質問してもよろしいでしょうか？」

　ソーナ会長がルフェイに問う。魔女っ子も「はい」と素す直なおに応じていた。

「赤龍帝ちん」

　黒歌が俺の鼻をつまみながら言う。

「あんたはあんなドラゴンになっちゃダメよ？　きっと、あんたはおっぱいドラゴンじゃなきゃ、いけないんだと思うにゃ」

「俺は──ヴァーリのような奴やつにも邪龍みたいな奴にもなりたかないよ」

　俺は心底そう思う。黒歌も「いい子にゃ」とうなずいていた。

　と、黒歌が切り替かえるように訊く。

「で、何を話していたのかにゃ？」

「魔法使いとその組織のことさ」

　俺がそう言い、レイヴェルが会話の流れを黒歌たちに説明してくれた。すると、ルフェイが手をあげておそるおそる口にした。

「実は私、元は『黄金の夜明け団ゴールデン・ドーン』に所属していたんです。そこで近代魔術をはじめ、他の魔術組織で禁止になっている術式を習っていました」

　おおっ、だから珍めずらしい魔法を使っていたんだね。中級悪あく魔ま昇しよう格かく試験の折、冥めい界かいで曹そう操そうによって空間のなかに閉じ込められたが、そのときにルフェイの転移が大だい活かつ躍やくしてたしな。

　レイヴェルが頰ほおを膨ふくらませながら言う。

「組織の名前の繫つながりですけれど、この間、攻せめてきた『はぐれ魔法使い』の集団──『魔女の夜ヘクセン・ナハト』！　無法者の名前は絶対に忘れません！」

　その『魔女の夜ヘクセン・ナハト』ってのに神滅具ロンギヌスのひとつである『紫炎祭主の磔台インシネート・アンセム』の所有者がいるそうなんだよな。しかもトップの一人とか聞いた。……荒あらくれ者の集団のトップに神滅具ロンギヌス所有者。七しち面めん倒どうな組み合わせだ。できれば関かかわりたくはないんだが……。

　朱乃さんがうんとひとつうなずいて言う。

「それらの魔術師組織が有名所ですわね。私たち若手悪魔の主な取り引き相手はメフィストさまのところでしょうけれど」

　まあ、リアスや先生にもいまの俺の立場なら『灰色の魔術師グラウ・ツアオベラー』だけ覚えておけば問題ないと言われたな。

　あとは先日敵対した『はぐれ魔法使い』の集団『魔女の夜ヘクセン・ナハト』と『禍の団カオス・ブリゲード』の魔法使い一派──『ニルレム』を重視しておけばいいかな。

「覚えることが多いな……。上級悪魔への道は険しいぜ」

　息を吐く俺。覚えることは多いが、覚えなければ前には進めないな。俺、中級悪魔なんだから、自覚と責任は持っていないとダメなんだ。大事なときに何も知らないじゃ……許されないだろう。

「上級悪魔を目指すのも大変にゃ。赤龍帝ちんは実力だけなら最上級でもいいと思うんだけどねー。頭もついてこないとダメダメなのが厳しい現実にゃ」

　俺のひざに黒歌が座ってしまった。やりたい放題だな、このお姉さん！

　ソーナ会長は微笑ほほえみながら言う。

「でも、そうですね。昇格して駒こまを得られればサポートしてくれる眷けん属ぞくも持てるわけですから、やりようによっては今後楽になるかもしれません。ただ、『王キング』になればそれだけ責任は大きくなりますが」

　確かにそれはそうだ。リアスが俺たちと仕事をするように、俺も将来眷属を持てば共に手分けして作業に取りかかれるもんな。

　あ、疑問が浮うかぶ。つか、前々から訊きいてみたかったことだ。

「そういえば、会長は最初に誰だれを眷属にされたんですか？」

　そう、シトリー眷属の事情だ。誰を最初に眷属にしたのか。今後のために参考にしたかったんだ。

「私ですか？　椿姫つばきです。日本に来てすぐに彼女と出会い、眷属にしました」

　副会長を最初に眷属にしたのか。まあ、一番付き合いが長そうだったもんな。

　朱乃さんが目元を儚はかなげにして続く。

「椿姫も……いろいろと大変でしたものね。ソーナと出会ったのは幸いだったと思うわ」

「ええ、私も彼女に出会えてよかったです」

　……少しだけ真しん羅ら先せん輩ぱいのことを耳にしたことがあった。真羅家っていう由ゆい緒しよ正ただしい退魔師の家系に生まれた先輩だけど、異形の存在を、鏡を通して呼び寄せる体質ゆえに隔かく離りに近い扱あつかいを受けていたって。

　それを悪魔になったことで克こく服ふくして、自らの力に変えた。それが真羅先輩の神器セイクリツド・ギア『追憶の鏡ミラー・アリス』だ。

　俺は今度朱乃さんに問う。

「リアスの最初の眷属は朱乃さんですよね？」

　俺は以前からそう聞いていた。

「ええ、そうよ。私がリアスの最初の眷属です」

　朱乃さんはカップを下に置き、改まって口を開く。

「いい機会だし、少しだけお話ししましょうか。私とリアスの出会いを──」

　それは、二人の少女による始まりの物語だった──。







　Life.2　朱しゆと紅くれない




　──私は何者なのだろう。

　幼い頃ころの私──姫ひめ島じま朱あけ乃のは自分の存在に自問をし続けていた。

　堕だ天てん使しを憎にくむ者たちの手によって母を失った私は、父バラキエルを否定して、各地を転々とする日々を送っていた。

　十歳さいの私。一人で生きるには到とう底てい無理といえる年ねん齢れいだった。

　それでも一人で生きねばならないと幼心に強く思いを抱いていたのをよく覚えている。父は絶対に頼たよれない。頼れば……母を失った悲しみと、父に向けられた他者からの憎ぞう悪おを恐おそれて、心が壊こわれるだろうと感じていたからだ。

　手にあったのは、家から持ち出してきた──貯ためこんでいたわずかなお小こ遣づかいだ。……これで母の誕生日に何かプレゼントを買おうと思っていた。

　極力、そのお金を使うまいとしていたが、限界を迎えた空腹には勝てず、心のなかで母に何度も謝って使ってしまった。そのことはいまだに記き憶おくに強く残っている。

　お金は有限だ。無限じゃない。父も母もいない。子供一人でどうにかしてお金を稼かせがねばならない。

　しかし、たかが十ほどの子供を雇やとうところなど、あるはずもなかった。

　……取り柄えといえば、父譲ゆずりの雷かみなりを操あやつる能力、母から習った除じよ霊れいの仕方だけ。

　ある日のことだった。ふとした切っ掛かけで悪あく霊りように取り憑つかれた子供を助けたのだ。すると、その親が私にわずかばかりのお菓か子しをくれた。

　これだと思った。私がやれることはこれしかないと──。

　それからは、よくない波動に憑かれた人々に話しかけて、それを祓はらい、少々のお金や食べ物をいただく生活を送り始める。

　贅ぜい沢たくなこともできない。住めるところもない。けれど、生きることはできた。

　──朱乃、怖こわいお化けを追い払はらう方法を教えてあげるわね。

　……母が教えてくれたおまじないが、私を生きながらえさせてくれたのだ。独りで寝ねるのは寂さびしかったけれど……まだ死にたくはなかった。

　その後、私は日本の各地を回り、徐じよ々じよに異形との接し方を学んで、人間とも一定の距きよ離りをとれるようになっていた。

　私はどちらかというと、異形側だ。人間の形をしているが、堕天使の血を引き継つぐ。それは人外と類別されてもおかしくない。

　そのことを齢よわい十にして身に染しみこませていた。そう分けたほうが、他者との接し方でも傷つかなくて済む。

　悪霊から救った者のなかには私を引き取りたいと申し出るヒトもいた。本心から言う者もいれば、下心を抱く者もいる。そういう機き微びも覚えていった。

　追われたこともあった。堕天使を嫌きらう教会の関係者の管かん轄かつ内にうかつにも入り込んでしまったときや、商しよう売ばい敵がたきとして私を恨うらむ修しゆ行ぎよう僧そうなど、度たび々たび狙ねらわれた。

　そのような生活をして、一年半が過ぎ去った──。

　除霊をしながら各地を回る生活にも慣れた頃、旅の途と中ちゆうで出会った小こ鬼おにとも友達になり、使し役えきできるようになっていた。

　Ｔ県のとある町に潜もぐり込んだときだ。悪魔との契けい約やくによって、一時的に幽ゆう霊れいと話せるようになった人間と接せつ触しよくしてしまったのだ。その者はよりにもよって、悪霊に話しかけてしまい、取り憑かれて殺されそうになっていた。私はそれを救ってしまったのだ。

　見て見ぬ振ふりをすればいいものを「助けて」とつぶやかれてしまったのが、運の尽つきだったのだろう。気がついたら、私はその者を悪霊から解き放っていた。

　その人間が契約した悪魔がグレモリー現当主の眷けん属ぞく悪魔と知ったのは後のことだが、そのときは悪魔の縄なわ張ばりに入ったのが失点だと感じていた。

　悪魔が堕天使と敵対していることは、旅をしているうちに得た知識だ。私は堕天使の血を引く者。彼らの縄張りに入れば、排はい除じよ対象になっておかしくない。

　私が契約者の人間に関かん与よしたことはすでに悪魔側に知れている可能性が高い。

　……悪魔はプライドの高い者が多い。堕天使の小こ娘むすめ風ふ情ぜいが、契約者に勝手に手を出したとなると……。自らの汚お点てんを払ふつ拭しよくするために私を消しにかかるだろう。

　私はその町のうち捨てられた寺に逃にげ込んで、しばらく静観を決め込むことにした。そういうものに巻き込まれたとき、できる限り触ふれないほうが適切だ。

　子供の私では、大人の悪魔には──勝てない。

　寺に潜り数日が過ぎた頃だった。

　寺に近づく気配を感じ取った。壊れた寺の戸からおそるおそる外の気配を探さぐる私。そこに──紅が映り込んだ。

　綺き麗れいな紅べに色いろの髪かみ。私と同い歳どしぐらいの女の子。その女の子が私と同様、人ならざるもののオーラを漂ただよわせながら、辺りをきょろきょろと見み渡わたしている。

　私は気配を消して、寺を音もなく抜ぬけ出すと近くの木々の陰かげに身を潜ひそめた。

　寺の中にいるのはまずい。場所を特定されたあとの建物なんて的に等しいではないか、先制攻こう撃げきなどされたらひとたまりもないだろう。

　紅髪の少女は声量高めで言い放つ。

「もしここにいるのなら、出てきてちょうだい。身内のテリトリーに入ったことについてきちんと話してくれるのなら、咎とがめることなんてしないわ」

　……悪魔の言うことは信じられない。やはり、私の除霊は知られてしまったようだ。

　あんなにかわいらしい顔をしていても悪魔なのだ。しかも、オーラを探る限り、質の高い悪魔の子供だと見受けられる。……この子に逆らっても私はまず助からないだろう。

　それからも彼女は説得のようなものを口にしてくるが、私は決して姿を現すことなんてしなかった。ただただ息を殺して彼女が去るのを待つだけだ。しかもこの場所を把は握あくされているのなら、すぐにここを発たったほうがいいだろう。新たな潜せん伏ぷく先が必要になる。

　身の危険に関してあれこれ思し慮りよしていると、紅髪の少女は一向に姿を現さない私に対して嘆たん息そくしたようだった。

　彼女は続けてこう述べる。

「……実はね、あなたを探している修験しゆげん者じやたちがいるの。その人間は、私たちに交こう渉しようしてきたわ。『堕天使の娘を自分たちに任せてくれないか？』──と」

　──っ。

　それを聞いて、私は身み震ぶるいする。おそらく、あの者たちだ。

　一年ぐらい前から、私の赴おもむいた先に執しつ拗ように現れる修験者の集団。それは商売敵だから狙うのではなく──。

　紅髪の少女は最後にこう続けた。

「……あのヒトたちがあなたのもとに現れる前に、私のところに来て。悪くはしないわ。事情を話してさえくれれば、最大限の配はい慮りよはするから」

　彼女の言葉はやさしげで……亡なくなった母の声こわ音ねに少しだけ似ていたように思えた。

　そう、それがリアスだった──。




　　　　─☆★☆─




　──夢を見た。懐なつかしいあの頃の何気ない日常を……。

「ねぇ、母さま。朱乃にも友達ができるかな？」

「ええ、きっとできるわ。朱乃は友達ができたらどういうふうに遊びたいのかしら？」

「えーとね……いろんなところを見て回ったり、学校に行って一いつ緒しよの『クラブ』に入りたいな」

「……朱乃、学校に行きたい？」

「いいの。朱乃は母さまと父さまがいれば大だい丈じよう夫ぶだもの」

「……あなたにやさしいお友達ができるといいわね」

「うん！　それでね、お婿むこさんも父さまみたいに強くてやさしいヒトがいいな！」

「うふふ、それを聞いたら父さまはきっと困るわね」

「どうして？」

「それはね、父さまはあなたのことを──」







「……母さま」

　ふと目を覚ますと、涙なみだを流していることに気づいた。

　私は目覚めると共にこの地を発つための準備を進めた。荷を素す早ばやくまとめると、小鬼たちと共に寝ね床どこにしていた廃はい墟きよを後にする。

　時間は朝日が出かかった頃合いだ。朝あさ霧ぎりが立ちこめるなか、足早に私は街かい道どう横の森を突つっ切っていった。

　深夜に行動を起こさなかったのは、その時間帯が悪あく魔まの活動内だったからだ。日が昇のぼり始めるこの時間なら、この町を無事に発てるだろう──と。

　子供ながら、あまりに浅あさ知ぢ恵えだったと今なら理解できる。

　もうすぐ森を抜けるというところで──。

　私の全身をからめとるように横あいから何かが覆おおってくる。

　途と端たんに体中からオーラが急速に失われる感覚を得ていく。──見やれば、網あみ縄なわが私の体を縛しばりつけていた。

　……ただの網ではない。もがこうとすれば、その分だけ力を網に吸われていくと感じ取れた。特とく殊しゆな術がかかった網であろう。

　……不覚だった。近くに人の気配が複数感じられる。私は罠わなにかかってしまったのだ。

　シャンシャン……という錫しやく杖じようの独特の音が森に不気味なほど響ひびき渡わたる。

「──見つけたぞ」

　低い男性の声音がひとつあがり、

「──我ら姫島の血より出いでし呪のろわれた娘よ」

　森の木々の陰から、

「──あの黒き天使の血を継つぎし子」

　菅すげ笠がさを被かぶり、錫杖を持つ修験者たちが複数人ほど姿を現した。

「──久しいな、朱乃」

　威い厳げんのある声が私に投げかけられる。その声には覚えがあった。

　修験者たちが道を開け、そこを通って私の前に出てきたのは──初老の男性。菅笠を取り、網にかかった私に視線を送る。その瞳ひとみの色は悲ひ哀あいに満ちたものだった。

　私は声を震わせながら言う。

「……大おお叔お父じさま」

　そう、その初老の男性は──姫島の者だった。私にとって、母方の大叔父にあたる人物だ。

　姫島は古くより、日本の神しん道とうに身を置く一族。母の実家も由ゆい緒しよある神社を任されていた。

　その大元に属するのが、この大叔父だった。他ほかの修験者も姫島の縁えん者じやばかりであろう。

　大叔父は身をかがめて私に言う。

「此こ度たびはもう逃がさぬ。姫島の汚点を今日こそ摘つまねばならぬのだ。わかってくれるな？」

　──汚点。

　彼らにとって、堕だ天てん使しに姫島の娘を奪うばわれて手て籠ごめにされたということになっており、私は……産み落とされた忌いみ子として認にん知ちされているのだ。ゆえに汚点。

　姫島は由緒正しい神道の一族。それゆえに、異形と種を交えることなど、あり得ない。

　もし仕える日本の神にそのことを知られれば、どのようなペナルティを科されるかわからないのだ。

　……姫島の誓ちかいと潔けつ癖ぺきさは絶対であり、その結果、母さまは死んだ──。

　母を失い、父を拒きよ否ひした私は全国を巡めぐるうちに、姫島の者たちに付け狙われることとなった。姫島の名を貶おとしめる子は、彼らのなかであってはならない存在なのだろう。

「……私は生きたいだけです」

　私は心の底からそう発した。一いつ切さいの偽いつわりのない心情だ。

　私は……母のあとも追えず、父のあとにもついていけなかった半はん端ぱ者もの。けれど、自分が死んだら母と父のすべてを──あの家で過ごしたすべてを否定するようで、それがたまらなく嫌いやだった。

　大叔父は嘆なげくように息を吐はき、首を横に振る。

「黒い翼つばさを持った人間が、常人の暮らしを送れると本当に思っておるのか？　この一年半、各地を回って嫌というほど理解できたはずだ。……おまえは頭のいい子だからな。怪かい物ぶつが人間の暮らしを得るためには、並なみ大たい抵ていの力では成せぬとわかったのではないか？」

　……ええ、見てきた。全国を旅するうちに、異能を持った者が常人と同じ暮らしをするには強い覚かく悟ごと大きな力がいるのだと理解してしまった。

　私はまだ強い覚悟と大きな力を得ていない。ゆえに何度も怖こわくなった。自分の居場所が、この世界にないように思えて──。

　──いえ、私はいる！

　ここに生きている！　私はまだ……死ねない！　死にたくない！

　私は手元に雷いかずちを生みだして、姫島の修験者たちに向けて打ち放つ！

　まばゆい閃せん光こうを放ちながら、私の雷が彼らの間を走っていく。私の放った雷が想像以上だったのか、彼らは虚きよを突かれた格好となり、錫杖の矛ほこ先さきを定められずにいた。

「破ッ！」

　大叔父が一ひと際きわ大きい声を吐き出す。同時に強い霊れい力りよくも放たれたようで、私の雷を霧む散さんさせてしまう。

　……大叔父には私の雷は効かないようだ。これでも以前対たい峙じしたときよりも威い力りよくを上げたつもりなのだが……。

　構え直した修験者たちは私への憎ぞう悪おを濃こくする。

「ぬぅっ！　日に日にあの『雷らい光こう』の力が強まっている！」

「早めに片づけなければいずれ我々がやられまするな！」

　修験者の錫杖が私に向けられて──。

「オニッ！」

「オニニッ！」

　私を庇かばうように小こ鬼おにたちが修験者たちの前に立つ！

　ダメよ！　あなたたちではすぐに滅めつせられてしまう！

「ダメッ！」

　私は網に絡められながらも必死に体を動かして、小鬼たちを全身で覆うように庇った。

「……小鬼を庇うか。おまえもあの娘むすめの──朱しゆ璃りの血を継ついでいるということだな」

　大叔父は小鬼を庇う私に無情にも錫杖を向ける。その先せん端たんに強力なものが宿り始めた。

　あれを浴びれば、私は死ぬだろう。

「すまぬな、後生だ。此度は黒き天使たちの邪じや魔まも入らぬようだ。せめて、苦しまずに送ってやろう」

　……男なんて嫌きらいだ。大人なんて大嫌いだ。体てい裁さいばかりを気にして、母のことを最さい期ごまで許してくれなかった……ッ！　私のこともおぞましい生き物として認識している。

　私は嫌けん悪おの感情を殺して最後の願いを大叔父に言う。

「……この小鬼たちを見み逃のがしてください」

「……ああ、いいだろう」

「もうひとつ。……私のお墓、母さまの隣となりに……どうか」

「それはならぬ。おまえは生まれてはならなかった存在だ。小鬼のことだけは約束しよう」

　……後者は特に期待はしていなかった。もし、可能であればという儚はかない願いだ。

　小鬼たちが無事なら、それでいっか。

「……オニ」

　小鬼たちが心配そうに涙を浮うかべる。

　いいの。いままで私に付き従ってくれて、ありがとう。

　もういいよ。私の分まで生きてね。

　絶対に恨うらんではダメ。私と出会ったことを忘れてね。

　私が言葉に出さずにいたそれらを小鬼たちはわかってくれているようだった。

　大叔父の錫杖がいっそう霊力を高め、私に放たれようとしたときだった。瞑めい目もくした刹せつ那な、ひとつの声が届く。

「──待ちなさい」

　その声に錫杖に宿った光が消える。

　修験者たちと私の視線が森の奥に注がれた。

　そこから姿を現したのは、紅べに髪がみの少女──リアス。彼女の隣には気品のある顔つきで執しつ事じ姿の中年男性が一人付き添そっていた。

　リアスが言う。

「その子には個人的に訊ききたいことがあるの」

　修験者たちは少女の正体が悪魔と知っているため、リアスに錫杖を向け直す。

　大叔父は彼女の登場に特に驚おどろきもせずに言う。

「グレモリーの娘か。先だってこのことは断りを入れたはずだが……」

　リアスが不敵な笑えみを見せながらも続ける。

「ええ、そうね。これはあなたたちの問題だと思うわ。けれど、ひとつ訊かせて。この子をどうするの？　殺すつもりなのかしら？」

「……だとしたらどうするのだ？」

　大叔父の返答に彼女はこう漏もらした。

「殺すぐらいなら、私が預かるわ」

　その言葉に修験者たちは色めき立つ。

「何様のつもりだ！」

「悪魔めっ！」

「これは我々姫島の問題なのだぞ！」

　罵ば詈り雑ぞう言ごんを彼女に浴びせ始めた。それを大叔父が収める。

「静まれ、おまえたち。……グレモリーの娘よ、我らの問題に口を挟はさむと言うのか？」

　そこで両者にらみ合いになり、間に入る格好でリアスの傍かたわらにいた中年男性が微笑ほほえみを作りつつ大叔父に言う。

「まあ、落ち着いてくださいな。私はグレモリー現当主の『僧侶ビシヨツプ』にして、この一帯を一任されております──ハインリヒ・コルネリウス・アグリッパと申します。アグリッパとお呼びください」

　そう、私はこのアグリッパというグレモリー現当主眷けん属ぞくの縄なわ張ばりに入っていたのだ。

　アグリッパと名乗った気品に溢あふれる男性は森の奥を指さし、告げる。

「あちらで少々お話をしませぬかな？　子供にこれ以上大人の都合を聞かせてもいらぬ雑言を与あたえるだけだとは思いませんかな？」

　主あるじの娘たるリアスを前にしてこの台詞せりふを吐けるのだから、この方が得ている彼女の信しん頼らいは揺ゆるがないものだといえる。

「…………よかろう」

　大叔父たち修験しゆげん者じやの者たちとアグリッパ氏が森の奥に消えていく。すぐにリアスが私にかかっていた網を外してくれた。

「これでもう平気よ」

　彼女は年相応の笑みを私に向けてくれた。マジマジと私の黒くろ髪かみを見てリアスは言う。

「キレイな黒髪ね。私、日本人の黒髪って好きよ」

　──っ。

　なぜだろう。その一言に私は晴れやかになるものを得ていた。

　私を「日本人」と言ってくれたからだろうか？　それとも黒髪を褒ほめてくれたから？

　いいえ、私をありのままの姿で屈くつ託たく無なく話しかけてくれた彼女の態度に、救われるものを感じたからだろうか。

　しばらくして、修験者たちとアグリッパ氏は帰ってくる。

　大叔父は解放された私にこう言う。

「……二つ約束しなさい。それをなせば私たちは二度とおまえには手を出さないと誓おう。ひとつ、我らが管かん轄かつする領域に足を踏ふみ入れることまかり成らん。ふたつ、常に動くときはその紅髪の少女の傍そばにいること。この二つの約定を守る限り、私たちは二度とおまえに手を出さないと誓おう」

　──っ。

　信じられないようなことを大叔父はつぶやいた。まさに思いも寄らない言葉だった。

　ぽかんと口を開ける私のもとを修験者たちは無言と無音で去ろうとする。私はたまらず、ひとつだけ訊いてしまった。

「…………『姫島』と名乗ってもいいのでしょうか？」

　大おお叔お父じは振ふり返りもせず、こう言う。

「……この国に、その姓せいを名乗る者など他ほかにいくらでもいる。好きにしなさい」

　それだけ言い残し、大叔父たちはこの場をあとにした。

　取り残された私とリアスとアグリッパ氏。アグリッパ氏はリアスに一言、

「さて、姫ひめ君ぎみ。あとは任せますぞ」

　と朗ほがらかに告げる。

　あとで聞いた話だが、このときアグリッパ氏は私の存在、経歴を丸ごとグレモリー家が譲ゆずり受けることを大叔父に提案したのだそうだ。

　もともと隠いん匿とくせねばならなかった存在だ、それを最初からグレモリーの縁えん者じやだったということにしてやると氏は申し出たのだ。

　今後、私が何を起こしても姫島にとって「グレモリーに仕える者が動いた」ということにできる。他にもあちら側の提案がいくつもあがったそうだが、アグリッパ氏はそれらをすべて許きよ諾だくしたという。

　結果、私は彼らからターゲットにされることは無くなったのだ。

「いいの、アグリッパ？　縄張りの件で何かあったりしないの？」

　リアスは確かく認にんを取る。そう、私はこのヒトと契けい約やくした人間を勝手に除じよ霊れいしてしまったのだ。しかし、氏はやさしげに笑んだ。

「小さなレディを裁く趣しゆ味みはございませぬゆえ。しかし、幸運でしたな。私は来月にこの縄張りから離はなれて、他国へ活動場所を移す予定でした。新たにここを縄張りにするであろう他家の悪魔がそのお嬢じようさんと出会ったとしたら……問答無用だったでしょうな」

　そう、私は幸運だった。あとひと月ここを訪おとずれるのが遅おそかったら──この世にはいなかったであろう。

　悪魔は……邪悪で怖こわい存在だと思っていた。けれど、私が偶ぐう然ぜんに出会ったグレモリーの者たちは──厳しくもやさしい悪魔だったのだ。

　アグリッパ氏は私の頭をなでる。

「あなたの出生を丸ごとグレモリーがいただいてしまいまして、大変申し訳ない。あなたにも事情があり、これまでの人生があったでしょうに。しかし、助けるにはこれしかなかったのですよ」

　私は首を横に振って、久しぶりに笑みを浮かべられた。

「いいえ、私はこうして助かっただけで十分です」

　そのときは心からそう言えた。

　たとえ、姫島一族から私のことが忘れ去られようと、私という存在があること自体が、母──姫島朱璃が生きた一番の証しよう拠こになるのだから。




　後年になって人づてに知ったことだが、私が姫島の者に追われているとき、窮きゆう地ちに陥おちいりそうなところを……アザゼルが陰かげで救ってくれていたという。

　大叔父たちが「黒き天使たちの邪魔も──」と口にしていたのはそのことだったのだ。

　私の前に出ていけない父の代わりに、だろう。戦友の娘という理由だけであのヒトは私を常に見守ってくれていたのだ──。

　自分が戦友の妻を殺したのだと、いまでも自身を許せていないのかもしれない。

　ただ、本人は何も語らない。

　いつだって、イタズラっ子な笑みを私に向けるだけ──。




　　　　─☆★☆─




　リアスに連れられて冥めい界かいに足を踏み入れた私が目にしたのは──煌きらびやかで豪ごう華か絢けん爛らんなお城だった。

　すぐにお会いしたのはリアスのお母さまであるヴェネラナさまだった。

「ごきげんよう。あなたがリアスの言っていた堕だ天てん使しのお嬢さんね。初めまして、リアスの母、ヴェネラナと言います。この家を自分の家と思ってかまいませんよ」

　その言葉通り、私はグレモリーのお城に特別待たい遇ぐうで迎むかえられた。

　レディとしての振る舞まい、各種専門的な知識、勉強なども教えてくれたのだ。

　いままでの生活が噓うそのように思えるほど、私は華はなやかな世界に飛び込んでいった。

　冥界で暮らしはじめて半年が過ぎた頃ころ、リアスの自室で一いつ緒しよに魔物の本を読んでいたときのことだ。私はふいに彼女に訊いた。

「ねぇ、どうして私にここまでしてくれるの？」

「何よ、今いま更さら。偶然の出会いだったかもしれないけれど、私たち、もう家族なのよ？」

　何気なくそう言ってくれるリアスに私は心底救われていた。

　リアスは近くにあったチェス盤ばんの駒こまをつかむと言う。

「そうね、もうすぐ私は『悪魔の駒イーヴイル・ピース』をいただけるの。だから、そろそろ眷属を集めようかなーって思うところもあるわね」

「……私が堕天使の血を引くから、眷属になれと？」

「あなた、あの町で悪あく霊りように憑つかれた人間を助けたでしょう？　それはどうしてなの？」

「……助けてって、言われたから、つい」

　私の答えに彼女は大きくうなずいて微笑む。

「そう、それ！　『優やさしい堕天使』！　絶対に眷属にしたいと思ったわ！」

　……呆あつ気けに取られる私。正直、変な悪あく魔まの女の子だと思ってしまった。

『優しい堕天使』が欲ほしい、だなんて。

「うふふ」

　私がおかしそうに笑うとリアスは怪け訝げんそうに首をかしげていた。

「私、へ、変なこと言ったかしら？」

「うん、だいぶ変だと思うよ」

「そ、そうなのかな……でも、優しい子だって思ったから、あのとき救いたかったの」

「──っ。……リアス、ありがとう。私、うれしかったよ」

　リアスには感謝してもしきれないほどの感情を抱いだいた──。

　私はそれから、グレモリーのお城で生活をしながら、冥界のこと、悪魔のこと、堕天使のことについて知識を蓄たくわえていく。

　普ふ段だんはリアスの横につき、人間界と冥界を行き来して生活を送っていった。リアスは私をいろいろなところに連れて行ってくれた。知らない世界がまだこんなにもあったのだ。

「見て、朱乃！　あれがナイアガラの滝たきよ！　でも、この間見た冥界の大滝のほうがすごかったわね！」

　リアスは私に様々な表情を見せてくれた。怒おこったり、笑ったり、お母さまに叱しかられて泣いてしまったり。私は常に彼女の横について、時には励はげまし、時には共に笑い、時にはケンカもした。

　いつの間にか、彼女は私にとって、かけがえのない存在になっていたのだ。

　サーゼクスさまやグレイフィアさま、そのご眷属の方々にもよくしていただいた。ソーナに出会ったのもこの時期からだ。

　そして、リアスはジュニアハイスクールに入学する頃にお父上から駒をいただいた。

「朱乃、私の『女王クイーン』になってくれる？……悪魔になって私の横でサポートしてくれるかしら？」

　珍めずらしく不安げに訊きいてくるリアスに、私は二つ返事でこれを了りよう承しようする。今更、断る理由もない。

　その後、実じつ姉しである黒くろ歌かの騒そう動どうによってふさぎ込んでしまった小こ猫ねこちゃんをリアスが引き取り、祐ゆう斗とくんも眷属にしていく。

　駒く王おう学がく園えんの高等部に進学する頃になって、リアスは改まって私に言った。

「朱乃。私はね、この駒王学園の高等部で部活に入ろうと思うの」

「何に入るの？　運動系？　文化系？」

　私の問いに彼女は楽しそうに駒王学園高等部の入学パンフレットを開く。

「さーて、どうしましょうか。運動系でもいいし、文化系でもいいし、迷ってしまうわね。うふふ、ソーナなんて生徒会の会長になりそうだわ」

　駒王学園の高等部に行けることが本当にうれしそうだった。ふいに彼女が私の持つ本に興味を示す。

「朱乃、その本は何？」

「これは魔物や不思議な現象が書かれている人間界の本よ。オカルトテイストの本ね」

　私の答えに彼女はパンフレットのページをめくりながら言う。

「オカルトか……。じゃあ、オカルト研究部に入りましょうか！」

「オカルト研究部？　で、でも、確か部員がいなくて廃はい部ぶになったって資料で見たような……」

　私の言葉にリアスは大だい胆たん不ふ敵てきに告げる。

「私が蘇よみがえらせるわ！　うん！　決めたわ！　私はオカルト研究部に入る！　朱乃は副部長！　部員は……祐斗や小猫、まだ見ぬ眷けん属ぞくで集めていきたいわね！」

　大きな目標を語られてしまった。

「うふふ。いいわ。わかった。私、副部長になる。一緒に高校を卒業しましょうね」

「あら、私は大学部まで行くつもりよ？」

「じゃあ、そこまではきちんとお付き合いするわ」

　そう言う私に彼女は途と端たんにダメ出しを言った。

「ダメ！」

　リアスは私の手を取り、真っ正面からこう言ってくれたのだ。

「朱乃は一生私の『女王クイーン』で友達なんだから！」

　ええ、わかってる。私はあなたの『女王クイーン』。常にあなたの隣となりに立ち続けるわ。

　ずっと、私はあなたの友達だからね。だから、言わせて。

　──ありがとう、リアス。これからもよろしくね。







　Episode Issei.3




「ぶぇぇぇええええんっ！」

　朱あけ乃のさんから過去を語られた俺こと──兵ひよう藤どう一いつ誠せいは男泣きをしていた！

　リアスと朱乃さんの出会いがそんなにも運命的なものだったとは！　そりゃ、常に二人は共にあったわけだよ！　そしてリアスがここを朱乃さんに任せて旅立てる理由もうなずける！　二人はそんな歳としの頃から信しん頼らいし合って生活を送っていたんだな。

「……むにゃむにゃ」

　俺のひざ上から移動して隣の席に座っている黒くろ歌かは退たい屈くつそうに寝ねていた。……この悪わる猫ねこは……っ！　いい話だったんだぞ！　涙なみだを拭ぬぐいながらレイヴェルが訊く。

「アグリッパさまはその後確か」

　レイヴェルの言葉に朱乃さんがうなずく。

「ええ、魔王領に招集されてサーゼクスさまが組織された魔力研究機関の副機関長として列席されてますわ。転生悪魔のなかでも異例の抜ばつ擢てきですわね」

　おおっ、朱乃さんを救ったアグリッパさんは機関のお偉えらいさんになっているのか。俺たちのフォローをしてくださる方々のなかにいらっしゃったりするのかな？

　つーか、転生悪魔もやり方しだいでは機関のお偉いさんにもなれるんだね。

「……んにゃ、泳ぐにゃ……」

　黒歌はねぼけながらも起きる。ふらふらとプールの飛び込み台に移動すると、着物を大だい胆たんに脱ぬいでしまい、全ぜん裸らで温水プールに入っていく！

　ぶるるんと弾はずむ生なま乳ちちについ魅み了りようされてしまった！　ていうか、あいつ着物の下は何もつけてないのかよ!?

「小こ猫ねこの姉はいなくなったのだな。ちょうどいい。はぁはぁ」

　などと、息をあげながら登場したのは──競泳水着姿のゼノヴィア！　イリナとの水泳勝負を終えたのか、俺たちのもとに足を運んできた。

「イッセー、失礼するぞ」

　そんなことを言うと──ゼノヴィアが俺のひざ上に座る!?

　俺の足に伝わってくるゼノヴィアのやわらかな太ももと尻しり肉にくの感かん触しよくぅぅぅっ！

　ひざ上に座るゼノヴィアは濡ぬれた髪かみをいじりながら言う。

「イリナと勝負で賭かけていたんだ。水泳で勝ったほうがイッセーのひざ上に座るとな」

　そのような賭け事をして泳いでいたのかよ!?　俺の意思は無視!?

　同じく競泳水着のイリナが涙目で登場して、水泳キャップを外す。長い髪がファサッと現れた。うん、縛しばってない長ちよう髪はつのイリナもかわいいよね！

「いいないいな！　私もイッセーくんのおひざの上に座りたいな！」

　などと心底うらやましそうにイリナが言う。

　俺のひざ上、最近人気すぎやしませんかね!?　何が起きた!?　どうして皆みんなで求める!?

　──と、イリナが俺の背後に回り「えいっ！」とかけ声と共にうしろから抱だきついてくる！　むにゅんっと俺の背中にイリナのお乳がががががっ！　この天使のもっちりおっぱいの感触を背中で感じられるとは……ありがたい！　天使の乳は効能があるって！

「背中は私がゲットよ、ゼノヴィア！」

「むぅ、やるな、イリナ」

　何かよくわからん勝ち負けにこだわるバカ二人がかわいかった。

「はぅ！　イッセーさんが満員御おん礼れい状態になってますぅっ！　私も一緒にやります！」

　アーシアが涙目で駆かけ寄ってくる！　三人はいつだって仲良しだからな！

　そう、彼女たちに関してとあるエピソードがあったりする。

　あれは悪神ロキとの戦いの前だったか、後だったか──。







　Life.3　聖☆おじょうさん聖地へ




　私の名前は紫し藤どうイリナ！　駒く王おう学がく園えんに通う女子高生です！

　元はプロテスタント所属のエージェントだったのだけれど、いろいろな経けい緯いがあって、いまは人間から転生して天使となっています！

「え？　イッセーくんへのプレゼント？」

　私は昼食のサンドイッチを手にしながら、真しん剣けんな表情で切りだしてきた友人二人の意見を聞いていた。

「はい。人づてに耳にしたんです。イッセーさんがいまとても欲ほしいものがあると」

　金きん髪ぱつがキラキラでサラサラな美少女──アーシア・アルジェントさんがもじもじしながらそう口にする。

　彼女は私の友人の一人で、元はヴァチカン所属の聖女さま。複雑な経緯を経へて、いまはこの日本で悪魔として生きているのよ。悪魔にしておくのがもったいないほど、素す直なおで純情でキュートなの！

「アーシアが買いに行きたいというから、私も付き合おうと思うんだ。アーシア一人で遠出は厳しそうだからね」

　大きなお弁当をがっついている女の子がそう言う。髪に緑色のメッシュを入れた活発そうな彼女はゼノヴィア。私の元同どう僚りよう。ヴァチカン所属でカトリックのエージェントだったの。よく仕事で一いつ緒しよになったわ。派は閥ばつの域を超こえて、共に魔ま物ものやらを退治していたのよ。

　でも、いまでは彼女もアーシアさんと同じ悪魔なの。

　天使と悪魔って仲が悪いとか思われそうだけれど、トップ同士が和平をしたため、普ふ通つうに交流を持てるのよ。

　ちなみに「イッセー」というのは、私の幼なじみの男の子でアーシアさんの想おもい人──兵ひよう藤どう一いつ誠せいくん！

　ゼノヴィアも最近彼に夢中みたい。私は……どうなのかな。スケベな男子だけれど、カッコイイ一面もあるのは確かよね。何事にも一直線で熱血なところが魅み力りよくだと思うわ。

「今度の休日、イッセーの欲しいものを買いに行こうと思うんだが、イリナも一緒にどうかな？」

　ゼノヴィアがそう言ってくれる。

　まあ！　お買い物のお誘さそいなのね？　うれしいわ。私にもお呼びがかかるなんて！

「ええ、ぜひともご一緒させて！　楽しそう！」

　私は二つ返事で了りよう承しようした。友達っていいわよね！

　こうして、私たち教会に関連したトリオはイッセーくんへのプレゼントを買いに行くことを決めたのでした！

　今回は私たちが主役よ！




　　　　─○●○─




　次の休日。

　私たちは朝食を済まし、一休みしてから下宿先であるイッセーくんの家を出た。

　皆、私服。アーシアさんはベージュ色のかわいらしいワンピース。ゼノヴィアはジャケットにジーンズと格好良く決めてる。私はシャツにスカート風レースショートパンツという出いで立ち。

　話では東京に行かないとイッセーくんの欲しいものは手に入らないらしいの。

「それでイッセーくんの欲しいものは何なの？」

　最も寄よりの駅まで歩く最中、私はゼノヴィアに訊きく。

「どうやら、『えろげ』というものらしい。何かの略りやく称しようかもしれないね」

「へー、『えろげ』ねー。どういうものかしら？」

　私は想像でいろいろなものを思い浮うかべるが、どうにもこれといったものに該がい当とうしなかった。

「ちなみにその『えろげ』のなかでイッセーは『小悪魔お姉さまとの聖生活３』というものが欲しいようだ」

　ゼノヴィアはメモ書きを見ながら言う。

「……映像作品なのでしょうか？　映画？　ＤＶＤ？」

　かわいく首をかしげるアーシアさん。アーシアさんが言うように映画なのかしら？

　ゼノヴィアが目元をキラリと光らせながら推理する。

「うん。小悪魔と聖生活というタイトルがポイントだと私は感じているんだ。小悪魔とはおそらく、悪魔に関連したものだろう。聖生活とは教会の儀ぎ式しきだと思う。しかもナンバリングがついている。映像作品か何かなのは確かだろう。これらから推理すると、イッセーは悪魔に取り憑つかれた姉を教会の儀式にて祓はらうエクソシストの映像資料集、その三番目が欲しいということになる」

「「おぉ……」」

　私とアーシアさんはゼノヴィアの見事な推理に感かん嘆たんの息を漏もらした。す、すごいわ、ゼノヴィア！　わずかな情報からここまで引き出せるなんて……。

　私とコンビを組んでいたときは力任せに事を運ぶやんちゃガールだったけれど、しばらく見ない間にこんなにも立派になって……。

　ああ、ゼノヴィアはリアスさんたちのもとにいって正解だったのかもしれないわ。こうやって日々成長しているのだもの。

　リアスさんとは、アーシアさん、ゼノヴィア、そしてイッセーくんのご主人さまである上級悪魔のお姉さん。長い紅べに髪がみが特とく徴ちようのナイスバディを持った家いえ柄がら、容姿、性格、すべてが完かん璧ぺきな女性なのよ。天使の私にもとてもやさしくしてくれるの。

　私もリアスさんに憧あこがれちゃうわ！

「しかし、さすがイッセーだ。普段はおちゃらけていてスケベだが、勤勉な面には脱だつ帽ぼうだ。体のトレーニングだけではなく、頭の鍛たん錬れんにも力を注ぐとは……。私も見習うべきところが多いよ」

　うんうんうなずきながらゼノヴィアは尊敬の眼まな差ざしになっていた。

「はい。イッセーさんは立派な悪魔になるため、一日一日を懸けん命めいに修しゆ行ぎようしています。さ、さすが私の大好きなイッセーさんです……」

　まあ、アーシアさんったら。顔を真っ赤にして、お目々が乙おと女めモードになっちゃってる。ゼノヴィアも頰ほおを赤く染めてイッセーくんに想いを馳はせているみたい。罪な男の子ね、イッセーくんって！

「それで、どこに買いに行くの？　教会関連の場所で売っているのかしら？　それなら私が行けば事が済みそうだけれど……」

　私の問いにゼノヴィアは答える。

「いや、それは教会でも手に入らない逸いつ品ぴんらしい。『聖地』と呼ばれる場所にあるそうなんだ」

　まあ！　聖地！　メッカね！

「日本にも聖地があるのね。それでどこなの、ゼノヴィア？」

「秋あき葉は原ばらだ」

　私たちは最寄りの駅から秋葉原へと向かうこととなった。







　電車で揺ゆられること一時間。私たち三人は電気街口という場所から外に出た。

　…………。

　三人共に外の風景に圧あつ倒とうされた！　立ち並ぶ電気屋さんの数々！　す、すごい！　大きな電気屋さんばかりだわ！　アニメの看板もたくさんあって、ものすごく派手な感じ！

　メ、メイドさんがチラシを配っているわ！　アニメ絵が描かれた車も道に停とまっているわよ！　なんだか、様々なものが異様に混じり合った風景よね！

「……め、冥めい界かいの都市部もすごいと思ったが……これは別世界だな」

　冥界の都市にも行ったことのあるゼノヴィアも目を見開いて驚おどろいていた。

「は、はい！　す、すごいです！　見み渡わたす限り電気屋さんばかりです！」

　アーシアさんはすでに目を回しそうになるほど狼ろう狽ばいしている。

「噂うわさには聞いていたけれど、想像以上にすごいところだわ。これが秋葉原……」

　私はそんな風に口にしていた。すごいわ。私、幼少時に日本からイギリスに渡わたってしまったから、日本の都市部を間近に見ていなかったの。私がイギリスで聖なるお仕事をしている間にも日本はグングン高度成長していたのね……。

　周囲を歩く人々を見て、ゼノヴィアが真剣な面おも持もちになる。

「聖地か。歩いている彼らは巡じゆん礼れい者ということになるな。私たちも教会に関係した者として、毅き然ぜんたる態度で動かないと恥はじをかくぞ」

「は、はい！」

　ゼノヴィアの言葉にアーシアさんも改めて背筋を伸のばす。私も立ち振ふる舞まいに気をつけながらうなずいた。こんなことなら三人でシスター服を着てくればよかったかも。

「そうね。私もミカエルさまの使徒として、堂々と歩いてみせるわ！」

　そう、私は天使長ミカエルさまのお力で天使に転生したのよ！　ミカエルさまのためにも恥はずかしい姿は見せられないわ！

「とりあえず、聖地を歩く前に天に祈いのろうか」

　ゼノヴィアの提案に私たちは応じた。

「「「ああ、主よ！」」」

　三人その場でお祈りをしたわ！　うん！　気合が入った感じ！　悪魔であるアーシアさんとゼノヴィアだけれど、天界からの特例で天にお祈りできるの。

　ゼノヴィアは懐ふところからメモ書きを取り出す。

「──と、実は秋葉原に買い物に行くと言ったら、イッセーのご両親と朱あけ乃の副部長と小こ猫ねこがついでに買ってきて欲しいものがあるとメモ書きを渡してきたんだった」

「お父さんとお母さんが？　何でしょうか」

　そういえばアーシアさんはイッセーくんのご両親を本当のお父さんとお母さんのように感じているそうで、二人の娘むすめとして生きていくと天に誓ちかったと聞いたわね。美しい話だわ！

「えーと……父上のほうの頼たのみものはテレビのケーブルらしい。これに書いてあるものを店員に見せればわかるそうだよ」

「それではあの電気屋さんに行きましょうか！」

　私はそう言うと、駅から出てすぐに目にした大きな電気屋さんを指で指し示した。
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「……こ、これが経済大国日本の電気屋か」

　ゼノヴィアが額に汗あせしながらつぶやいた。

　店に入り、ぐるりと一周してきたところで私たちは最上階のベンチで休んでいた。

　全員、電気屋さんの未知の風景に驚き、絶句し、頭がぐるんぐるんと回っているところだった。

　す、すごいわ……。大きくて薄うすいテレビがたくさん並んでいて、音おん響きよう装置らしきものがあちらこちらから音を鳴らして……。小さなデジタルカメラ、高機能そうな洗せん濯たく機き、きらびやかな照明装置、目にするものすべてが別世界のように思えた。

　そうよね。私たち、幼い頃ころから教会で育成されたんですもの。こういう機械的なものとは遠い世界で生きてきたわ。ま、まあ、教会でもテレビやパソコンも使っているけど、最さい新しん鋭えいの家電が揃そろう東京の電気屋さんと比べると……。

　世界中から秋葉原目当てで旅行客が集まると聞いていたけれど、これほどとは。正直驚いた。私たちは一店てん舗ぽしか見ていないのにこれだけのカルチャーショックを受けている。

「デ、デ、デ、デーンキ、デンキ・ホーテ……」

　アーシアさんが目を回しながら、店舗で流れていた歌を口ずさんでいるーっ！

「アーシア、しっかりしろ！　まだ初戦だぞ！　いきなりやられてどうする！　私たちはまだ買い物を終えてすらいないんだ！」

　ゼノヴィアがアーシアさんの肩かたをゆすって、気を確かに戻もどそうとしていた。

「……デンペンくん、かわいいですねぇ～。デンペンく～ん……」

「アーシア！　うぅぅ！　そんな、アーシアがぁぁぁっ！」

　大変そうな二人！　私は近くの自じ販はん機きでジュースを購こう入にゆうして、二人に手渡した。

　とりあえず、冷たいものを飲んでから気合を入れ直しましょう。

　アーシアさんもジュースを口にして落ち着いたのか、改めて話し始めた。

「お父さんのお買い物だけでも済まして、次に向かわないと身が保もちませんね」

　アーシアさんの言うことは確かね。私やゼノヴィア、アーシアさんのように教会育ちにとって、この聖地はまだ早い場所かもしれないわ。手早く動かないとこの地に宿る不思議な力に捕とらわれてしまいそう。

　気を取り直した私たちは再び下の階に降りて、イッセーくんのお父さんのお買い物を済ませるため、テレビがたくさん置いてある場所へ向かった。

　メモ書きを店員に見せて無事に買い物をひとつこなす。そのあと、さらに下の階に降りて、各おの々おの、緊きん張ちようしながらも興味深そうに未知の機械に目を配らせていった。

　とあるコーナーを見学していたゼノヴィアが私たちを呼ぶ。

「見ろ、アーシア、イリナ！」

　ゼノヴィアはわなわなと全身を震ふるわせて、小さな機械の箱らしきものを見ていた。

「ど、どうしたの、ゼノヴィア？」

　駆かけ寄る私とアーシアさんが訝いぶかしげに訊きくとゼノヴィアは生なま唾つばを飲み込んだあとに言った。

「こ、これを見ろ……。この小さな機械の箱ひとつで……パンが作れるらしい！」

　──っ！

　ゼノヴィアの言葉に私とアーシアさんは言葉を失った。……う、噓うそでしょう？　にわかに信じられないことだけれど……。

　でも、機械の説明がされている商品パネルを見る限り、本当にこれひとつでパンが作れるみたいだわ……。

「そ、そんな……。窯かまも使わずにこれひとつでパンが作れるなんて……。パン屋さんが失業してしまいます……」

　アーシアさんが口元を手で押さえながら声を震わせていた。

　私は名前を確かく認にんする。──ホームベーカリー！

　家のパン屋さん！　なんという直訳的な名めい称しようだろうか！

「ホームベーカリー！　日本の食にこだわる姿はここまで……！」

「ざ、材料を入れるだけで生成するそうですよ！」

「これでどれだけの迷える子羊が救われるというんだ……。こ、これが最さい先せん端たんを行く日本の技術力か……ッ！　錬れん金きん術じゆつ師しの技術を遥はるかに超ちよう越えつしているではないか！」

　私、アーシアさん、ゼノヴィアの三人はその場で手を合わせた。

「「「ああ、主よ！　これひとつでたくさんの信徒が救われます！」」」

　ついつい感動して天に祈っちゃったわ！　これが聖地！　すごい！　本当に聖なる地だと思えるわ！

「これ、欲ほしいな。値段は……ぬぅ」

　目を爛らん々らんと輝かがやかせるゼノヴィアだったけれど、値札を見て唸うなった。

　三万円近いお値段だった。高いわ！　私たち、基本高校生だから、その値段となると手が伸びにくい。
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　私、天使だけれど、お給金は女子高生の一か月分のアルバイト代とあまり変わらないし、悪あく魔ま稼か業ぎようをしているアーシアさんもゼノヴィアも基本私と変わりないみたい。

　三人、お財さい布ふと相談中。全員難しい表情になっていた。

「……こ、この間、新しいお洋服と少女コミックを数冊まとめて買ってしまいましたし、何よりそこまでお金は持っていなくて……」

「私もつい最近、トレーニング用のグッズ一式を購入したばかりだ……むぅ」

　アーシアさんとゼノヴィアのお財布の中身は心こころ許もとないようだ。

　私も二人と状じよう況きようは変わらずかしら。天界の新グッズを実費で購入してしまったし、お部屋に飾かざる小物も買っていたら、お札が飛んでいったの……。

　ハッ！　そ、そうだわ！　も、もしかしたら！

　私の頭にそのとき素す晴ばらしい閃ひらめきが降りてきていた！

「これ、天界の経費で落とせるかもしれないわ！　迷える子羊を一人でも多く救えるとするなら、ミカエルさまもお許しになられると思うの！」

　私は手早くケータイで天界へ直通の電話を入れる。担当の方と二、三の問答を経へてから、私はピースサインを二人に向けた。

「天界のクレジットカードを特別に使用してもいいですって！」

　その報告にゼノヴィアもアーシアさんも涙なみだした！

「そんなことが可能なのか!?」

「ミカエルさまのご慈じ悲ひですね！」

　天使が持つ専用のクレジットカードは本当に必要なものを買うときにしか使えないけれど、今回は特例ということで使用許可が出たわ！

　ああ、ミカエルさま！　なんという慈悲深きお心！

　私は涙を流して、天へ、ミカエルさまへ感謝のお祈りを捧ささげた。

　ミカエルさま、見ていてください！　このホームベーカリーでたくさんパンを作って、迷える子羊たちを救ってみせます！

　そのあと、天から「パンの材料費はそちら持ちでお願いします」というちょっと厳しい連れん絡らくが届いたりした。

　信しん仰こうの道は険しいわ！　でも、がんばっちゃう！
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「さて、次は朱乃副部長の買い物だ」

　ゼノヴィアはホームベーカリーの大きな荷物を楽々持ち歩きながら、メモ書きを見ていた。こういうとき力持ちがいると心強いわ。突とつ然ぜんの買い物でも対応できるのだもの。

「うん。どうにもコスプレ衣い装しようのようだ」

「コスプレ？　朱乃さん、最近コスプレに凝こっているのかしら？」

　ゼノヴィアの言葉に首を捻ひねる私。

　朱乃さんとは──姫ひめ島じま朱乃さんのことで、アーシアさんとゼノヴィアにとって、同じ眷けん属ぞくの先せん輩ぱい悪魔さん。黒くろ髪かみつやつやの和風美人さんで、見事なプロポーションの持ち主。その魅み惑わく的なボディで夜な夜なイッセーくんに迫せまっているそうよ。

　アーシアさん、ゼノヴィア、隙すきを見せたらイッセーくん食べられちゃうかも！

「……ま、また、エッチなコスプレ衣装ではないでしょうか？　この間も肌はだの露ろ出しゆつが多い衣装を着て、イッセーさんに迫ってましたし……」

　心配そうなアーシアさん。きっと、そのコスプレ衣装でイッセーくんを落とすかもしれないと思って、心配なのね……。うーん、本当にイッセーくんは罪な男の子だわ！

　道行く人に尋たずねながら、私たちはコスプレ衣装を売っているというお店に入店した。

　入ってすぐに圧あつ倒とうされる。あちらこちらに物もの珍めずらしい衣装が飾ってあったからだ！　シスターっぽい服もあれば、学校の制服？らしきものもたくさん飾ってあるわ。

　わー、かわいいのもいっぱいね！

　アーシアさんもゼノヴィアも女の子だから、興きよう味み津しん々しんの様子で衣類を見ていた。

　店員さんに確認しながら、ゼノヴィアが朱乃さんの欲しいものを見つけたようだ。

　それを手に取って、私とアーシアさんは顔を真っ赤にした！

「……ビキニアーマーという衣装らしい。ゲームに登場する女戦士が身に着けるもののようだ」

　ゼノヴィアがビキニ風のライトアーマーを手にして、興味深そうに見ていた。

　隠かくす面積がほとんどない衣装だわ！　し、下のパンツもきわどい角度だし！　あ、朱乃さんのバストサイズだと上のアーマー部分も全部覆おおいきれないでしょうし。

　ハッ！　それが目的なのね！　はみ出したおっぱいでイッセーくんを魅み了りようするという作戦！　こんなエッチな衣装で迫ったら、おっぱいの大好きなイッセーくんなら喜んで飛びつきそうだわ！

「……女剣けん士しとしては、一度着なければいけないような気がする」

　何やら目元を光らせて、挑ちよう戦せん的な表情になるゼノヴィア。きっと、この場にいない朱乃さんへライバル心を燃やしているのね！

「はい！　では、こちらで試着してみてはいかがでしょうか？」

　女の店員さんが試着室に案内してくれる！

「うん。一度着てみよう」

　ゼノヴィアはそのビキニアーマーを手にして、試着室のほうへ。

「わ、私だって着られます！」

　アーシアさんも顔を真っ赤にしながら、付近にあった同じくきわどい衣装を手にして、ゼノヴィアと同じ試着室のなかに入り込んでいった。

　あらら、アーシアさんも朱乃さんに対たい抗こう心むき出しなのね。じゃあ、私も何か着てみようかしら。あ、これいいかも。一度こういうのも着てみたかったのよね。

　私も隣となりの試着室に入って、着き替がえをしていく。

『不思議な材質だが、着き心ごこ地ちは悪くないな。これで頑がん丈じような造りならば実際の戦せん闘とうでも使用できるかもしれない』

　ゼノヴィアの声が聞こえてきた。どうやら、衣装を気に入った様子ね。

『……や、やっぱり、ゼノヴィアさんのようにグラマーじゃないとそういう衣装は映はえませんよね。私だと少しボリュームが……』

　アーシアさんは着たものの、自分のスタイルと照らし合わせて満足できない部分があるようだわ。アーシアさんはスレンダーでとてもキレイな体をしていると思うのだけれど。

『ふふふ、そんなことはないぞ。ほら』

『あふぅん！……ゼ、ゼノヴィアさん、急にもまれると困ります……』

『アーシアだって、十分なサイズだと思うぞ？　もしかして、部長や副部長と比べてそう思っているのかい？』

『……だ、だって、イッセーさんは大きいおっぱいが好きですから、私のサイズでは満足してもらえそうになくて……』

『そんなことない。桐生きりゆうに聞いた。ようは感度らしい。もみ心地さえ良ければ男は十分に満足してくれるそうだ。イッセーだって、アーシアが相手ならきっと喜んでくれる』

『そ、そうでしょうか……？』

『そうだぞ。きっと、こんな風に』

『い、いやぁぁぁ。ぁうぅん……』

『エッチな吐と息いきを漏もらすんだな、アーシアは』

『だって、ゼノヴィアさんの指が、そ、そんな風に……。わ、私だって、負けません！　えい！』

『ぁぁん！　アーシア……どこでこんな技わざを……ぃゃぁ……む、胸が変な感じだ……』

『ゼノヴィアさんの真ま似ねをしたんです！　ゼノヴィアさんはこんなにいやらしい指つきで私の体を弄もてあそんでいたんですよ？』

『……そ、そうだったのか……。やるほうと、やられるほうでは天と地ほどの差が……ぁ、ぁ、ぃぁん……！　アーシア、私の体はどんどん変になっていくぞ……』

　……もう、二人ったら、試着室で何をしているのやら。イッセーくんが聞いていたら、鼻血がダラダラだったでしょうね。

　そんなわけで着替え終わった私たちは試着室から出てみる。

『おおっ』

　ちょうど店内で衣装を物色していた他ほかの女性客たちが私たちを見て感かん嘆たんの息を漏らしていた。

　私よりもこちらの二人よね。ゼノヴィアは例のビキニアーマーを見事に着こなし、その場で模造の西洋剣を巧たくみにひゅんひゅん動かしていた。

　アーシアさんは露出の多い踊おどり子らしき衣装を着て、恥はずかしそうにしていたけれど、神秘的な美しさがあるわ。何よりも体のラインがキレイだから、踊り子の衣装が驚おどろくほどよく似合うの。

　で、私は小悪魔的な衣装を着ていた。真っ黒で背中に小さな悪魔の翼つばさが生えていて、お尻しりには尻尾しつぽまである。二人に比べると派手ではないけれど、ヘソ出しなのよね。

　一通りコスプレを楽しんだあと、私たちは朱乃さんの頼たのみものを済まして、次の買い物へと──。




　　　　─○●○─




「お母さんが欲ほしがっていた本も買えました！」

　アーシアさんが公園のベンチで収しゆう穫かくを喜んでいた。

　秋葉原の大きな書店でイッセーくんのお母さんが欲しかった本も買い、残すは小猫ちゃんの注文と、本命であるイッセーくんへのプレゼントだけとなった。

　そこで私たちは小休止として、偶ぐう然ぜん見つけた公園にて、体を休めていた。

「見慣れない土地だと疲つかれるものだな」

　ゼノヴィアは想像以上に疲れていたようで、ベンチに座りながら首をコキコキと鳴らしていた。近くのハンバーガーショップで買ったハンバーガーは豪ごう快かいに食べていたけれど。

「そ、そうですね。歩いても歩いても知らないところですから、一いつ旦たん大きな道から離はなれてしまうと全然わからなくなってしまいます」

　アーシアさんは紅茶をストローでチューと飲みながら一息ついている。

　二人の言うことはもっともで、見知らぬところでの行動はやはり体に堪こたえるものだ。私とゼノヴィアは任務として知らない土地で行動することに慣れているけれど、それは戦闘を前提にしたものだったから、いまの状じよう況きようとはまた違ちがう。

　聖地は思いのほか複雑な部分も多くて、どこが何の店かわからないことばかりだ。いちおう、小猫ちゃんの注文と、イッセーくんのプレゼントを買う場所はゼノヴィアがわかっているようなので、問題は無さそうだけれど……。この土地が落ち着かないのは確かだわ。

　私は「パン！」と頰ほおを叩たたくと、気合を入れ直す！　弱音を吐はいていてはダメよ、イリナ！　私は天使長ミカエルさまの直属の天使！　こんなことぐらいで弱っていては天界に顔向けできないわ！

「さあ、ゼノヴィア、アーシアさん！　次の買い物に行きましょう！」

　二人も私の元気っぷりに一いつ瞬しゆん啞あ然ぜんとするけれど、すぐに笑え顔がおでうなずいてくれた。

「うん！」

「はい！」

　三人で気合を入れ直しているところだった。

「ねーねー、キミたちぃ、いまヒマ？」

　三人組の若い男性が私たちに声をかけてきた。髪かみを染めていたり、ピアスをしていたり、派手な服装だった。

「って、皆みんな、外国の子じゃないか？　言葉通じねーかも」

　男性の一人が首を傾かしげながら言うが、

「いや、言葉ならわかるぞ」

　と、ゼノヴィアが答える。それを聞いて、男性たちは喜んでいる様子だった。悪魔はどんな言語でも対応できるものね。流りゆう暢ちような日本語に驚いたんじゃないかしら。ちなみに天使も言語に関して同じ能力持ってまーす！

「なら、話は早いや。どう、俺たちとこれから遊ばない？」

　あー、これってナンパね？　うわー、私、初めてされたわ！　ちょっと感動しちゃうかも！　でもでも、もう少しカッコイイ人なら良かったかもなんて！

　アーシアさんは困っている様子だった。ゼノヴィアのうしろに恥ずかしそうに隠れていた。

「金きん髪ぱつの子、マジ、か、かわいい！」

「やべぇな！　すごい純情そうだぜ！」

　その行動が男性には大ウケのようね。かわいい仕草だもの。けれど、アーシアさん的にはイッセーくん以外の男性とお付き合いするのは困こん惑わくしちゃうのでしょうね。

　うしろに隠れたアーシアさんをゼノヴィアは確かく認にんすると、一言つぶやく。

「私は私よりも強い男にしかなびかん。よって、私を倒たおせたら、一いつ緒しよに遊んでやろう」

　そんな挑戦的な物言いだった。

　苦く笑しようする男性たち。普ふ通つうに見れば線の細いゼノヴィアだから、か弱いと思うかもしれない。けれど、その線の細さは鍛きたえ上げられたためだ。しかも悪魔となっているため、普通の男性では太た刀ち打うちできないほどの腕わん力りよくだろう。

「まあまあ、そう言わずに──」

　一人の男性の手が伸のびた瞬間、ゼノヴィアはその腕うでを軽かろやかに躱かわし、足を引っかけて転ばせた。間かん髪ぱつ入れずに倒れた男性の顔面に鋭するどい蹴けりを──寸止めで放った。

「私に勝てそうか？」

「「「ゴメンなさいぃぃぃぃっ！」」」

　冷れい淡たんな一声に男性全員震ふるえ上がって退散していった。

「アーシア、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　ゼノヴィアは安心させるように微笑ほほえむ。

「はい！　でも、あの方々に悪いことをしたようで……」

　アーシアさんはやさしいから先ほどの男性たちを心配していた。

　ゼノヴィアはアーシアさんの頭をなでて言う。
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「いいや、今日私はイッセーの代わりにアーシアを守る役目がある。多少の無茶をしてでもアーシアを守るよ」

「ゼノヴィアさん！」

　抱だき合うアーシアさんとゼノヴィア！　ああ、美しい友情だわ！

　と、そんなこんながあったあとに向かった先は、アニメショップだった。

　小猫ちゃんの注文は「ネオねこねこパラダイス」というアニメ作品のグッズ。小猫ちゃんって、いろんなものを見て知っているわ。アニメやドラマ、歌やお笑い番組まで、その趣しゆ味みは多た岐きに渡わたってる。

　そんななかで、最近小猫ちゃんがお気に入りなのはかわいい猫の亜あ人じんが事件を解決していくアニメ番組らしいの。

　小猫ちゃんとは私たちの後こう輩はいで、ゼノヴィア、アーシアさんと同じ悪魔の女の子。小さくてかわいいのよ！

「あ、これ、『エデンの緑龍でつていう』です！　私の好きな少女コミックなんです。空中都市で食いしん坊ぼうなドラゴンさんがいろんな事件を解決していくんですよ」

　アーシアさんは好きな作品をアニメショップの漫まん画がコーナーで見つけて、はしゃいでいるわ。

「うーん。私の好きな作品が無いな」

　ゼノヴィアも漫画コーナーで何かを探している様子だった。

「何がないの？」

　私が話しかけると、ゼノヴィアが言う。

「うん。私は『生徒会の一いち撃げき』という漫画が好きなんだ。全校生徒の投票によって選ばれた屈くつ強きような五人の戦士が、狭せまい生徒会室でナンバーワンを決めるまで戦い続ける作品なんだ。ちょうどいま、副会長が書記の毒手をくらって戦死してな、新しい副会長となる漢おとこが出てきそうなんだ。いいところなんだ。もしかしたら、会長が巨きよ軀くを利用した新技を作りだすかもしれない」

　ゼノヴィアは戦せん闘とうものの少年漫画が好きなのね。

　二人とも漫画を楽しみつつ、日本の文字も覚えているそうよ。

　あら？　偶然にも目にとめたのが小猫ちゃんの注文らしき作品だった。本と共にグッズも置かれているわ。この作品だけでひとつのコーナーになっているわね。

「ねぇ、ゼノヴィア、アーシアさん。これじゃない？」

　私の声に二人が集まり、確認する。ゼノヴィアがうなずいた。

「これに間違いない。小猫は画像付きでメモをくれたが、このグッズで間違いないぞ」

　ゼノヴィアが手にしたのは猫の人形だった。へー、これが小猫ちゃんが欲しかったものなのね。執しつ事じの服を着た目の大きいニャンコの人形だわ。

「よし、日程的に午後三時までには秋葉原を出て帰路につかねばならないだろうから、これを買って、一通り見て回ったら、この店を出よう」

　今日のゼノヴィアはリーダーシップを発揮しているわ。きっと、リアスさんやイッセーくんがいないから、「自分がアーシアを守らないといけない！」って思っているのでしょうね。責任感の強い子なのよね、ゼノヴィアって。

「しかし、この聖地に来てから、ホームベーカリーに目を輝かがやかせたり、本屋で本を買ったり、ここでもまた漫画を買いそうだ……。主よ、私はなんと欲深くて金かね遣づかいの荒あらい女なのでしょうか……」

　あー、またゼノヴィアが悔くやみだしたわ。このクセも直らないものね。




　　　　─○●○─




　買い物袋ぶくろも多くなってきたところで、最後のお買い物。

　イッセーくんへのプレゼントを買うため、私たちは大通りを外れ、裏道を歩いていた。

　何度も右折左折している。も、もう元の場所がわからないわ……。ゼノヴィアが地図を見ながら先導しているわけだけれど、私とアーシアさんは不安でいっぱいだった。

　ゼノヴィアの歩みがピタリと止まる。右手の雑居ビルに視線を向けていた。着いたのかしら？

「ゼ、ゼノヴィアさん、こんな裏の裏にお店があるのですか？」

　不安げなアーシアさんがそう訊きく。

「うん。イッセーの欲しがる『えろげ』は普通の店てん舗ぽでは、私たちが買えないものらしいんだ」

「あら？　そんなに表へ出せないものなの？」

　私が訝いぶかしげに訊くとゼノヴィアもよくわからない様子だった。

「うーん、桐生から聞いたことだからな」

　桐生さんとは、私たちのクラスにいるメガネの女の子。物事をハッキリ言う女子で、とてもスケベな知識が豊富なの。た、たまに私も困るほどだわ。

　けれど、アーシアさんとゼノヴィアは桐生さんの意見を真しん剣けんに聞いていることも多いの。イッセーくんのためにエッチな知識を増やしているようだけれど、それでいいのかしら……？　ちょっとわからないわ。

「このビルにあるお店なら、私たちにも『えろげ』を売ってくれると言うんだ。桐生の紹しよう介かいだと言えばいいらしい。狭そうだから、私が代表して行って来ようかな」

　向かおうとするゼノヴィアだけれど、アーシアさんが引き留める。

「いえ、私が行ってきます！」

　おおっ、いつにも増して気合の入っているアーシアさんだわ！

「イ、イッセーさんへのプレゼントですから……わ、私が……」

　もじもじと顔を真っ赤にしながら、アーシアさんはつぶやく。うんうん！　イッセーくんへの恋こい心ごころが全開だわ！

　ゼノヴィアもアーシアさんの真剣な想おもいに微笑んだ。

「わかった。けど、無茶だけはしてはダメだぞ？」

　ゼノヴィアはメモ紙をアーシアさんに手て渡わたして、髪をなでる。

「はい！　アーシア・アルジェント、行ってきます！」

　アーシアさんは元気よく気合を入れて、雑居ビルの階段を上っていった。

　…………。

　ゼノヴィアと共に外で待つこと数分──。

　ドドドドド！

　突とつ然ぜん、顔を真っ赤にした男性たちが雑居ビルから降りてくる。な、何事……？

　そのあとにふらりふらりと体をふらつかせながら、顔面真っ赤っかのアーシアさんが階段から降りてきた！　何かが起こった感じだわ！　正常な状態じゃないわね！

　アーシアさんは私たちのもとにたどりつくとバタンキューとその場でくずおれる！　わー、どうしたの！　いったい何が起こったの!?

「アーシア！　しっかりしろアーシア！」

　ゼノヴィアがアーシアさんを抱きかかえた。

　アーシアさんが震える声でつぶやく。

「……だ、男性がいっぱい……お、おっぱいがたくさん……ふにゃぁぁぁ……」

　それだけ言い残すと、目をぐるぐるに回して気絶してしまった！

「男がいっぱいだと!?　アーシア！　おい、アーシア！　クソ！　いったい中で何が起こったんだ!?」

　雑居ビルを睨にらむゼノヴィア。その体にうっすらと戦闘的なオーラが迸ほとばしり始めていた。

　アーシアさんがやられたことでゼノヴィアは怒いかりに打ち震えているのね！

「……私が甘かった。ここは聖地だ。見たところ、様々な宗教の者がこの地を訪おとずれている。彼らからしてみれば私たちは異教徒だったんだ……。ここで異教徒弾だん圧あつが起こったってなんら不思議ではない。……おのれ、アーシアを宗教弾圧したんだな……。しかも男がたくさんだと？　嫁よめ入いり前のアーシアを辱はずかしめたのか!?　許さんぞ、異教徒どもめ……ッ！」

　なんだか、わからないけれど、ゼノヴィアの言っていることは半分ぐらい当たっていると思うの！　ここは聖地。私が知る限り、歴史上、聖地と呼ばれる場所では異教徒からの攻こう撃げきが幾いく度どとなくされている。ここも変わりないのだろう。

　──アーシアさんは異教徒弾圧を受けたんだ！

　私とゼノヴィアはそれだけを確かく認にんし、お互たがいに視線を交かわしてうなずきあう。

「いくぞ、イリナ！　アーシアの弔とむらい合がつ戦せんだッ！」

「ええっ！」

　私とゼノヴィアは雑居ビルの奥へと駆かけ上がっていった──。




　なんて勢いよく向かったのはいいんだけれど……。

　──入ったその先はエッチなものばかりでした！

　雑居ビルの一室。そこはエロエロな女の子のイラストが全域にわたって展開するお店で、入った私たちは面めん食くらって、呆ぼう然ぜんとしてしまったの。その手のものが目当てのお客さんが利用するお店だったのね……。

　ああ、恥はずかしいわ！　アーシアさんはあのエッチなイラストばかりの情景を見て、臨界点突とつ破ぱしたのね！

「あんな清純そうな金きん髪ぱつのお嬢じようさんが店を訪れたら、うちのお客さま方は恥ずかしくなって出て行ってしまいますって」

　などと店長さんに言われてしまった。雑居ビルから出てきた男性たちはアーシアさんの清純な容姿に魅みせられて邪よこしまな気持ちが耐たえられなくなったのかしら……。

　てっきり、私とゼノヴィアはアーシアさんが聖地で宗教的攻撃を受けたのだと思ってしまったわ。うぅ、自分たちの世間知らずな面が恥ずかしくてたまらない！

　ゼノヴィアがメモ書きを店長さんに渡して、目当てのものは買えたわ。

　パッケージに『小こ悪あく魔まお姉さまとの性生活３』と書かれていた。これが『えろげ』。どうやら『聖生活』ではなかったらしい。やっぱり、イッセーくんはイッセーくんよね。

「買い物は終しゆう了りようだ……。帰りの電車に乗るぞ……」

「「りょ、了解～」」

　ゼノヴィアのくたびれた言葉に私とアーシアさんは疲つかれた声で応じたのだった。







「今日は楽しかったな」

　帰りの電車に揺ゆられながら、ゼノヴィアが私にそうつぶやいた。

　ゼノヴィアの肩かたには疲れて寝ねてしまったアーシアさん。うふふ、今日はお疲れさま、アーシアさん。アーシアさんのほっぺをつつきながら私が言う。

「ええ、本当に。日本の聖地は不思議がいっぱいだったけれど、楽しいことも多かったわ」

「うん。それもそうだけど、イリナやアーシアとの買い物自体がとても楽しかった。私はこんな風に生きて来なかったからな」

　遠い目をするゼノヴィア。

　そうね。私たちはその才能を買われて、幼い頃ころから主のため、教会のために体を鍛きたえてきたわ。普ふ通つうの女の子としての生活を捨ててまで。

　けれど、いまはいろいろな経けい緯いの結果、こうして普通の女の子のように生活できる。

　それはとてもとても素す敵てきなことだと思うの。きっと、アーシアさんも楽しいわよね。だって、この楽しい生活にプラスして、大好きな男性と一いつ緒しよに暮らせるのだから。

　ゼノヴィアの目元がやさしげになる。

「またこうやって買い物に来よう。女だけの買い物も楽しいと思うんだ」

　──っ。

　ゼノヴィア……本当に変わったわね。すごくまぶしい笑え顔がおをしているわ。アーシアさんやイッセーくん、そしてリアスさんたちにたくさん楽しいことを教えてもらったのね。

　私、これからもゼノヴィアたちと共に楽しく暮らしていけるかしら？……暮らしていきたいな。ううん、暮らしていこう！

「ええ、もちろん。また来ましょう、聖地の秋葉原へ」

　今度は小猫ちゃんやリアスさん、朱乃さんともお買い物したいわね！

「さて、この『えろげ』だが……」

　袋から取りだして、箱をマジマジと見ているゼノヴィア。裏側には……エッチなイラストばかりだわ！　そういうことをしている男女の絵がたくさん！

「店員に軽く聞いた。どうやら、エッチなゲームのようだ。イッセーめ……、あれだけ女に囲まれながらまだこういうものを欲ほつするというのか。いや、問題はそこではないな」

　ゼノヴィアはわなわなと怒りに打ち震ふるえている様子だった。

「……これの内容はお姉さま系らしくてな。お姉さまとの性せい行こう為いの疑ぎ似じ体験ときている。あいつの性的欲求が部長と副部長に向けられていると見ていいだろう。だが、少しは『元教会関係者との子作り』みたいなゲームもやったらどうなんだ！　そんなに私とアーシアは魅力が無いのか!?」

　その場で立ち上がり、全身からオーラを迸らせるゼノヴィア！

「落ち着いて、ゼノヴィア！　周囲のお客さんが見ているわ！」

　もう！　『えろげ』の箱を片手になんてことをしゃべっているの、この子は！

「帰ったらこれを議題に女子全員で緊きん急きゆう会議だ！」

　そ、それは大変なことになりそうね……。イッセーくん、ご愁しゆう傷しようさま……。

「……イッセーさん……えろげ……買いましたよ……むにゃ……」

　寝言をつぶやくアーシアさん。私は小さく笑った。ここだけ平和ね。

　ミカエルさま、今日も私たちは楽しく過ごせました！
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　Episode Issei.4




　──と、教会トリオはそのようなことがあったそうだ。

　……あのあと、『エロゲ』について、女子から相当問い詰つめられたよ。しかも皆みんなでゲームをするなんていう羞しゆう恥ちプレイまでおこなうハメにぃぃっ！

　俺の性せい癖へきのひとつが赤せき裸ら々らになりました。とほほ……。

「最近はゼノヴィアさんとイリナさんまでイッセーくんに大だい胆たんになってきているので、アーシアさん面食らうこともしばしばだとリアスにうかがってますが……。とうのイッセーくんも大変そうですね」

　会長が冷静にそう言っていた。まったくだよ！　おまえら、俺を賞品にして競きそうなよ!?

　たまにゼノヴィアとイリナが強ごう引いんすぎて、こちとら痛い目にもあってんだから！　基本、この二人は戦士だから、本気出すと俺の体が保もたなくなるっ！

「……後発は辛つらいですわ」

　ああ、レイヴェルが遠い目をしている！　俺のマネージャーはひざ上を先せん輩ぱいに取られてなんとも言えないようだ！　あとでちゃんと頭をなでてあげたい！

　会長はメガネをキラリとさせながら言う。

「学校ではそのようなことはしないように。学内でのエロスは禁止です」

　はい、わかってます！　ただでさえ、学園のアイドルたちと仲良くしてる俺は生徒たちから狙ねらわれているんだもん！　一部、木き場ばのファンから応おう援えんされてるのが解げせないが！

　ゼノヴィアがテーブルに置かれたクッキーをひとつつまむと訊きいてくる。

「ところで何の話をしていたんだ？」

　俺はゼノヴィアたちに魔ま法ほうのことで話していたと返すと彼女は途と端たんに渋しぶい表情を浮うかべていた。

「……私はヴァチカンにいた頃から魔法使いの相手が苦手だったな」

　そうだな、ゼノヴィアの戦せん闘とうスタイルからして魔術師とは相あい性しよう悪そうだしね。この間の戦闘ではうまくエクスカリバーの能力を使って魔法を打破していたけど。

　アーシアが会話に続く。

「教会でも魔法の使用については賛否がありましたよね？」

　ゼノヴィアとイリナが「その通り」と同時にうなずいた。

　アーシアが言うように教会でも魔法の使用についていまだに是ぜ非ひが分かれているそうだ。一いつ般ぱん的な魔法は悪魔の魔力が大元だから、信しん仰こう心の厚いお偉えらいさんにとってはおもしろくない代しろ物ものだって。

　他ほかの神話体系にある魔法（たとえば北ほく欧おう式など）も聖書の神の範はん疇ちゆうから逸いつするものだから、さらに賛否が分かれるとか。宗教の思想って難しいね。

　その辺を割り切ってこっそり魔法を使用しちゃってる教会の戦士もいるらしいが……。

　俺は参考までにゼノヴィアとイリナに問う。

「そこで二人に訊きたいんだが、魔法を突破するには何が必要だと思う？」

　今度のテロリストは魔法が絡からんできそうだから、訊きたかったんだよね。すると、二人は──、

「なんだかんだ言っても魔法を弾はじけるだけのパワーは必要だと思うっ！」

「前衛ならそれもありよね。もちろん、後衛のフォローありでだけれど」

　同様の答えを返す。まあ、前回の戦闘で二人は前衛で暴れ回ってたもんな。

　──と、誰だれかが嘆なげくように息を吐はく。

「魔法に対する心構えですか？　よろしい、私が少しお話ししましょう」

　ロスヴァイセさんだった。ジャージ姿での登場だった。百均に買い物に行ったままだったけど、ようやく帰ってきたようだ。

　……美人なのに普段の生活はジャージなんだもんな。勿もつ体たいない。

「いいですか、アンチマジックとは──」

　ロスヴァイセさんが生徒に教えるようにゼノヴィアとイリナに対魔法の持論を語り始める。って、ロスヴァイセさんは先生だもんな。公民科教師なんだぜ。ちなみにアザゼル先生は化学。アザゼル先生らしいよね。

　でも、以前にゼノヴィアが口にしたようなことを他者にも言われた記き憶おくがあった。

「魔法って物理的な攻こう撃げきと防ぼう御ぎよでなんとかなるって……。そうだ、確かグリゴリ幹部のアルマロスさんから教わったんだよな……」

　そう、俺はグリゴリの施し設せつに赴おもむいたことがあったんだが、そこでえらい思考の方々と出会ったんだ。あれはバアル戦のゲームが終わったあとのことだ──。







　Life.4　特訓でいこう！　～地じ獄ごく編～




　とある日の放課後だった。部室に部員があまりいないときに朱あけ乃のさんからお願いをされてしまったんだ。

「イッセーくん、これから私に付き合ってもらえないかしら？」

「え？　ええ、今日は特に用事もないんでまったく問題ありませんけど……どこに行くんですか？」

　普ふ段だん、「あらあらうふふ」と余よ裕ゆうのある微笑ほほえみを絶やさないお姉さま──朱乃さんが珍めずらしく気き恥はずかしそうにもじもじしていた。

「……グリゴリの施設ですわ。ちょっと用事があるものですから……」

　朱乃さんは言葉少なにそれだけ口にした。見れば手に紙かみ袋ぶくろを提さげている。

　……グリゴリの、施設？　グリゴリは堕だ天てん使しの組織だ。オカルト研究部の顧こ問もん──アザゼル先生がそこの総そう督とくをしていた。神器セイクリツド・ギア関連の研究や神器セイクリツド・ギア所有者の観察をはじめ、様々なものを調査していると聞く。

　それの施設……？　冥めい界かいに本部があって、その他ほかにも世界中（冥界にも）に施設が点在していることは話で聞いていた。

　そこに朱乃さんは用があるってことか？　先生関連？　それとも……。脳のう裏りに浮かぶのはふたつの可能性だけど……。何はともあれ、朱乃さんが手に持っている紙袋は「用事」と関係があるだろう。

「ダメならダメでいいの。ゴメンなさい、急に変なことを頼たのんでしまって……。こういうことを頼たよれるのはリアスか、イッセーくんぐらいしかいないものだから……」

　そんなことを言われてしまってはこっちも断れないじゃないですか！　てか、もとより俺が朱乃さんの頼み事を断るわけがない！

　俺は胸をどんと叩たたきながら自信を持って言った。

「問題ありません！　どこであろうとご一いつ緒しよしますよ、朱乃さん」

　俺がそう言った途端、朱乃さんはかわいらしい笑みを浮かべて一言「ありがとう」と口にした。くーっ！　朱乃さんの「お姉さまモード」での微笑みもいいけど、やっぱり「年とし頃ごろの女の子モード」でのかわいらしい笑顔も最高だぜ！

「あ、あの……僕もご一緒してもよろしいでしょうか？」

　恐おそる恐る手をあげるのはギャスパーだった。

「珍しいな。おまえが遠出したいなんて」

　基本、引きこもりのこいつが自主的についていきたいなんて驚おどろくべきことだ。

「は、はい。ぼ、僕もグリゴリの施設には個人的な興味がありまして……」

　へー、そうなのか。まあ、いいや。

「じゃあ、三人でその施設に行きましょうか」

　こうして、俺と朱乃さん、ギャスパーの三人でグリゴリの施設に赴くことになった。







　俺たち三人が専用の転移魔ま方ほう陣じんからジャンプして到とう着ちやくしたのは、関かん東とうに新設されたというグリゴリの研究施設だった。場所は人ひと里ざと離はなれた山の中。

　朱乃さんの話では、なんでも先生が日本の関東圏けんにも研究所を持ちたかったらしく、各陣営と交こう渉しようして共同出資、共有機関という形で設立したんだそうだ。

　そんなの初めて聞いたよ！　なんだよ、先生、水くさいったらありゃしない。

　俺たちは研究施設の内部に直接魔方陣でジャンプしていた。できたばかりなのか、施設内のどこからもあの独特の新築のにおいがする。

　三人で通路を歩く。壁かべも廊ろう下かもキレイだ。傷、ほこり、ひとつとしてない。

　時々、施設の研究員らしき白衣を着た関係者たちとすれ違ちがうが、こちらを知っているのか「こんにちは」とあいさつをしてくれた。

「……俺たち、知られてますね」

「ええ、私たちもここの総督の関係者ですもの。有名ですわよ」

　朱乃さんはそう言う。そりゃそうか。堕天使組織の総督と直接関かかわっているんだもんな、俺たち。傍はたから見ればラスボスとその配下みたいなもんだ。組織の者が知らないわけがないよな。……てか、ギャスパーったら俺の背後に隠かくれたままだ。もっと胸を張れ、胸を！

　しっかし、人里離れたところに怪あやしげな組織がこんな施設を作る……。お話とかだと、主人公たちが乗り込んで破は壊かいする類たぐいのものだよな。

「あら？　おまえら、ここに来ていたのか。誰が知らせたんだ？」

　心中でそのようなことを思い巡めぐらせていたら、俺たちに話しかける者がいた。……しかも聞き覚えのある声なんですけど……。振ふり返ると──そこにはアザゼル先生がいた！

「ゲ、先生」

「『ゲ』ってなんだ、『ゲ』って……」

　俺の反応に口元をひくつかせながら不満げな先生。

「先生もこちらに来てたんですね」

　俺が訊きくと先生は頰ほおをポリポリかく。

「まあな、ここはグリゴリ研究機関の新しい施設だ。できあがったばかりだから、まだ立ち上げに必要なことが多くてな。時折、顔を出しているんだ」

　当然か。やっぱり、堕天使の総督だもんな。この施設を監かん督とくしていて当たり前だ。

「──で、おまえたちは何をしにきたんだ？」

　先生が俺と朱乃さんを交こう互ごに見ながらそう訊いてくる。

「ええ、朱乃さんがこの施設に用事があるそうでして」

「バラキエル──父はこちらにいらっしゃいます？」

　朱乃さんがそう言う。あ、やっぱり、お父さんに用事があったんだ。

　先生はそれを聞くやいなや意味深でいやらしい笑みを朱乃さんに向ける。

「へー、バラキエルにねー」

　朱乃さんがムッとなって口を開く。

「何か問題でもありますか？　変な目で見ないでください」

　ぷんぷんと怒おこっていた。朱乃さんのその反応がなんだかちょっとかわいい。ほんのり照れているからだ。

　先生も俺と同様の感想を得たのか、微笑ましそうに口元を綻ほころばしていた。少し前なら父親の名前を出しただけで朱乃さんは激高していたわけだから、本当に良い方向に変わったと思う。まあ、朱乃さんはもともと先生には厳しいけどね。

「イッセーは朱乃の付き添そいか。──で、ギャスパーもか？」

　先生の視線が俺の背後にいるギャー助に移った。ギャスパーは挙手しながら恐る恐る口を開く。

「え、えっと……こういう施設に興味があるというか、見学したいんですぅ」

　見学か。何を見学したいんだろうか？　俺が疑問に感じているときだった。

「……アザゼル、例の資料がまとまったのだ」

　先生に話しかける者が俺たちの後方から現れる。振り返ればそこには白衣にメガネという出いで立ちの若い男性が一人立っていた。

　背が俺よりも低く、瓶びん底ぞこのようなメガネをかけている。髪かみもボサボサだ。ひと目で研究に明け暮れる学者、研究者ってわかるほどの容姿だよ。

　先生がそのヒトを見るなり、笑顔で手をあげていた。

「ああ、すまないな、サハリエル」

「えーと、こちらは……？」

　俺が先生に男性のことを訊く。

「あ、そうだったな。紹しよう介かいがまだだったな。こっちの瓶底メガネは幹部の一人サハリエルだ。主に月そのものと、月による各種術式作用を研究している」

　──っ！　俺はその紹介に驚いた！　当然だ！　この瓶底メガネで白衣の男性が、堕天使組織の幹部!?　マジか！　俺、堕天使の幹部に会ったのは数名。どのヒトも個性的だったけど、何よりも体格が良くて迫はく力りよくもあったから、この研究者然としたサハリエルさんの存在は驚きだよ！　先生が俺の驚いた顔を怪け訝げんそうに見ていた。

「何驚いているんだ、イッセー。ああ、そうか、おまえが会った堕天使の幹部は俺も含ふくめて前線にいそうな奴やつらばかりだったものな。まあ、こいつみたいにひょろっとした奴もいる。てか、グリゴリ結成時のメンバーはもともと研究熱心な連中が多かったんだぜ？」

　へー、そうなのか。迫力がまるで感じられないけど、堕天使の幹部ってことはこのヒトも相当強いんだろうな……。ヒトは見た目ではわからないって言うし。

「サハリエル、こいつが赤せき龍りゆう帝てい──って、知ってるか」

　先生の紹介に瓶底メガネ──サハリエルさんがうなずく。

「もちろんなのだ。はじめまして、赤龍帝の兵ひよう藤どう一いつ誠せい氏。ご武勇は聞いておりますのだ」

　手を差しだされたのでそれを返しながら俺は頭を下げた。

「は、はあ、こちらこそ、はじめまして！　恐きよう縮しゆくです！」

　俺のこと、知ってるんだな。先生の古くからの同どう僚りようだろうし、当然か。

「──で、こっちがバラキエルんところの朱乃だ」

　先生が続いて朱乃さんを紹介する。朱乃さんがていねいに頭を下げた。

「あのヒト──ち、父がお世話になっております。姫ひめ島じま朱乃と申します」

　朱乃さんを見てサハリエルさんもメガネの端はしをあげながら驚いている様子だった。

「あー、バラさんの。はー、噂うわさでは聞いていたけど、こりゃ美人なのだねー。そりゃ溺でき愛あいしちまうのだよ」

　ですよね。サハリエルさんと同意見です。

　先生はサハリエルさんが手にしていた資料を手にして、パラパラとめくり目を落としていく。ざっと目を通したら、資料の一枚目にサインをしてサハリエルさんに返した。

「ほいよ。サインしたから、あとはその資料をもとにおまえの好きに研究を進めてかまわない」

　先生の一声を聞き、サハリエルさんは不気味な笑みを浮うかべる。

「しっしっしっ、それはどうもなのだ。これであれを切ったり、貼はったり、潰つぶしたりできるのだ！　しっしっしっ！」

　メガネの堕天使幹部さんは個性的な笑いを発しながら怖こわいことを口にしていた！　なんだか、ドス黒いオーラが体からにじみ出てるんですけど！　怖っ！　堕だ天てん使しの幹部だから、やっぱりこのヒトも変人っぽいぞ！

「ん？　そっちのお嬢じようさんはもしかしてもしかするとヴァンパイアだったりするのだ？」

　サハリエルさんがお嬢さん──ギャスパーをマジマジと見ていた。女の子に見えちゃうよね。けど、男なんです！　ついてるんです！

　急に注目されてあわあわするギャスパー。仕方ないので俺がこいつの代わりに答える。

「ええ、こいつはギャスパー・ヴラディ。悪魔ですけど、ヴァンパイアの力もあって──」

　俺がそう紹介をしている途と中ちゆうで、サハリエルさんはギャスパーの手を引いて猛もうダッシュしていく！

「ちょうど良かったのだ！　ヴァンパイアの素体が必要だったのだ！　協力してもらうのだーっ！」

「ひぃぃぃぃぃっ！　どういうことですかぁぁぁぁっ!?」

　困こん惑わくするギャスパーを連れて、メガネ幹部さんが廊下の奥に消えていってしまった！

　おおおーい！　ギャー助、連れていかれちまったよ！

　先生が息を吐はきながらつぶやく。

「ま、安心しろ、イッセー。奴の研究なら死ぬまではいかないだろう。たぶん」

「たぶん!?　俺の後こう輩はい、どんな研究素材にされちゃうんですか!?　さっき、切ったり貼ったり潰したりとか危険極きわまりないことつぶやいてましたけど！」

　いったい、何の研究をスタートする気なんだ……？　いや、訊くのはよそう。きっと、理解しがたいものに違いないもの……。ギャー助、帰るときに迎むかえには行くからな！

「さて、お目当てはバラキエルだったな。とりあえず、奴がいそうなところに移動するか」

　先生先導のもと、俺たちは施し設せつ内を先に進むことになった。
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　先生に通されたのは幹部用に用意されている会議室だった。

　円えん卓たくが置かれており、席には二人が座っていた。……見知らぬヒトたちだ。一人はブロンドの男性。長身に装そう飾しよくの凝こったローブをまとっていた。頭部にサークレットもしている。

　もう一人は女性！　キリッとした切れ長の目、薄うす紫むらさき色いろの長ちよう髪はつ！　見た目だけで手厳しそうな雰ふん囲い気きをかもし出す魅み惑わく的なお姉さまに感じ取れてしまう！　そして何よりもおっぱいがデカそうだ！

「……うふふ、ちょっとエッチな視線になってますわね、イッセーくん」

　スケベな視線でお姉さんを見ていたら──朱乃さんから謎なぞの重圧を感じてしまった！　一見、いつもの微笑ほほえみに見えるが……迫力が増しているように思える！

　ブロンドの男性が先生を見かけるなり言う。

「アザゼルか。施設なら滞とどこおりなく機能しはじめているよ」

「ああ、そのようだな、タミエル。というよりもおまえらも来ていたんだな」

「ああ、見学しにね」

　先生にため口だ。この男性、もしかして……。

　なんとなく、男性の正体に得心した。今度は女性のほうが俺と朱乃さんを見て先生に問う。

「あら、そっちの若いカップルは……見かけたことがあるわね」

「ああ、そりゃそうだ。赤龍帝とバラキエルの娘むすめだよ、ベネムネ」

　先生の発言を聞いて、女性──ベネムネさんが口元を笑ました。

「へー、ここにお若い二人が来たのはバラキエルに『娘さんをください』なんてのを言いに来たとか？　バラキエル、泣いちゃうわね！」

　おおっ、なんだか、冷やかされたぞ！　てか、このお姉さん、見た目とは裏腹に口調は軽めだ。見た目がクールビューティーなのに言動はライトってギャップがまた新しん鮮せんだこと。

　先生が俺と朱乃さんに男性と女性を紹介してくれる。

「この二人がタミエルとベネムネ。さっきのサハリエルと同じく幹部だよ。それぞれ、営業担当、書記長だ」

　やっぱり！　お二人ともさっきの瓶底メガネ幹部と同様にグリゴリのボスだ！　はー、今日これで三人めだよ！　しかも営業担当と書記長と来たもんだ！　なんだか、今日はすごいところに来ちゃったな俺。

「ったく、ていうか、ここに幹部がそろって集まるなんざ本部が手て薄うすになるじゃねぇか」

　先生が半眼でタミエルさんとベネムネさんに文句を吐いていた。

　ベネムネさんがカラカラ笑いながら返す。

「総そう督とく自ら最前線に出張ってるくせに良く言うもんさね。副総督のシェムハザを少しは労いたわったほうがいいわよ、あんた」

　うん、もっと言ってやってください！　俺もそう思います！　隣となりで朱乃さんも苦笑いしながらうんうんうなずいていた。ですよね！

　先生は同僚の意見を意にも介さず、

「あいつにはよーく言ってあるから、問題ないんだよ」

　なんてことを言った。……シェムハザ副総督の苦労を少しは考えてあげてください。

　タミエルさんが手に持っていた書類をまとめると言う。

「用事も済んだので、もうすぐ我々もここを発たつ寸前だったんだよ。アルマロスとバラキエルがいれば問題ないだろうしな」

「そういえば、奴ら、どこにいるんだ、タミエル？」

「あの二人なら所有者たちにいろいろと仕込んでいるところだろう」

　そのまま先生とタミエルさんは話し込み始めてしまった。この施設のこととか、他ほかの研究についてとか、小難しいことをあーだこーだ話しあっている。

　──と、ベネムネさんがこちらを手招きしてきた。おおっ、俺、素す敵てきなお姉さまからのお誘さそい受けてる!?　などと思ったが──。

「バラキエルのところのお嬢ちゃんに興味があるわ。ちょっとこっちにいらっしゃい。あのバラキエルが惚ほれた人間の娘なら素質がありそうだしねぇ」

「？」

　疑ぎ問もん符ふを浮かべたまま朱乃さんはベネムネさんのもとに行き、そのまま語らい始めてしまった。ベネムネさんが二、三話をすると朱乃さんも「それはどういうことでしょう？」と興味深そうに耳を傾かたむけていた。……何やら、朱乃さんがＳの顔を少しだけ覗のぞかせているんだけど……。何を話しているんだろうか？

　俺だけ取り残されてしまい、どうしていいかわからないでいたが……俺の視界に関心を引くものが映り込む。部屋の壁かべに絵画がかけられていた。……誰だれかを写した絵だ。それが複数枚、壁にかけられていた。

　ふいに先生の目がこちらに移り、訊きいてくる。

「どうかしたか？」

「いえ、壁にかけられている絵を見ていただけです。どこのヒトたちの絵なのかなーって」

　先生は壁の絵に視線を移し、懐なつかしむような表情で一言返す。

「ああ、仲間を写した絵だ」

「こちらの方々も他の施設とかで働いているんですか？」

「……いや、そいつらはむかしの戦せん役えきやら何やらですでに死んじまってる」

　──っ。俺は先生のその一言に返す言葉をなくしてしまった。あの絵に写っているのは亡なくなった先生たちの仲間……。先生が続ける。

「グリゴリ設立時の幹部メンバーで残っているのは俺と副総督のシェムハザ、バラキエル、さっきのメガネ、そこのタミエル、ベネムネ、そしてアルマロスの七名だけだ」

「……コカビエルのバカもコキュートスに行っちゃったものね」

　ベネムネさんが頰ほお杖づえをつきながら、寂さびしそうに息を吐いていた。……あれだけの悪さをしたコカビエルもここの幹部たちからすれば長年共に戦ってきた仲間だったんだろうな。

「コカビエルの分も用意していたのだった」

　タミエルさんがコカビエルを写した絵を取りだし、壁にかけていく。

　先生はそれを確かく認にんすると懐ふところから仏具の鈴すずを取りだして、チーンと鳴らしていた。

「惜おしい奴やつらを亡くしたもんだ」

　なんてことを言う！　いやいやいや！

「絵を遺い影えいのようにしてチーンって、宗教観間ま違ちがってませんか!?　先生たちって、聖書関連の方々ですよね!?」

　堕天使の幹部が仏教っぽく死者にチーンってどうなのよ！　つーか、今後も幹部が亡くなるごとにそこに絵が並べられてチーンされちゃうんですか!?

　先生がケラケラ笑いながら言う。

「細かいことは気にするな。んじゃ、俺はここでこいつらと話すことがあるから、おまえらはバラキエルのところに行ってみろ。トレーニングスペースってのがあるからそこに行ってみな」

「では、イッセーくん、さっそくトレーニングスペースに行ってみましょうか？　というよりもおもしろそうなお話もいただけたし……うふふ」

　なんだか、朱乃さん、妙みようにワクワクしてないか？　ベネムネお姉さまに何かを吹ふき込まれたようだ。俺と朱乃さんは一礼したあと、会議室をあとにした。




　　　　─○●○─




　施設内を移動して、トレーニングスペース手前に設けてある休きゆう憩けい所じよを通りかかったときだった。自じ販はん機きの近くにある長なが椅い子すのひとつに体格の良い男性が座り込んでいた。見覚えのある顔……っていうか！

「ここにいらしたのですね」

　朱乃さんがすぐに反応していた。そう！　朱乃さんのお父さん──バラキエルさんだった！　バラキエルさんご本人も朱乃さんの登場にビックリ仰ぎよう天てんした様子で口にしていたペットボトルの中身を「ブフーッ！」と勢いよく噴ふきだしていた。

　ゲホゲホと咳せき込みながらバラキエルさんが朱乃さんに問う。

「あ、朱乃！　ど、どうしたのだ、このようなところまで来て……」

　俺はすかさずバラキエルさんの背中をさすった。あの厳格な方がこんなにも珍めずらしい反応をするなんて……。娘の訪問は予想を超こえた驚おどろきのものだったようだ。

　朱乃さんは紙かみ袋ぶくろからプラスチックの容器を取りだした。ふたを開けると──そこにはおいしそうな煮に物ものが入っている。

　あ、これは朱乃さんの得意料理のひとつ、筑ちく前ぜん煮にだ。絶ぜつ妙みような味付けでご飯が何なん杯ばいでもいけちゃう逸いつ品ぴんなんだ！　俺の好物！

　そういや、昨夜の献こん立だては朱乃さんが夕飯の担当で筑前煮だったな。その残りか。いつもよりたくさん作っていたけど、それってまさか……。

「昨夜煮物を作りすぎたのでお弁当をと思っただけです」

　朱乃さんはそう言いながら、さらにパックに入ったご飯やら、魔ま法ほう瓶びんも取りだしていた。あの魔法瓶の中身はお味み噌そ汁しるかな？

　俺たちも休憩所の長椅子に座る。どうやらバラキエルさんは施設内の整備に追われており、食事もろくに取っていないとのことだった。ちょうどいい機会なのでその場で朱乃さんの料理を口にすることになった。

　朱乃さんが魔法瓶の蓋ふたに中の味噌汁を注いでいく。

　とうのバラキエルさんはこれまでにないほど呆あつ気けに取られており、朱乃さんに料理を手て渡わたされるたびに落ち着かない挙動で娘の料理を受け取っていた。

「では、い、いただくぞ……」

　バラキエルさんは筑前煮を箸はしでつまんで口に入れて味わい、そして次に味噌汁をすすった。一いつ瞬しゆんの静せい寂じやく。一いつ拍ぱくおき、朱乃さんと俺がバラキエルさんの反応を見守っていると──途と端たんにダーッと双そう眸ぼうから滝たきのような涙なみだを流し始めた！　そのままパックの筑前煮、ご飯、味噌汁を口のなかにかっ込んでいく！

「うみゃい……うみゃい……ッ！」

　バラキエルさんったら、号ごう泣きゆうしながら豪ごう快かいに食べてるよ！　さらに天を仰あおぎ、嚙かみしめるように感想を漏もらす。

「うぅ、なんてうまい煮物なんだ……！　私は世界一幸せな父親だ……ッ！　こんなに煮物をおいしく作れる娘がいるなんて……ッ！」

　またガッガッと朱乃さんの手料理を口にしていく。心底、幸せそうだ。

「……もう、いちいち大げさなんですもの」

　朱乃さんはバラキエルさんの反応を見て、顔を真っ赤にして少し怒おこっている口調だったが、どこかうれしそうだった。まんざらじゃないって感じ。うん。二人が仲直りして本当に良かったと思えるよ。

「それとこちらが用件の本命、プリントですわ」

　朱乃さんがバラキエルさんに一枚のプリントを手渡す。

「今度、父ふ兄けい参加の三者面談がありますので、いちおう」

　あー、三者面談のプリントか。それを渡すために今日ここに来たわけだ。プリントを手渡されたバラキエルさんは一瞬きょとんとしていたがすぐに内容を理解したようで、

「う、うむ！　大事なことだ！　もちろん、是ぜが非ひでも赴おもむく！」

　大きくうなずいて合意していた。それを見て朱乃さんも小さく微笑ほほえみ、了りよう解かいした。

「用事も済みましたわ。では、お誘いを受けていますのでそちらに行かせてもらいます。イッセーくん、今日はありがとうございました。けれど、ごめんなさい。ちょっとこの施し設せつを見学してきますわ。あとで合流しましょうね」

　朱乃さんはそう言うなり、立ち上がってどこかに行ってしまった。

　あらら、ギャスパーは連れ去られ、朱乃さんも誘いを受けたとかでどこかに行ってしまった。となると、俺の用事はほとんど済んでしまったわけか。

　…………。バラキエルさんと二人っきりになってしまった。なんだ、この気まずい雰ふん囲い気き！　バラキエルさんもこの空気を察したのか、一言口を開く。

「貴き殿でんはいまだに女性の乳ち房ぶさを糧かてにしているのかな？」

　──っ!?　まだ誤解が解けてないの!?　だから、俺は女の人のおっぱいを食べるドラゴンじゃないですって！

「カンベンしてくださいよ！　それは先生のウソですからね！」

「冗じよう談だんだ」

「冗談だったんですか!?」

　意外にお茶目さん？　でも強こわ面もてだから言っていることが冗談なのか冗談じゃないのか判断つかないよ！　バラキエルさんは咳せき払ばらいして改めて訊いてくる。

「それよりもどうだろうか。この先にトレーニングスペースがある。見学してみてはどうか？」

　トレーニング……見学？　怪け訝げんそうにしている俺にバラキエルさんが説明をしてくれる。

「神器セイクリツド・ギア所有者たちを鍛きたえ込んでいる区画があるのだよ」

　──っ！　そ、それは興味深い！　グリゴリが神器セイクリツド・ギア所有者を保護しているのは知ってる！　所有者を集めて鍛たん錬れんもしているんだな！　見たい！　俺も神器セイクリツド・ギア所有者だし、向かってくる敵も所有者が多いから、実に興味があるよ！

　こうして俺はトレーニングスペースに行くことを決めた。







「……こ、ここですか……」

　生なま唾つばを飲み込む俺の眼前にはデザイン的なレリーフの『Ｇ』の文字が刻印されたデカい扉とびら。グリゴリの『Ｇ』か？　バラキエルさん先導のもと、その扉が両開きになっていく。

　一歩足を踏ふみ入れたときだった。

「ぐわぁぁぁっ！」

「ぬぐわぁぁぁぁっ！」

　突とつ然ぜん、苦く悶もんに満ちた悲鳴の数々が俺の耳に飛びこんでくる！　え？　え？　な、何事ですか……？　いきなりの悲鳴にわけもわからずビックリしている俺を引き連れてバラキエルさんが先を進んでいく。

　俺が通されたのは広い通路。ガラス張りの壁から部屋の様子がうかがえる。

「ぐおおおっ！　まだまだぁぁぁっ！」

　とある部屋では男性が磔はりつけにされたまま、巨きよ大だいな鉄球クレーンの一いち撃げきを受けていたり、

「俺をどうするつもりだ、グリゴリィ！　ふぬぅぅぅっ！」

　また違う部屋では手術台に拘こう束そくされた男性が怪あやしげな医師団に囲まれて必死に抵てい抗こうの叫さけびを発していた。……な、なにこれ……？

　反応に困る俺。え、だって、神器セイクリツド・ギア所有者を鍛え込んでいる区画なんじゃないの、ここ……。通路を進むたびに各部屋の様子を見かけるわけだけど……。

　先ほどの鉄球だったり、謎なぞの手術だったりだけじゃなくて、重りを付けたまま水中に沈しずめられた者の部屋やドリルとノコギリが用意された手術室とかも見えたんですけど！

「あ、あの、バラキエルさん、ここはいったい……」

　恐おそる恐る訊きく俺。だって、どう見たって先ほど説明を受けたスペースとは思えないところに足を踏み込んでいるもの！

「うむ、ここは特訓するフロアだ。見ておくといい。彼らは自分を高めるため、グリゴリのトレーニングを受けているのだ」

　受けているのだ、って！　ええええええっ……。いやいや、どう見ても仕置き部屋か、懲ちよう罰ばつ室しつだよね……？　一いち抹まつの不安はしだいに大きくなり、嫌いやな汗あせまでかいてきていた。考えてみれば、ここはあのアザゼル先生の組織が運営している施設だ。

　……匙さじもロキ戦のときにグリゴリの本部に連れていかれ、そこで訓練やらを受けたというが……。あのときのことを匙に訊いても語らず、奴は「思いだしたくない！」の一点張りで小刻みに震ふるえていたもんな……。

　なんだか、嫌な予感が高まってきた。こういうときは決まってろくでもないことに巻き込まれたり、変なヒトに出会うんだ。

　言い知れない不安を抱いだく俺にバラキエルさんが説明をしだした。

「身寄りもなく、力を持ったまま放置された所有者を我々は勧かん誘ゆうし、または保護する。この研究施設は彼らに力の使い方を教えているのだ」

　なるほど。……しかし、あれが力の使い方を教えている光景なのか……？　俺には拷ごう問もんにしか見えなかったが……。あ、でも、考えてみたら俺もアザゼル先生から拷問に等しいトレーニングを課せられたことあったわ。

　ドラゴンに山で追いかけられながらの生活のほうがよっぽど辛つらいかも。

　俺は笑みを引きつらせながらそう感じていた。──と、それはいいとして、いい機会だからバラキエルさんに疑問をぶつけよう。

「ここで力の使い方を覚えた者たちは将来的にどうなるんですか？」

　俺の質問だ。堕だ天てん使しの研究は神器セイクリツド・ギア所有者に訪おとずれる異能ゆえの苦しみを緩かん和わできるものだと思う。けれど、その末にこのヒトたちには何が待ち受けているのか？　それが気になってしまった。

「以前──三大勢力の協定前は、他勢力への力の流出を避さけて成長した所有者を組織内に留とどまらせていた。しかし、最近は違う。力の制せい御ぎよを覚えた者で一いつ般ぱん人としての生き方を望む者がいれば、いくつかの制限付きではあるが、願いを認めるようにしたのだ」

　バラキエルさんはそう答えてくれた。

　むかしはともかく、いまは普ふ通つうの生活も得られるわけだ。実に興味深い事こと柄がらだ。

　もっともっと知りたいもんだな。俺自身が神器セイクリツド・ギア所有者であり、周囲の仲間にも所有者がいるから、そう思えるんだ。もう少し話を訊こうとしていたら、バラキエルさんに話しかける者がいた。

「おおっ、バラキエルではないか。ぐはははははっ！」

　野太い声に豪快な笑い。声のするほうに顔を向ければ、いままさに通りかかった部屋から顔を出す体格の良い男性がいた。

　……って、俺はその男性の姿を見て渋しぶい表情をせざるを得なかった。

　鎧よろいと兜かぶとを装着してマントを羽織り、顔には眼帯と野性的なヒゲ、そしてなぜか、左手に盾たて、右手には斧おのを持っていた！　兜も鷹たかか鷲わしをイメージした作りとなっており、盾にもそれと同様のレリーフがされていた！

　見た目からして、特とく撮さつヒーロー番組に出てきそうな敵組織の幹部って格好だった！　しかもひとむかし前のやつ！　つーか、変人だよ変人！

「ああ、アルマロスか。ここにいたのか」

　バラキエルさんも朗ほがらかにその変人を受け入れていた！　知り合い!?　ここの関係者かよ、これが！　バラキエルさんが変人を紹しよう介かいしてくれる。

「こちらはグリゴリの幹部が一人、アルマロスだ。主に魔ま術じゆつに対する攻こう撃げき──つまりアンチマジックについて研究をしている」

「ぐはははははっ！　対魔術なら任せておけーい！」

　この変人さん、幹部なのかよ！　いや、確かに総そう督とくも相当な変人だけどさ！

　てか、対魔術ってのに程ほど遠い格好のおっさんだよ！　アンチマジックって単語からかけ離はなれたファッションじゃありませんか！　斧に盾って！

「アルマロス、こちらが赤龍帝の兵藤一誠くんだ」

　バラキエルさんは俺の紹介をしてくれた。俺もこの特撮幹部にあいさつをしないとな。

「えーと、はじめまして、兵藤一誠──」

　そこまで言いかけたところで、突とつ如じよ特撮幹部──アルマロスさんが斧を振ふり下ろしてきた！　おわっ！　なんだよ、急に！　とっさに避よけたけど、いきなり攻撃してきたぞ、このおっさん！　アルマロスさんは斧をこちらに向けて叫んだ！

「貴様のことは知っているぞ、おっぱいドラゴンめ！　ついにこのアジトを破は壊かいしに来たのだな!?」

　うん!?　こ、この方、憤ふん怒ぬの形相でわけのわからないことをしゃべくりながら得物を振り回してきたんだけど！

「ここで会ったが百年め！　決着をつけてくれるわ！」

「なんの決着ですか!?　おっぱいドラゴンとあなたはどういうご関係が!?　何か恨うらみでも買うようなことをしましたか俺!?　覚えはまったくないんですけど！」

　アルマロスさんが興奮しながら指を鳴らすと──各部屋から「グーッ！」という奇きっ怪かいな声で叫びつつ、鷹だか鷲だかのデザインがされた黒い全身タイツを着込んだ者たちが多数現れた！　もう見るだけで戦せん闘とう員って感じの奴やつらがアルマロスさんの周囲に集結して、俺に対してかまえを取った！

「バラキエルさん！　あれ、なんですか!?」

　バラキエルさんに訊いてみると──、

「うむ、あれはグリゴリの戦闘員みたいなものだ」

「マジですか！　そんなのいるのかよ！　俺、堕天使に出会って半年ぐらいになるけど、あんなのがいるなんて初めて知りましたよ！」

　堕天使って位が上がるごとにおバカになっていくのか!?　頂点があのアザゼル先生ですもんね！　ヴァーリがグリゴリを抜ぬけた理由ってその辺にもあったりして！

　アルマロスさんが戦闘員に囲まれながら哄こう笑しようをあげる。

「ぐははははっ！　おっぱいドラゴンめ！　このアジトはやらせんぞ！　このアジトは世界を征せい服ふくする組織──偉い大だいなるグリゴリのものだ！　ここに足を踏み入れた者は生かしては帰さん！　グリィィィゴリィィィィ！」

　グリィィィゴリィィィィ、って叫ばれても！　つーか、すっげー敵組織っぽいこと言ってるしぃぃぃっ！　朱乃さんの付き添そいで来ただけなのに、俺、「生かしては帰さん」とか物もの凄すごく敵視されてる！　戦闘員も「グーッ！」って連呼してその場で側転とかしてる！

　バラキエルさんが困り顔で俺に説明をしてくれた。

「すまんな、兵藤一誠くん。アルマロスは日本の特撮ヒーロー番組とやらの悪役に魅み入いられてしまっているのだ……。アザゼルもアザゼルで悪のりしてアルマロスに接するのでな、普段からこの調子だ」

　……そ、そんな理由があったのか。って、それもどうなんですか!?　仮にも堕天使の幹部さまが特撮ヒーローの悪役に感化されてあの調子って！

「アルマロスよ、実はこちらの彼に神器セイクリツド・ギア所有者を鍛きたえるグリゴリの技術を見せたいと思うのだ。ここはひとつ──」

　バラキエルさんがそこまで言って言葉を止めてしまう。とある特訓部屋に目を留めたからだ。しゃべっている途と中ちゆうに二度見したあと、完全に視線がそちらに釘くぎ付づけになってしまっていた。怪訝に思い俺もその部屋を覗のぞいてみると──。

『あらあら、これぐらいでへばってしまうなんて鍛えがいがありませんわ。うふふ、もっとこの雷かみなりと鞭むちで鍛えて差し上げますわよ！』

　見知った人物がＳＭ女王さま的な衣い装しように身を包み、

『ぐはっ！　ああ、女王さまぁぁぁっ！　俺をもっと鍛えこんでくださぁぁぁい！』

　雷と鞭で神器セイクリツド・ギア所有者を容よう赦しやなく打ち続けていた！

　バラキエルさんがあんぐりと口を開けたまま、目玉が飛び出そうな表情をして叫ぶ。

「あ、あ、朱乃ぉぉぉぉっ!?」

　そう！　あの女王さまは朱乃さんだ！　デザイン的なＳＭ衣装に身を包んで鞭をふるっているが、朱乃さんそのヒトだ！　所有者に鞭をふるい続けている！　てか、似合いますね、その格好！　鞭をふるう朱乃さんって水を得た魚のように生き生きしてるよ！

　表情も完全にドＳで、打たれているほうもドＭの顔になっているじゃないか！

　アルマロスさんが豪ごう快かいに笑う。

「あれは先ほど加入したばかりの女幹部候補だ。ベネムネの差し金のようだが、なかなかどうして、良い女王ぶりではないか。先が楽しみだわい！　ぐははははっ！」

　えええええええっ！　これが朱乃さんが受けたお誘さそいってやつなのか！　Ｓの面がうずいたのだろうか？　ベネムネさんからの話を聞いてたとき、興きよう味み津しん々しんだったもんな！

「う、うちの娘むすめが……うーん……」

　ああ、バラキエルさんが娘の変へん貌ぼうぶりにショックを受けて床ゆかに倒たおれちまったぞ！

「ぐはははははっ！　よし！　おっぱいドラゴンを捕つかまえろ！」

『グーッ！』

　俺を囲む戦闘員の方々！

「えええええっ!?」

　あれよあれよという間に俺は戦闘員に担かつがれて運ばれていく！　運ばれた先は、広い特訓部屋の一室だった。

　……目の前にあるのは磔はりつけ台だいとクレーンの巨きよ大だいな鉄球。さっき、クレーンに打ち付けられていた者の光景が脳のう裏りに蘇よみがえる。生身でこんなのに打ちつけられたら悪あく魔までも辛い！

　鉄球を前にしてアルマロスさんが叫さけぶ。

「神器セイクリツド・ギア所有者の特訓で効果的なのはこれだ！　鉄球だ！　これを乗り越こえることで力が目覚める！　特撮のヒーローもこれで同様にパワーアップを果たした！　おっぱいドラゴンよ、貴様もこれを味わうがいい！」

「鉄球で打ち付けられたら普通のヒトは死にますって！　それが特訓なんですか!?　しかも神器セイクリツド・ギアを覚かく醒せいさせるための!?　特撮ヒーローも同様って……なんスか、それ！」

　目玉が飛びだすほどに驚おどろく俺！　鉄球と神器セイクリツド・ギアにどういう関係があるんだよ！　鉄球に耐たえたら禁手バランス・ブレイカーになれるとでも!?

「ヴリトラの匙元げん士し郎ろうもこの鉄球に耐え、改造手術も受けたのだぞ！」

　アルマロスさんが平然とそう口にした！

　マジですか!?　あいつ、これに耐えて、改造手術も受けたの!?　ドリルとノコギリで何の手術を受けたんだ、あいつ……。グリゴリ本部の施し設せつでそんなことをやられていたから語りたくもなかったのか……？

「見るがいい。これがその証しよう拠こだ」

　アルマロスさんが一枚の写真を取り出す。それは匙の背中を写したものらしい。せ、背中に『Ｇ』の刻印がされてるぅぅぅっ！

「これこそ、我がグリゴリで改造手術を受けた者の証あかし。匙元士郎はグリゴリの科学技術によって、ヴリトラ怪かい人じんとなって再生した！」

「ヴリトラ怪人!?　じゃ、じゃあ、あの『龍王変化ヴリトラ・プロモーシヨン』はその成果だと!?」

「奴はグリゴリが誇ほこる怪人だ！」

　怪人だ、って、そんなバカな！　マジかよ！　そんな手術と刻印を受けてあいつは龍りゆう王おうの力を得たのか！　真の姿は『ヴリトラ怪人』だと!?

　あいつ、それを知っているのか？　いや、背中の刻印について特に語らないのだから、知らぬ間にそういうことになってんだろうな……。いつの間にか、怪あやしげなメーカー品になってんぞ、あいつ……。

　ほら、見ろ。先生に関かかわると『怪人』なんかにされちゃうんだ！

　アルマロスさんはうんうんうなずきながら言う。

「神器セイクリツド・ギア所有者に力の使い方を覚えさせるにはまずは鉄球！　もしくは改造手術で強化！　またはドラゴンと山で猛もう特とつ訓くんしてパワーアップしてもらうしかない！　これは科学的に検証され、理論的にも実証されている！」

「その三さん択たくしかないのかよ!?　鉄球、改造手術、ドラゴンとの山ごもりしか選せん択たく肢しがない特訓なんてどんだけだよ！　俺たち神器セイクリツド・ギア所有者って、そんなに単純な存在なの!?　つーか、それが神器セイクリツド・ギアを研究している組織の成果なのかよ！　ていうか、あなた対魔術専門なんじゃないんですか!?」

「魔術に対たい抗こうするには圧あつ倒とう的てきな物理攻撃だ！　魔法使いは殴なぐって殺す！　奴らは魔法に頼たよってばかりの軟なん弱じやく者しかおらぬからな！　殴れ殴れ！　ぐはははっ！」

「物理攻撃って！　殴って殺すって研究とか一いつ切さい関係なくないですか!?」

　このヒトが天界から堕おちた理由って、「バカだったから」じゃないだろうか！　そう思えてならないよ！

「ちょうど、他ほかの部屋で改造手術が始まるようだ。見ていくがいい！」

　アルマロスさんがそう言うと、設置してあった巨大モニターに他の部屋の様子が映される！　そこに映しだされたのは──手術台に縛しばり付けられている誰だれか！　そして手術台を囲む怪しげな医師団！　てか、手術台に縛られているのって！

『あ、あの……本当にこれで僕は強いヴァンパイアになれるのですか？　グリゴリの研究に興味がありまして、今日うかがったんですけど……』

　不安げに医師団に問いかけるギャスパーの姿があった！　あいつ、あんなところに連れて行かれたのか！

　画面に例のメガネ幹部──サハリエルさんが映されて、メガネをくいっとあげていた。

『無論なのだ。この手術を受ければ理論上、絶大な力を得られるのだ。──それが改造手術というものなのだ！　さあ、生まれ変わろう！』

　サハリエルさんが指を鳴らすと医師の一人がチェーンソーのエンジンをふかし始める！

　ギュィィィィンッ！　と、危険な駆く動どう音が画面越ごしに聞こえてきた。

『ひぃぃぃぃっ！　こ、これで本当に僕は強いヴァンパイアに──』

　ザーッ。ギャスパーが何かを言いかけようとした瞬しゆん間かん、モニターの映像が途切れてしまい、砂すな嵐あらしとなってしまった！……あ、あいつ、無事かな……？

　パッと再びモニターに何かが映しだされていく。画面を見つめると、そこには磔にされたバラキエルさんと──女王さまの格好をした朱乃さんの姿がっ！

「どうやら、こっちの部屋では新しい女幹部候補による粛しゆく清せいが始まるようだぞ！」

　アルマロスさんが嬉き々きとして画面を見ていた。

　しゅ、粛清って……。バラキエルさん、どうなっちゃうの……？

　朱乃さんは鞭を持ちながらバラキエルさんに近づいていく。

『あ、朱乃！　なんという格好をしているのだ！　破は廉れん恥ちだ！　そのような姿では亡なき朱しゆ璃りに申し訳が立たん！』

　父親の必死の訴うつたえ。しかし、朱乃さんは微笑ほほえむ。

『父さま、私、ベネムネさまからうかがいましたわ』

『……う、うかがった？』

『はい。父さまが生前の母さまと──このようなお遊びをしていたと！』

　ベシンッ！

　朱乃さんが鋭するどく鞭をしならせてバラキエルさんの体に一いち撃げき加える！　お父さんに一撃加えちゃったよ！　こ、こりゃ、さすがのバラキエルさんも怒おこって──。

　しかし、俺の眼前で巻き起こったのは想像を超こえたものだった。

　腹部に一撃を受けたバラキエルさんは全身をわなわなと震ふるわせながら、

『…………いい』

　恍こう惚こつとした表情でそう漏もらした！　いい!?　いいっていいましたか!?　それってまさか！　モニター越しの光景に驚く俺！　朱乃さんは再び鞭をしならせる！

　ベチッ！　ベチンッ！

　激しく鋭い音が鳴り響ひびく！　そのたびにあの武人の口からあり得ない声が漏れていく！

『あああああっ！　これは！　この一撃は！　在ありし日の朱璃を思いだす！』

　在りし日の!?　じゃあ、なんですか、バラキエルさんは生前の奥さんと──。

『母さまと毎夜のごとくＳＭプレイをしていただなんて！　なんて男！　まさに堕だ天てん使しですわ！』

　そのような衝しよう撃げきの事実が朱乃さんの口から語られた！

「ええええええええっ!?　バラキエルさんって、奥さんとＳＭプレイしていたの!?」

　驚きよう愕がくする俺の横でアルマロスさんが答える。

「うむ。一見、無骨で実直な武人のバラキエル、そして清せい楚そで可か憐れんな大和やまと撫子なでしこの嫁よめという夫ふう婦ふだったが、ドＭの夫とドＳの妻という裏の側面もあったらしくてな。毎夜のごとくあのようなプレイで燃え上がったようだ。ぐははははっ！　バラキエルも天界から堕ちるだけのやましい心があったわけだ！」

　マジですか……。やべぇ、俺、ちょっとショックだ！　こんな特とく撮さつ幹部やイタズラ好きの総そう督とくがトップを張る組織のなかで武人で真ま面じ目めなバラキエルさんだけがグリゴリの良心だと思っていたのに！

　──「雷らい光こう」の異名を持つ男が、ドＭの堕天使幹部だったなんて！

『ああ、朱乃！　鞭さばきまで朱璃に似てくるなんて！　私は！　私はなんて幸せ者──、ああああ、そこ、とてもいいっ！　いいぞぉぉぉぉっ！』

　聞きたくない聞きたくない！　なんで俺が尊敬するトップ陣じんは変態ばかりなんだ！　サーゼクスさまも壮そう絶ぜつなほどのシスコン変態魔王だったし！　冥めい界かいの上層部は汚よごれているよ！

『うふふふふ！　父さま！　今日は私が母さまに代わって存分にベシベシして差し上げますわ！　この！　ドＭの「雷光」！』

　朱乃さんもドＳな表情を浮うかべているけど、どこか楽しげだ。……こ、こういう親子の交流もアリなのかな……？　俺もちょっと朱乃さんとＳＭプレイしたい！

　というよりも朱乃さんのＳはお母さん譲ゆずり！　ドＭの父にドＳの母、すごい血筋だ！

　あ、モニターのＳＭ部屋にアザゼル先生まで登場しやがったぞ！　神しん出しゆつ鬼き没ぼつすぎる！

『よーし！　俺は駒く王おう学がく園えんの教師でもある！　ここで三者面談やろうぜ！　お父さん！　娘むすめさんは大学部に進学したいそうですが、ご意見は？』
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　何そんなところで三者面談始めてんだよ!?　ひでえ面談風景だな！

『もちろん、賛成です、アザゼル教きよう諭ゆ！　知識を広げ、将来の選択肢を増やす意味で大学への進学はうんほぉぉぉぉぉぉぉおっ！　すんごくいいぃぃぃぃぃっ！』

『そうですか、お父さん！　大変キマっていらっしゃいますね！──って、ぎゃふん！』

　ベシンッ！　アザゼル先生にまで朱乃さんの鞭むちが届く！　鞭を受けて先生が唸うなった！

『うぅぅぅんっ！　これは！　痛いながらにも的確に相手の性感ポイントを見定め、鞭のしなりと絶ぜつ妙みような打撃インパクトでＭの性せい癖へきを高まらせやがる！　天性のものを感じるぜ！　クソ！　鞭で語る三者面談！　そういうのもあるのか！　教職は奥が深いぜ！』

　知らねぇよ！　何悟さとった表情で冷静な変態語りしてんだよ！

　ザーッとまたモニターに砂嵐が走り、三度場面が移り変わる。例の手術室らしき風景に戻もどった。──手術台に段ボール箱から頭部と四し肢しを生やした格好のギャスパーがいた。

『改造手術は成功なのだ』

　メガネ幹部のサハリエルさんが、「ふーっ」とひと仕事終えた的な息を吐はいていた！

「手術成功って、それ、段ボール箱から頭と手足生やしただけじゃねぇか！　ていうか、段ボール箱を着ただけじゃね!?　いったいヴァンパイア相手に何の手術したんだ!?」

　疑問に感じる俺の目に飛び込んできた映像は──。

　──段ボール箱のふたが開き、中に小型のミサイルが搭とう載さいされていた！

『なんだか、生まれ変わった気分です。今日が僕のターニングポイント──』

　ギャスパーが何か変なものを悟り始めてる！　気づけ！　おまえ、とんでもない転てん換かん期きに突とつ入にゆうしちまってるからね！

　モニターを見ていたアルマロスさんが唸った。

「ぬぅっ！　そう来たか、サハリエルめ！　ヴァンパイアにミサイルを搭載する！　よくはわからんが、迫はく力りよくと力強さを感じる新しい試みだ！　まさにミサイルヴァンパイア！」

「いやいや！　誰だってミサイル搭載すれば強くなりますって！　つーか、ヴァンパイアに段ボール箱にミサイルって！　サハリエルさんはいったい何の研究してたんですか!?」

　疑問を持った俺に答えるように映像のサハリエルさんが独白する。

『ふっふっふっ、「もしあのモンスターが予想外の装備をしていたら敵対勢力はどう出るのか？」の人体実験手術が完かん了りようしたのだ。荷物として届いたはずの段ボール箱がまさかのヴァンパイアで、さらにミサイルまで搭載していたら敵も驚おどろくはずなのだ。これを実戦で試ためしたあと、次の第二計画「じゃあ、ドラゴンが戦車と合体したら敵対勢力はどうよ？」に移行するのだ！　せっかく伝説の天てん龍りゆうも手に入ったし、ぜひとも改造するのだ！』

　──俺、いつの間にか、改造素材のひとつに数えられてね!?

『ククク……ついに俺は戦車とドッキングか。おっぱいドラゴン戦車とか涙なみだが止まらん』

　ドライグ泣いてる!?　最近特に繊せん細さいだからこんなちょっとのことでも泣いちゃうよ！

　このままじゃ俺、サハリエルさんにドラゴン戦車に改造されちまう。冗じよう談だんじゃねぇ！　逃にげたほうがいい！　朱乃さんとギャスパーを置いてでもこの場から離はなれないと悪の組織に酷ひどいことされちゃう！

　朱乃さんは親子でＳＭな三者面談中！　邪じや魔まをするのは野暮だ！

　ミサイルヴァンパイアに生まれ変わったギャー助、いい奴やつだった！　俺、忘れない！

　そろりそろりとこの場から逃げようとしたが──俺の肩かたに手を置く誰か。振ふり向けばそこには豪ごう快かいな笑みを見せる特撮幹部アルマロスさんの姿が！

「おっぱいドラゴンよ、そろそろこちらも始めようか」

　アルマロスさんが指パッチンをすると戦せん闘とう員たちが「グーッ！」と敬礼したあと、素す早ばやく俺を拘こう束そくしていく！　あれ!?　何事ですか!?

　手早く磔はりつけ台だいに繫つながれていく俺！　ちょ、ちょっと！

　クレーンが動きだして、アルマロスさんに鉄球が振り下ろされる！

　アルマロスさんは眼光を鋭くすると斧おので巨きよ大だいな鉄球を一刀両断にしてしまった！

「攻こう撃げき魔法は強力だ。普ふ通つうに殴なぐりかかっては返り討うちになるだけだろう。となると、どうすればいいのか？　簡単だ！　より鍛きたえて正面から魔法に耐たえうる体にすればいい！　鍛え抜ぬかれた肉体はあらゆる属性魔法を跳はね返す！　物理防ぼう御ぎよと物理攻撃こそ、アンチマジックの基き礎そ理念！　魔法に耐えたら顔面パンチで殴って殺す！　これぞ、対アンチマジックの研究結果なり！　さあ、おっぱいドラゴン！　貴様はここでグリゴリ色に染め上げられるのだ！　鉄球で体を鍛え上げて、魔法の効かない肉体を手に入れろっ！　ぐはははははっ！　冥界のヒーローは今日グリゴリの支配を受けるぞっ！」

　わけのわからない理由を長々と話したあとに笑いやがったよ、この脳みそ筋肉幹部！

　アルマロスさんが指を鳴らすと戦闘員が新たな鉄球を動かしていく！

　鉄球とアンチマジックの関係性がいまだ見えない俺にクレーンの鉄球は大きな振りを作ろうとしていた──。

「いやぁぁぁぁぁっ！　助けてぇぇぇぇっ！」

　俺の絶ぜつ叫きようが室内に響き渡わたった──。

　ああ、もし駒王学園を襲おそったのがコカビエルじゃなくて、この特撮幹部とあのマッドサイエンティストだったら──。もっと混こん迷めいしたと思った。

　コカビエルで良かったのかもしれない！




　後日知ったことだが、このトレーニングスペースはどちらかというと苦行をこなす精神修しゆ行ぎようの意味合いが強く、ちゃんとした神器セイクリツド・ギア所有者のトレーニングは他ほかにあるらしい。

　そっちを紹しよう介かいしろよ!!　グリゴリ関係者は変人、変態ばっかりだ！







　Episode Issei.5




　──と、俺はあの日のグリゴリ幹部の皆みなさんを思い出していた。

　……うん、バラキエルさんも大たい概がいだよね！　せっかく、朱あけ乃のさんとリアスの出会いに感動していたのにドＳとドＭの親子交流を思い出して台無しになっちゃったよ！

　ソーナ会長がロスヴァイセさんのアンチマジック講義の横で優ゆう雅がにお茶を飲みながら言う。

「まあ、パワーで魔法を突とつ破ぱというのも場合によってはあり、ということではないでしょうか。超ちよう越えつした剛ごう力りきであるのなら、その限りではないでしょう。サイラオーグ・バアルも魔法の類たぐいを素手で防ぎますし。イッセーくんも同様でしょう？」

　俺は……ドラゴンブラスターあたりで一気に敵の団体一行さまをふっ飛ばす方向で思考が動きそうです。

　木き場ばがいれば、あいつのサポートをして駆く逐ちくってのも悪くないな。

　サイラオーグさんに関しては……。あのヒトのパワーとスピードは常じよう軌きを逸いつしてるし、獅し子しの衣ころもを着たらとんでも性能だからなぁ。正直、レグルスと合体したサイラオーグさんにもう一度勝つ自信は薄うすい。それほどのヒトだ。

　曹そう操そうしかりだが、極限まで高めたパワー、テクニックほど怖こわいものはないと思える。

「ま、まあ、サイラオーグさんだから素手で防ぐのも可能なわけで……。アルマロスさんと気が合うかも」

　俺はほおをかきながらそう答えた。絶対意気投合しそう。

「姉さま！　見つけました！」

　おおっ、小こ猫ねこちゃんの声だ。見れば、いつの間にかプールサイドに入ってきていた小猫ちゃんとギャスパーが黒くろ歌かを捕つかまえていた。

「にゃー、白しろ音ねとギャーくんじゃん。プールで泳がない？」

　とうの黒歌は一泳ぎしてプールサイドで休んでいた。着物を上から羽織る格好で大事なところだけ隠かくしている状態だ。

「修行をお願いします！　姉さまがここに滞たい在ざいできるのもそれが大きいのですから！」

　小猫ちゃん、お姉さんにだけはハッキリと厳しいね。

「こ、小猫ちゃん、僕は修行いつでもいいんだよ？」

「ギャーくんはイッセー先せん輩ぱいと同じぐらい姉さまに甘いよ」

　手厳しい小猫ちゃん！　でも、修行中の小猫ちゃんはどこか楽しげでもある。本当はお姉さんと過ごせて幸せなんじゃないかな？　早く真の和解があってほしいな。

　妹とギャー助に連れられていく黒歌が俺の横を通り過ぎる寸前に思いついたかのように口に出す。

「ねーねー、赤せき龍りゆう帝ていちん。ひとつ、いいかにゃ」

「んだよ」

　黒歌はルフェイに指を示す。

「ルフェイは赤龍帝ちんの契けい約やく相手の魔法使い候補にできないの？」

『──っ！』

　思いがけない提案にこの場にいる全員が驚きよう愕がくする！

　それは驚いて当然だろう。まさか、ここに来て、ルフェイを俺の契約相手に!?

「く、黒歌さんっ!?」

　驚いていたのはルフェイも同様だった。想像もしていなかったことを言われたのだろう。

　黒歌は濡ぬれた髪かみをかき上げながら続ける。

「いえね、この娘こ、やり手の魔法使いだし、名家の出よ？　んでもって、あんたのファンだし、契約相手としては申し分なさそうじゃないかにゃー？」

　そ、そりゃ、そうかもしれないけどよ……。

　黒歌が肩をすくめてさらに続けた。

「そりゃ、アーサーはペンドラゴン家のはみ出し者かもねー。家宝であり、国宝であり、至宝でもあった聖せい王おう剣けんを持ちだした上に強つわ者ものを求めてこっちの世界に飛び込んじゃったぐらいだし。でもね、ルフェイはそんなお兄ちゃんを心配して追ってきてしまったのよ。本来はペンドラゴン家の魔術師としてつとめを果たすはずだったのにねぇ」

　──っ。

　そんなことがあったのか。家を飛び出していった兄をフォローするために追った、と。

　ルフェイはもじもじしながら言う。

「お父さまとお母さまはお兄さまのことを心配されてましたし……」

　そのような事情があったのね。確かにヴァーリチームのなかでこの娘だけが浮ういていた。

　明らかにテロリストに向いていない性格だもんな。

　しかし、俺のマネージャーたるレイヴェルは真っ先に異を唱える。

「大変心苦しいのですが……あなた方はテロリストですわ。これは覆くつがえせることのできない事実。たとえ、『禍の団カオス・ブリゲード』を脱だつ退たいし、追われる立場になったといっても、どの勢力にも迷めい惑わくをかけてお尋たずね者なのは周知のことでしょう？　私は……イッセーさまの立ち位置を最大限思し慮りよせねばならない立場なのであえてキツいことを言わせていただきました」

　レイヴェル……。

　俺はこの娘の言葉に感動を覚えてしまった。俺のことをこんなにも親身になって支えてくれるだなんて……。俺は最高のマネージャーを得ている……っ！

　黒歌も苦く笑しようしていた。

「まーねー。それ言われちゃったらどうしようもないわよねー。それにこの娘が以前在ざい籍せきしていた魔法使いの組織からも除名処分になっているだろうし」

　その黒歌は手を合わせてかわいく懇こん願がんする。

「でもさぁ、とりあえず、口頭で軽く面接だけでもしてよ、小鳥ちゃん」

「レイヴェルですわ！　もう、イッセーさまの契約相手がテロリストだなんて考えたくもありませんのに！」

　怒おこるレイヴェルに俺が言う。

「まあ、俺も興味あるし、世話にもなったこともあるしさ。ちょっとだけ訊きくだけでもいいじゃないか」

　ルフェイは悪い奴やつじゃないと思うし、単純に興味が湧わいた。

　もし、この娘が候補の一人だったと仮定したら、どうなるのか？

　レイヴェルは口元をへの字に曲げて不ふ機き嫌げんそうにしながらも渋しぶ々しぶうなずく。

「……イッセーさまがそうおっしゃるのでしたら、無下に断ることなんてできなくなります。わかりました。ルフェイさん！」

「は、はい！」

　びくつくルフェイにレイヴェルが改めて問う。

「私の質問にお答えくださいましね！」

「わ、わかりました！」

　そう言うやいなやレイヴェルはメモ用紙を取り出して、ルフェイにいくつもの質疑をはじめる。ルフェイも緊きん張ちようの面おも持もちでそれに応答していった。

「……ふむふむ、魔法の形式は黒も白も北ほく欧おうも精せい霊れいもいける、と……。契約している存在は……フェンリル!?　ゴ、ゴグマゴグ!?　あり得ませんわあり得ませんわ……！」

　驚おどろきながらもしばらくレイヴェルの質問は続き、ついにペンが止まる。

　その表情は内容が信じられないような面持ちであった。

「……なんてことでしょう」

「ど、どうだったんだ？」

　おそるおそる訊く俺にレイヴェルが言う。

「私は今後のイッセーさまに必要となる要素を持つ魔法使いを一定の基準で選せん抜ばつしていました。ルフェイさんはその各要素の基準値をかなり超こえてますわ。というよりもいままで選んできた魔法使いたちのステータスよりも優ゆう秀しゆうな面が多々見受けられますわね……」

　ふむふむ。興味深く聞く俺にレイヴェルは続ける。

「家いえ柄がらもよし。テロリストという一点を除けば理想的な契約相手となります」

　おおっ、すごい評価だ。つまり、ヴァーリチームにいなきゃ一発ＯＫのステータスってことだな！　そっか、これは想像もしてなかったわ。

　ルフェイが俺の契約相手の魔法使い！

　かわいいし、魔法も巧たくみ！　悪魔の利益になりそうな魔法の開発もしそうな雰ふん囲い気きだ。

　でも、テロリストという一点のみがそれらすべてを崩くずす弊へい害がいとなっている、か。

「……『禍の団カオス・ブリゲード』に荷か担たんしていたという事実が、重いですね」

　ソーナ会長が冷静にそう漏もらした。

　本当に、そこだけが残念というか。兄を心配してのことだろうけど、各勢力に目の敵かたきにされている組織に一時的とはいえ、いたわけだし……。

「…………」

　ルフェイも複雑そうな面持ちだった。

　黒歌が重い空気を吹き飛ばすようにカラカラと笑う。

「ま、そのうち好転するかもーだしぃ、いまはそんな評価でいいんじゃないかにゃ。ところで白音、あんたの縄なわ張ばりが先輩に取られているけど、いいのかにゃ？」

　黒歌が小猫ちゃんにそう訊く。俺のひざ上にゼノヴィアが座っているもんな。小猫ちゃんは俺のひざ上を大切な縄張りと思っているようだけど……。

「……あとで私が座り直せば問題ありません。あそこは独立自治区でもありますから」

　俺のひざ上ってそんなに重要なところだったの!?　驚くことばかりだよ！

　テーブルの下にいた死神っ娘ベンニーアが何かをメモ書きしていく。

《ほうほう、おっぱいドラゴンのひざ上は自治区……と。今日は新事実ばかりで勉強になりやすぜ》

　そういや、キミもいたんだったね。影かげが薄すぎて忘れかけていたよ！

　と、そこに新たに来訪者の声が──。

「地下にプールだなんてとても楽しそうですね」

　皆みんながそちらに視線を送ると──そこにはシスター服のお姉さんがいた！　シスター・グリゼルダだ！　この一帯で活動する天界側のスタッフを統とう括かつされている方のご登場だった！　シスターは男性二人を付き従えて、俺たちのもとに歩み寄る。

「申し訳ございません。お宅を訪問致いたしましたら、兵ひよう藤どう一いつ誠せいさんのお母さまがお迎むかえくださいまして、ここに通されたしだいです」

　なんてこった！　俺たちここにいるのに夢中すぎて、来訪者に気づかずじまいだった！

　母さん、ありがとう！　ってか、この家に暮らすメンバーのほぼ全員がここに集結しちゃってたもんな！　そりゃ気づかないわ！

「ごきげんよう」

　シスターは俺たちに丁てい寧ねいなあいさつと微笑ほほえみをくださった。

　俺のひざ上に座るゼノヴィアが──シスターの登場に体を固まらせていた。イリナはすでに俺から離はなれて姿勢を正していた！

　シスターは微笑みながらゼノヴィアの頰ほおを引っ張る。

「昼間から殿との方がたのひざ上に乗っているなんて、随ずい分ぶんと破は廉れん恥ちな子になったようですね」

「ひゃ、ひゃい、ごめんらひゃい……」

　ゼノヴィアは涙なみだ目めで謝っていた。こいつのかわいいところをまた見られた。本当にシスター・グリゼルダには頭が上がらないんだね。

　と、シスターは咳せき払ばらいして改まり、頭を下げる。

「申し訳ございません。グレモリーさんとシトリーさんがお話し合いをするというので、私たちもお邪じや魔ましようと思いまして……」

　とうのソーナ会長と朱乃さんも姿勢を正して快くシスターを迎え入れていた。

「いえ、こちらこそ光栄です」

「こちらにお座りください。さあ、お茶でもどうぞ」

「ありがとうございます」

　テーブル席のひとつに腰こしをおろすシスターだが、俺の関心は違ちがうところに移っていた。

　……シスターが連れてきた男性二人。一人は神父の格好で金きん髪ぱつにグリーンの瞳ひとみという端たん正せいな顔立ちの青年。俺よりも三つか四つ上ぐらいだろうか？

　もう一人は日本人だ。背格好は俺とほぼ同じぐらい。その辺にいるちょっとイケメンな日本男性って具合だ。年は俺よりもひとつかふたつ上か？　ただ──。

「…………」

　傍かたわらに大型の黒い犬を従わせていた。真っ黒だ。漆しつ黒こくの毛色と言っていいだろう。金色の瞳がギラギラと輝かがやいている。

　……身にまとうオーラの質から普ふ通つうの犬ではないことがうかがえた。

　異形の類たぐい──。いや、神秘的なものも感じられて……。

　俺のなかでひとつの仮定が生み出されるが……。

　俺が頭のなかであれやこれや思慮していると、神父の男性のほうが破顔してあいさつをし始める。

「ども。初めまして、駒く王おう学がく園えんの悪魔の方々。自分、デュリオ・ジェズアルドといいまっす。以後、お見知りおきを～」

　──ッ!?　デュ、デュリオ!?　ってことは──。

「──ジョーカー」

　ソーナ会長がそう静かに口にした。そう、その名前は天界の転生天使でも別格っつージョーカーの本名だ！　俺たちがジョーカーの突とつ然ぜんの登場に驚くが、本人は至ってマイペースにうちの女子メンバーに視線を配らせていた。

「いやー、赤せき龍りゆう帝てい殿どのは美人の嫁よめさんをたくさん持ってるって聞いてたけど、マジだったんスね。うらやましい限りだ、うんうん」

　飄ひよう々ひようと語るジョーカーにシスターが戒いましめの言葉を投げかける。

「デュリオ？　あなた、天界の切り札たるジョーカーなのですよ？　失礼のない言い方をなさい」

　シスター・グリゼルダはジョーカーの耳を遠えん慮りよなく引っ張っていく。

「いてててて。……ったく、グリゼルダ姐ねえさんには勝てないっスわ」

　シスターはゼノヴィアだけではなく、ジョーカーまで管理しているのか……。

　ジョーカーを切るとか切らないとか、カーミラ派の吸きゆう血けつ鬼きが来訪したときに先生とシスターが話してたけど、こうも早く出会うことになろうとは。

　……それだけ、今回の『禍の団カオス・ブリゲード』の動きは不気味ってことだよな……。

「そちらは……？」

　朱乃さんの視線が男性のもう一方──黒い犬を従えた男性に向けられる。

　──が、シスターが答える前に黒歌が楽しげに言った。

「これは珍めずらしいにゃん。うちのヴァーリがいたら喜んだかもね」

「知ってんのか、黒歌？」

　俺が訊くと黒歌はにんまりと意味深に笑んだ。

「──刃狗スラツシユ・ドツグよ。『黒刃の狗神ケイニス・リユカオン』の所有者。曹操以外でヴァーリに覇龍ジヤガーノート・ドライブを出させた『人間』にゃ」

　──ッッ!?　こ、このヒトが!?　今日は驚くことばかりだ！

　ジョーカーに並んでこの男性が刃狗スラツシユ・ドツグと知り、俺たち全員が仰ぎよう天てんする！

　読めない来訪者がこう立て続けにあれば誰だれだって目を丸くするだろう！

　本日、二人めの神滅具ロンギヌス所有者が俺たちにあいさつをくれた。

「初めまして、幾いく瀬せ鳶とび雄おといいます。今日は元総そう督とくアザゼルの代行でここへ訪おとずれました。こっちは刃ジン。神滅具ロンギヌスそのものだと思ってください。俺の神器セイクリツド・ギアは独立具現型だから、意思を持っているんだ。今後は裏方要員として、皆みなさんのサポートに入っていきます」

　そう犬のほうまで紹しよう介かいを受けたが……。そうか、この犬自体が神器セイクリツド・ギア──。レグルスが後天的に獣けものとなったのと同じ原理？　いや、こっちは最初からこういう状態だったっぽいな。

　マジで神器セイクリツド・ギアっていろいろな形状があるよね……。先生が夢中になるのもちょっとだけわかるほどに不思議なことが多いと思うんだ。

　しかし、このヒトが裏方増ぞう援えんメンバー！　噂うわさの刃狗スラツシユ・ドツグさんが裏でサポートしてくれるだなんて、これほど心強いものはないな。

「……なるほど、まったく隙すきのない犬だ」

「うん、かわいい顔しているけど、内に巣くっているものはとんでもなさそうよ」

　ゼノヴィアとイリナも黒い犬──刃ジンの持つ独特のオーラに表情を険しくさせていた。

　ソーナ会長はメガネをくいっとあげる。

「くしくも三大勢力の各神滅具ロンギヌス所有者が集つどってしまいましたね」

　ここにサイラオーグさんところのレグルスもいれば三大勢力の神滅具ロンギヌス持ちは全員集合になったな。

　おおっ、なんか、すごいことになってんな！　いっつもオカルト研究部と生徒会で事に当たっていたけど、天界側とグリゴリ側から出向してくる増援があると心強いなんてもんじゃない！

　相手がしぶとくて凶きよう悪あくな邪じや龍りゆうってんなら、このぐらいのメンバーで当たらないとヤバいよな。少しでもメンバーが死ぬリスクが低くなれば、それに越こしたことはない。正直、グレモリーチームだけじゃ……いつ誰が死んでもおかしくない状じよう況きようになると思う。

　もっと強くなりたい。そんな悲しい状況を生まないためにも。

　──と、心中で暗いイメージを浮うかべている俺に刃狗スラツシユ・ドツグさんが言う。

「赤龍帝、自主トレーニングは今日もするのかな？」

「え？　ああ、はい。それが何か？」

「アザゼルさんから、木場祐ゆう斗との代わりにキミやこのチームの相手をしてほしいと頼たのまれているから、俺で良かったらどうかな？」

　──っ！　マジか！　そ、それはうれしい！　光栄なんてものじゃない！

　俺は何度も大きくうなずいて刃狗スラツシユ・ドツグさんの手を握にぎる。

「ぜひ！　神滅具ロンギヌス所有者が練習相手なんてそうないもんな！」

　これは好機だ。神滅具ロンギヌス所有者とトレーニングできるなんて、俺やグレモリーの皆にとっては大きな経験になる！

　いままで戦った神滅具ロンギヌスの所有者って、対戦相手か敵だったからなぁ……。おいそれと簡単に神滅具ロンギヌス所有者と修しゆ行ぎようなんてできないからな。

　その横でジョーカーも手をあげる。

「あ、俺もミカエルさまからそう命じられていたかも。赤龍帝殿、グレモリーの方々、俺も練習相手にどうかな？」

　すげえ！　なんだよ、このビッグチャンスはよ！　こんなことがあり得るのか!?

「ジョーカーも!?　ぜひぜひ！　先生から聞いてます！　曹操並みに強いんでしょう？」

　俺の問いかけにジョーカーは首を大きくひねる。

「うーん、条件が揃そろえばかなー？　あ、そうだ、敬語いらないから。俺、そういうの苦手なんだ。デュリオでいいよー。俺もイッセーどんと呼ぼう」

　などと、ジョーカー──デュリオは親しげに握あく手しゆに応じてくれた。

　飄ひよう々ひようとしたヒトだけど、悪いヒトではなさそうだ。刃狗スラツシユ・ドツグさんもしかり。

　ゼノヴィアとイリナがこの状況を見て燃えだしていた。

「これはいいぞ。トレーニング相手が神滅具ロンギヌス所有者複数だなんて、そうあるものじゃない。なんだか、燃えてきたぞ！」

「そうね、私も天使のパワーを高めたいわ！」

「そうだな、自じ称しよう天使は天使というものをジョーカーに習ったほうがいい」

「もう！　ゼノヴィアこそ、刃狗スラツシユ・ドツグさんからテクニックを覚えればいいんじゃないかしら！」

「お二人とも、張り切ってますね！　私もファーブニルさんとの連れん携けいを鍛きたえます！」

　ゼノヴィアとイリナのプチ口げんかを朗ほがらかに見守っているアーシアという図。うん、今日も教会トリオは元気です。

　ソーナ会長が挙手して言う。

「よろしければうちのヴリトラ使いも参加させたいのですが、いかがでしょうか？　そろそろあの子を禁手バランス・ブレイカーにさせたいと思っておりますし、このメンツなら至る可能性が高いでしょう」

　ジョーカーはにんまり笑んでうなずいていた。

「いいんじゃないっスかねぇ。龍りゆう王おうも追加ってことで」

　あいつの禁手バランス・ブレイカー修行か。確かにこのメンバーなら至れるかも。ただし、生半可なしごきではないだろう。何せ、神滅具ロンギヌス所有者が俺含ふくめて三人だ。

　匙さじ、ご愁しゆう傷しようさまと言っておこう！　俺は手加減しないぜ！

　ジョーカー・デュリオと刃狗スラツシユ・ドツグ──幾瀬鳶雄さんの好意に皆みんなが活気づくなか、シスター・グリゼルダが言う。

「テロリストの動きが以前にも増して不気味な以上、各勢力の若手を強化させねばなりません。……残念ながら各陣じん営えいの実力者の大半が上役であり、政治的な意味合いで動きにくい立場にあります。各勢力の神族──特に主神を失うわけにはいきません。ですから、あなた方のようにいつでもどこにでも派は遣けんできるであろう強い若手が必要なのです。どうか、三大勢力だけではなく、各神話体系のため、そして人間界のために力を貸してください。私たちもサポートとして最大限尽じん力りよく致いたします」

　深く頭を下げるシスター・グリゼルダ。俺はシスターに言う。

「頭をあげてください、シスター。俺たちはやるときはやります。平和が一番ですけどね」

　いやー、ぶっちゃけ、ここの女子たちと平和でエロエロに生きられたら十分なんですけど、どうにも赤龍帝ってのをやっているといろんなことが舞まい込んできましてね。

　ハーレム王の道は楽じゃない。でも、やんなきゃな。

　……リアス、アーシア、朱乃さん、小猫ちゃん、木場、ゼノヴィア、ギャスパー、イリナ、ロスヴァイセさん、レイヴェル、オーフィス、アザゼル先生、生徒会メンバー、俺の身内が悲しんだり、泣いたりするのを見るのは……もう十分だ。

　今後もそういう場面があるかもしれない。でも、できる限り、やれる範はん囲い、俺は皆のために──皆と平和に過ごせるために、がんばるよ。

　決意を新たにするなか、ジョーカー・デュリオが勝手にテーブルに置かれたお菓か子しを頰ほお張ばりながら言う。

「ま、各勢力の若手を一度会わせておこうって話し合いはされ始めていたところですからねぇ。イッセーどんやここの皆みなさんにばかり戦わせては心が痛むとミカエルさまもおっしゃっていますしな。若手同士で交流を持つのは悪くないんじゃないスかね」

　先生にミカエルさん、ありがとうございます！　練習相手にジョーカーと刃狗スラツシユ・ドツグ！　心強いなんてもんじゃない。天界とグリゴリから若手を派遣してもらえるなんて、光栄な限りだ！

　俺は気合を入れて叫さけぶ。

「よーし！　皆でさっそく練習だ！」

『おーっ！』

　ゼノヴィアたちが続いてくれるが、ソーナ会長が冷静に言った。

「いえ、その前に今後についての話し合いです」

　あ、そうでした。

　と、まあ、兵藤家のほうはこんな感じだ。

　さてさて、リアスと木場と先生は今いま頃ごろ吸血鬼の領域で何をしているのだろうか？

　あっちで何も起こらなければいいんだけどね。







　Episode Azazel.1




　濃のう霧むに包まれた町──。

　俺──アザゼルは吸きゆう血けつ鬼きカーミラ派のテリトリー内に身を置いていた。カーミラサイドの中心とも言える城下町。ここにカーミラ派の吸血鬼たちが住む。

　吸血鬼は中世ヨーロッパの趣おもむきを残す建造物に好んで住むとか、そんな時代遅おくれのように思われがちだがそうでもない。

　この町は、中央の真祖たるカーミラの城を円上に囲むように現代的な建物が並ぶ。住宅街の民家も今風のものばかりだ。上役たる純血種の者たちは古めかしいデカい屋や敷しきに住んでいるようだが。

　もちろん、弱点である日の光を拒きよ絶ぜつするようにどの建物にも窓が少なく、あったとしても戸が閉められている状態だ。

　ま、この濃霧だ。日の光なんて昼間でも町にまで届きやしない。

　現在は真っ昼間。夜の住人たる吸血鬼たちはお眠ねむり中。昼間でも町で動いている者はいるが、肌はだを露ろ出しゆつしないよう厚い服装で防備していた。霧きりが立ちこめていても陽光が怖こわいんだろう。車で移動している者すらいる。町の設備や住民の持ち物は人間界とさほど変わりはしない。住民の大半が元は人間だったからであろう。その点は冥めい界かいで暮らす転生悪あく魔まと近いと言える。

　問題のこの霧だが、これは吸血鬼の能力だ。ヴァンパイアは霧を操あやつるからな。格の高い者ならば、町ひとつ覆おおうほどの霧を発生できるだろう。

　霧は結界でもあり、索さく敵てきも有している。霧使いのゲオルクほどの特異性はないだろうが、それでもこの町を丸ごと霧で覆う吸血鬼は実力者であるだろう。

　リアスと別れたあと、俺は一人で入国した。人ひと里ざと離はなれた山間部に広大な結界を張って、人間界と隔かく絶ぜつした場所。それがここだ。

　ちなみにツェペシュ派の大元たる領域はここから大きく離れてはいない。お互たがいに境界線──国境みたいなものは作っているようだが。

　吐はく息も白い。ルーマニアは日本とほぼ同じ季節を巡めぐる国だ。日本が冬到とう来らいとなれば、こちらもすでに冬。しかし、日本よりも寒い国でもある。この外気温だと、場所によっては雪が降っていてもおかしくないだろう。

　さて、なんで俺がこの町で悠ゆう長ちように風景を眺ながめているかというと……。

「つまらんな……」

　俺は独りごちていた。俺がいるのはカフェだ。昼でも営業している奇き特とくな店を見つけたので、ここの二階テラスの席で茶を飲んでいた。

　お茶といっても血ではない。吸血鬼でも嗜たしなむという味の濃こい紅茶だ。吸血鬼は血が濃いほどに人間と味覚が異なるという。純血種なんて血以外のものは、あまり受け付けられない。紅茶を嗜めるのは、人間から転じた者たちであろう。

　と、まあ、そんなこともどうでもいい。つまりだ。俺はその吸血鬼の城下町で茶を飲むほどにヒマということになる。

　実は、カーミラ派の女王たるカーミラ本人との面会を願い出たのだが──どうにもタイミングが悪かったようで、女王さまは会議中とのことだった。

　しかもかなり長引いているようで、すでにここに到とう着ちやくして幾いく日にちも過ぎている。城でＶＩＰ待たい遇ぐうで迎むかえ入れられたが、どうにもヒマを持て余して町に繰くり出したのだ。

　俺が暇ひま人じんをするはめになるとは、イッセーたちに大見得切ってここに来た手前、なんとも格好悪い形だ。

　……どうやら、ツェペシュ側で動きがあったようだな。それにカーミラ側が対たい抗こう策を練っているということだろう。俺への会談はそのあとにしたいんだろうな。

　俺を無視しているわけでもない。現に俺の席から少し離れたところに座る者は、監かん視し役だろう。そんな気配がムンムンだからな。

　おそらく、カーミラは俺との会談前にすべてのカードを手順よく切れるように決めておきたいんだろうよ。

　あれだけ特使に言いたいこと言わせておいて、いざ入国しても放置プレイとはな。まったく、吸血鬼の高潔さとやらには恐おそれ入る。

　解げせない状じよう況きように息を吐く俺。──と、唐とう突とつに監視役の気配が途と絶だえる。ちらりと見やれば、監視役の者がテーブルに突つっ伏ぷしていた。

　俺はため息を吐ついて、こう言う。

「ったく、こんなところにまで何の用だ？──ヴァーリ」

　俺の席に近づいてきたのは──ヴァーリ本人だった。

「いや、この近くを通りかかったら見知った気配を感じたからな」

　奴やつは美び猴こうとアーサー、フェンリルを連れての登場だった。

「やーやー、総そう督とく♪　いんやー、いまは監督だっけ？」

「相変わらずだな、美猴。……眠らせたのか？」

　俺が監視役の吸血鬼へ意味深に視線を配らせると、イタズラ猿ざるは楽しそうに笑えんだ。

　仙せん術じゆつの一種で、監視役を眠らせたのだろう。

　こいつらがこの霧のなかを何事もなく動けるのは、潜せん入にゆうに長たけているからだ。何せ、神しん出しゆつ鬼き没ぼつな連中であり、いかなる組織にも捕つかまらない猛も者さどもだからな。

「で、何か用か？」

　俺が問うと、奴らは席に座って、語り始めた。

「ああ、邪じや龍りゆうのことだ」

　ヴァーリが話し始めたのは、こいつらが出会ったという邪龍についてだった。

　……もろもろのことを聞いた俺は、ヴァーリに改めて問う。

「アジ・ダハーカは強かったか？」

　カップに口をつけながらヴァーリは楽しげに答える。

「……少なくともプルートよりは楽しめそうだ」

　……少なくともアジ・ダハーカはプルートよりも強いということだな。

　美猴が続く。

「つーか、強ぇよ、あのイカレドラゴン。俺っちが相手したドラゴンのなかじゃ、抜ばつ群ぐんに強ぇ。倒たおれねぇ相手ほどやってて参るものはねぇさ」

「グレンデルも相当にしぶとそうでしたしね」

　アーサーもそう続いた。

　強つわ者ものどもを求めて世界中を旅するこいつらが言うのだから、そいつらの強さは群を抜ぬいていると判断できる。

　俺が言う。

「こっちも若手悪魔どもが存外に苦戦したとよ。……異例の成長を遂とげてるあいつらでも『苦戦』ってのは相当不ま味ずい状況ではある」

　ヴァーリが片かた眉まゆを少し上げて訊きいてくる。

「やはり、邪龍の復活は聖せい杯はいか？　あれは生命をいじるのだろう？　死んだ者の蘇そ生せいも可能なのか？」

　まあ、そういう疑問になるよな。そうだ、これはどうにも聖杯が絡からんだ事例だろう。

　あの神滅具ロンギヌスの聖杯は……使いようによっては命の理ことわりを狂くるわせる。

　カーミラの上が騒さわぎ出したのもそれに関かん与よしていると見て間ま違ちがいない。

「魂たましいの在あり処か、魂の行き着く先ってのは各宗教ごとに定義も扱あつかい方も様々なわけだが……キレイさっぱり元通りで復活ってのは通常あり得ない」

　奇き跡せきレベルの復活劇を遂げたイッセーですら元の体は崩ほう壊かいし、新調せざるを得なかったわけだからな。

　一度魂が逝いっちまったら、そう簡単に現世には帰ってこられない。役目と運命を遂げて肉体から魂が離れるってのはそれだけ尊いことだからな。

　魂をどうにかできるほどの術とキャパシティ、存在感があるのなら話は別だろうが。

　または悪魔、天使の転生システムとかで復活もあるな。まあ、どっちも死にたてホヤホヤじゃないといけないがな。

　ヴァーリは目を細める。

「──邪龍は別、か？」

　……奴らはしぶといからな。

　俺は角砂糖を上に重ねていきながら言う。

「……あれほど肉体と魂を切り刻まれたヴリトラが神器セイクリツド・ギアを寄せ集めただけで復活を遂げられた。そこから推測して、『聖書の神』が残した盛せい大だいバグとも言われる神滅具ロンギヌスがあれば……」

「しかも亜あ種しゆの禁手バランス・ブレイカーなら話は次元も変わるということだろうな」

　続いたヴァーリの言葉に俺はうなずいた。

　美猴が頰ほお杖づえをつきながら言う。

「そうなっと、聖杯を持つ吸血鬼の一派は『禍の団カオス・ブリゲード』と繫つながってるってことかぃ？」

　先んじてカーミラ派がそこまでツェペシュ側の事情を知っていてもおかしくないな。聖杯を持つヴァレリー・ツェペシュを止めるのに交流のあったギャスパーが最適だと思ったのだろう。ギャスパーなら相手も隙すきを見せるかもしれないと踏ふんだのだ。

　逆に言えば、ヴァレリーは──それほど厄やつ介かいな存在ということになるな。

　交流を断絶していた俺たちへの交こう渉しよう開始も言い換かえれば吸血鬼だけではヴァレリーと、そこに繫がる『禍の団カオス・ブリゲード』に対応できないというニュアンスにも取れるだろう。

　誇ほこりゆえに上から目線で来たか、それとも端はなから俺たちを利用して横合いからいいところをかっ攫さらう腹なのか。

　解せないことばかりだが……。ギャスパーよ、正直言うが、おまえが恩義を感じているヴァレリーという娘むすめは……とてつもないものに巻き込まれていると思っていいぞ。

　それにここにきてのカーミラの騒さわぎよう、ツェペシュに変化があったのだろう。

　……リアスたちが心配だな。やはり、イッセーたちを呼んだほうがいいか……。

　──と、ふと俺は奴らの変化に気づいた。

　黒くろ歌かとルフェイがいない。

「おい、ヴァーリ。悪わる猫ねこと魔女っ子はどうした？」

　俺が問うとヴァーリは肩かたをすくめて言った。

「兵ひよう藤どう一いつ誠せいのところだ」

　ほうほう。なんだなんだ。

「振ふられたのか？　ったく、きちんとかまってやらないからあいつに取られんだぞ？」

　俺が冗じよう談だん交じりで言うが奴は気にも留めず、「そうかもな」と返すだけだった。

　……本当に気にしてない様子だな。まったくもってこいつの女への関心の無さは驚きよう嘆たんに値あたいする。ガキの時分からそうだからな。こいつは恋れん愛あいごとにまるで興味を抱いだかない。

　……女が嫌きらいなわけじゃないんだよな。じゃなきゃ傍そばに黒歌とルフェイを置くわけもないからな。

　イッセーとは逆の意味で心配になっちまう。

　美猴がカラカラっと笑った。

「いんだよ、総督。黒歌もルフェイも何かあったら駆かけつけてくれるんでねぃ。それにあいつら、赤せき龍りゆう帝ていと遊ぶのが楽しいって言ってっからよ？　こっちの兄ちゃんも安心らしいぜ？」

　美猴がアーサーに意味深な視線を投げかける。

　アーサーがメガネの縁ふちをくいっとあげた。

「ええ、正直、彼のところにいたほうがルフェイも安全でしょうからね。いまだに私は、彼女は俗ぞく世せに戻もどったほうがいいと思っておりますし。完全に戻れなくとも特例区域とも言える赤龍帝殿どののご自宅にいれば近しい生活はできるはずです。元総督殿もその辺りはご配はい慮りよしてくれそうですしね」

　そう来るか。まったく、抜け目のない剣けん士しだ。しかし、あれだな。こいつも戦せん闘とう狂きようの割には妹がかわいいようだ。俺はアーサーに言う。

「あそこにいる限りは誰だれにも手を出させないようにはしてやってるさ。ただ、イッセーたちの体てい裁さいだけは配はい慮りよしてやってくれよ？　おまえらと堂々と手を組んでいるとバレたら何かと厄介だからな」

　俺の言葉にアーサーも「ええ」とうなずいていた。

　ま、すでに黒歌もルフェイも半分居い候そうろう状態になってんだが……。イッセーの野や郎ろう、愛人候補をどれだけ増やせば気が済むんだ？　無意識のうちに寄ってくるんだろうが……。

　将来的にあいつの子供が何人になるのか、今度サーゼクス辺りと賭かけてみるかね。

　そんなことを思慮していると美猴の奴が荷物から何やら取り出した。──カップ麵めんだった。

　そして、いつの間にか用意していたポット。準備を整えながら美猴が俺に問う。

「元総督はどれがいいんだぃ？　赤いのか？　緑色のか？　それとも大容量の焼きそばかぃ？」

　随ずい分ぶんとカップ麵を取りそろえているじゃないか。しかも全部日本製だ。確かに日本のカップ麵が一番美う味まいがね。

「じゃあ、そっちの緑色のをくれ。そばが好きなんでな」

　小腹が空いてはいるから、付き合ってやるか。

　美猴の野郎はケラケラ笑う。

「おっ、日本慣れしてんねぃ。いいぜぃ。で、ヴァーリとアーサーはどれさ？」

　カップ麵を適当に選ぶこいつらを見ながら俺は訊く。

「あちらこちらを旅する白はく龍りゆう皇こう一行さまのお食事がカップ麵とはな。誰か料理のひとつでもできないのか？」

　美猴の奴は手をぶっきらぼうに振る。

「ルフェイが担当だったからねぃ。あの子がいないとうちは途と端たんにインスタント食品さ。ま、俺っちは麵類好きだし、ヴァーリもアーサーも食事にこだわらないからねぃ」

　俺の隣となりで加か薬やくの袋ふくろを破るヴァーリの姿になんとも言えないものを感じてしまった。アーサーもアーサーで「紅茶が上等なら文句もありません」と自前のティーポットを取り出していた。

　フェンリルは……目の前にカップ麵をぞんざいに置かれ、獣けものながらも解げせない雰ふん囲い気きを全身から放っていた。元の巨獣サイズより小さくなったとはいえ、まがりなりにも伝説の魔ま獣じゆうだぞ……？　フェンリルにカップ麵かよ！

　……この状じよう況きようだけで判断するなら、三食手作りの愛妻、愛人料理を食べている赤龍帝のほうが上のように思えるぞ。

　ったく、こいつらと来たら緊きん張ちよう感かんの欠片かけらもありゃしねぇ。ここは吸きゆう血けつ鬼きの領域だ。自分たちがお尋たずね者だって自覚がないんじゃなかろうか。

　いや、ないんだろう。こいつらはバカだからな。

　しかし、ヴァーリの強者捜さがしの旅はマニアの域だな。まさか、滅ほろんだ魔物にまで及およぶとは……。俺の影えい響きようが強すぎるのか？　育てた本人としては複雑なところだ。

　そういや、以前こいつらは初代孫そん悟ご空くうの紹しよう介かいでアルビオンのカウンセラーを選んだんだったな。その話はあとで聞いたものだったが、それにしてもこいつらは本当に──。







　Life.5　おおかみのもんしょう




　吾わが輩はいは神をも喰くらう狼おおかみである。名前はフェンリルという。

　いま吾輩たちは、少々厄介な状況に陥おちいろうとしていた。

　というのも、吾輩たちを襲しゆう来らいしてきた敵に仲間二人が戦せん闘とう開始早々に封ふうじられてしまったからだ。

「カカカ！　なっさけない孫そん悟ご空くうだなや！　なあ、兄弟？」

「シシシ！　そうだなそうだな！　まっさか、もう一いつ匹ぴきまで釣つられるなんてな、兄弟！」

　古代中国の武将が身につけている甲かつ冑ちゆうを着た二体の人型妖よう怪かい──。不ふ愉ゆ快かいな笑いをあげていた。

　その者たちの襲しゆう撃げきを受け、情けない二人の仲間が捕とらえられてしまったのだ。まったくもって、嘆なげかわしい。

「どうしましょうか、フェンリルちゃん」

　我が盟友ルフェイ嬢じようも少しばかり困こん惑わくしている。

　なぜ、このようなことになってしまったのか。

　少し遡さかのぼって説明しよう。







　強つわ者ものとの戦い、または未知、未解明の現象に挑いどむことが我らの行動目的のひとつであった。

　その日も我らは人里から遠く離はなれた中国の山中に足を踏み入れていた。

　霧きりがかかる石柱ばかりの渓けい谷こくの風景は、仙せん人にんが住んでいてもおかしくない独特の雰囲気をかもしだしている。この絶景もこの国ならではのものだろう。

　そして、この景色の先に今回我らが望むものがあるというのだ。

「あー、山ばっかりにゃん。霧も濃こいしぃ。ねぇねぇ、美び猴こうの觔きん斗と雲うんでひとっ飛びってわけにはいかないのー？」

　不満を漏もらす女──猫ねこ又またの黒くろ歌かという。黒い髪かみに、黒い着物という出いで立ちだ。

　魔力、仙術、妖術など、術に関するものに秀ひいでており、そのキャパシティは膨ぼう大だいである。悪魔に転生しているが、主あるじを殺害してしまい、逃とう亡ぼうし放ほう浪ろうの末この集団に身を置いたようだ。

　吾輩のなかでこの猫又の評価は微び妙みようである。

　能力はあるだろう。それは認めよう。しかし、どうにも思考が快楽的であり短たん絡らく的で、さらに常に盛さかりがついていて下品極きわまりない。

　吾輩のなかでこの猫は段階的組織構造ヒエラルキーの下部に位置する。とても吾輩と同等に扱あつかえない。上に見るなんて考えられぬことだ。

　この段階構造は吾輩の強い本能に従って決められているものだ。狼としての誇りが吾輩の知性を上回り、それを基準としてしまう。

　出自が特異であり、知ち恵えはあろうとも吾輩も一匹の獣ということなのだろう。それに関しては文句もなく、生き方として受け入れている。

　猫の文句を受けて、頭の悪そうな（実際に悪い）猿さるの妖怪が息を吐はく。

「うっせぇなぁ。うちのリーダーが現地まで徒歩っつーんだから、仕方ねーだろぃ。つーか、この霧は仙人やら何やらが張っているものでもあるしよぉ、余計な術を使ったらソッコーでどっかの仙人に捕とらえられるっつーの」

　古代中国の鎧よろいを身に着けた──美猴。一見では人間の男にしか見えないが、かの高名な孫悟空の血を受け継つぐ妖怪だ。──が、とてもそうは見えない。

　常にヘラヘラと笑っており、俗世の文化に感化されやすく、その上それらを好む。食事も生活も雑極まりなく、品がない。見ていて仲間と思われたくないほどに下品な猿なのだ。

　当然、吾輩のなかでこの猿は下の下である。猫よりも下の評価だ。同等とは考えたくもない。触ふれられることすら嫌けん悪おを抱く。

「ま、この風景を見ながらの散歩もたまにはいいでしょう」

　紳しん士し的な風体を持つ男はアーサー・ペンドラゴン。かの英えい雄ゆうアーサー王の子孫であり、聖せい王おう剣けんコールブランドの持ち主である。このような山奥でもスーツにメガネという場ば違ちがいな格好だ。

　常に和なごやかにしており、アーサー王の雰囲気は一いつ切さい感じさせない男だが……隙すきはない。接するさいも吾輩はこの者の内に巣くう「無」を感じてならないのだ。

　この男は自分が興味を抱いたもの以外には無感情なのだろう。しかし、こと戦闘に関しては比類なき冷れい酷こくさと緻ち密みつさを備えており、どのような局面でも冷静に処するのだ。それが不気味であり、共に動く間あいだ柄がらとしては心強いとも感じる。

　吾輩のなかでこの男の評価はわりかし高いほうだ。行動を共にする者としては十分な品格、能力を有しているだろう。

「皆みなさーん、待ってくださーい……」

　少し遅おくれて吾輩のもとにたどり着くのは魔術を嗜たしなむ娘むすめ──ルフェイだ。とがりのある帽ぼう子しと、マントという魔女らしい身なりをしている。

　先ほど紹介したアーサーの妹でもあった。兄妹きようだいであるためか、どことなく面おも影かげはあるのだが、性質的には真逆といえるだろう。兄の冷たい雰囲気は皆かい無むであり、この集団のなかで常に柔にゆう和わな面おも持もちでいる。

　この娘は他ほかの者たちと違い邪じや気きはないに等しい。だが、兄同様内心まで読めない独特のものを身にまとっている。悪さをしようという気構えはないだろうが。

　この娘が吾輩専用に作る肉と野菜の煮に込こみは絶品であり、この集団に身を置いての貴重な楽しみのひとつでもある。

　ゆえにルフェイ嬢は吾輩のなかでは盟友という位置づけだ。この娘の守護を任されることも多く、この集団で一番接点のある者だと言えよう。

　……しかし、猿と猫の言うようにこの渓谷の空気は不ふ穏おんであり、吾輩の感覚をも鈍にぶらせる。生ぬるい感かん触しよくが常につきまとい、全身を覆おおっているようだ。この一帯は何者かの縄なわ張ばりなのだろう。

　不自然なほど他のニオイは感じ取れない。だが、視線……というわけではないのだが、何者かに索さく敵てきされている、捉とらえられている嫌いやな生暖かさだけは肌はだに伝わってくるのだ。

　気配察知を鈍どん化かさせられている──。ここにいる全員がそれを認にん識しきして行動しているであろう。

　普ふ段だんならば、何者かに捕ほ捉そくされるであろうこのような場所に姿を現す愚ぐ行こうはおかさない。我らは様々な勢力から命を狙ねらわれているからだ。

　先日の英雄派との決別の折、いちおうの身を置いていた『禍の団カオス・ブリゲード』からも我らは討とう伐ばつ対象となってしまった。それゆえ、この集団は姿を隠かくす術に長たけていた。

　今回は事情もあって、この渓谷に足を踏ふみ入れているのだ。

「この渓谷の肌はだ触ざわり、俺は嫌きらいではない」

　そのような不敵な言葉を口にするのは──。

　暗い色合いの混じる銀ぎん髪ぱつをした青年が、吾輩の後方から音もなく現れる。

「このどこから襲来されてもおかしくない山の空気は悪くない。霧に独特の湿しめり気があるが……すでに誰だれかのテリトリーということなのだろうな。山と霧の雰囲気だけで、静かに楽しませてくれるとはこの国の秘境も捨てがたい」

　集団のなかで最後に紹介するこの青年の名はヴァーリ。真の魔王ルシファーの血を受け継ぎ、二に天てん龍りゆうの片割れ──白はく龍りゆう皇こうの力をも有する強力無比な男だ。

　体を覆う雰囲気、体から発するプレッシャーは、この悪あつ鬼きのごとき集団のなかでも一線を画す。戦いを追い求めるその瞳ひとみには大なり小なり常に火を灯ともしている。

　我が父である北ほく欧おうの悪神──ロキの支配から吾輩の意識を解き放ったのがこの男だ。吾輩は父の牙きばであり、爪つめであった。我が牙と爪は神に深手を与あたえる禁断の術──。

　吾輩は父ロキの従順な子──否いな、僕しもべと化して、それ以上でも以下でもなく、ただ父の命を聞いて、相手を切り裂さき、嚙かみ砕くだいた。それが存在理由だと信じてならなかったからだ。

　だが、その理由を魔の鎖くさりグレイプニルと支配の聖剣エクスカリバー・ルーラー、そして『覇龍ジヤガーノート・ドライブ』を用いて塗ぬり替かえたのがヴァーリなのだ。

　この者が吾輩に求めたのは──共に行動すること。ヴァーリが望む神々との戦いで吾輩の牙と爪を抑よく止し力りよく、交こう渉しようの武器として得たかったのだ。

　吾輩はこの男を集団の長おさとしていちおうの信しん頼らいを置いている。少なくともうるさい猫や下品な猿が騒さわぎ立てるこの集団をまとめあげられるのはこのヴァーリしかいないだろう。

　父ロキのもとを離れ、このような集団に身を置く吾輩……。

　ヴァーリたちによって、吾輩は大きな体と力の一部を失ってしまった……だが、しかし……。

　吾輩の頭を撫なでるのはルフェイ嬢だ。

「こういう霧が多いとゴッくんも呼んであげられませんね」

　濃のう霧むを見み渡わたしながら嬢はそう口にする。

　そうだった。もう一体、この集団のメンバーがいたのだった。

　ゴグマゴグ。古代兵器──巨きよ大だいなゴーレムだ。その巨体ゆえ、出現できる場所は限られており、普段は我らが共有している専用の亜あ空くう間かんに格納されている。用があればヴァーリか、ルフェイ嬢か、猫辺りが召しよう喚かんできるようになっているのだ。

　派は遣けん、出張の多いルフェイ嬢の護衛として機能する場合が多いのだが……それは吾輩も同様か。

　前を歩く猿が身をかがめてため息を吐ついていた。

「しっかし、こんなところにいるのかねぃ。今回の相手はよ……」

　その猿の頭を猫がはたく。

「何言ってるにゃ。あんたの故国だってのに。目的の人って、この渓谷に身を置いてるんでしょ？」

「俺だって、初代のジジイに話で聞かされたぐらいで実際には会ったことも見たこともないんだぜ？」

　猿の言うように我らは先日初代孫悟空と面会し、いくつか問答をしあったのだ。

　そのなかで、今回とある件で紹しよう介かいを受けている。

　とある件とは──。

　ヴァーリが独り言のようにつぶやく。

「もうすぐだ、アルビオン。気分はどうだ？」

　すると、我らの脳内に直接語りかけられるように姿なきものの声が聞こえてくる。

『……うむ。この霧から感じ取れる気の流れが不快だが、別段問題はない』

　この声の主は、ヴァーリの身に宿っている天龍──白龍皇アルビオンのものだ。時折、ヴァーリの声に応じて、我らにも聞こえるように言葉を発する。ヴァーリと意識で語り合い、我らに聞こえない会話をしていることのほうが多いのだが。

「初代が紹介してくださったカウンセラーはこの霧の先にいるのだろう」

　ヴァーリが見えぬ濃霧の先に視線を送る。

　そう、我らがここに来ている理由はそれなのだ。アルビオンのカウンセリングを受けにきたのだった。

　白龍皇アルビオンはかつて赤せき龍りゆう帝ていドライグと思うがままに派手に競きそい合い、この世界のあらゆる神、魔に多大な恨うらみを買った。大暴れが許されたのはドラゴンのなかでも屈くつ指しの実力を有し、他の超ちよう常じようなる存在を寄せ付けなかったからだ。その末に三大勢力の共きよう闘とうを引き起こし、滅ほろぼされて神器セイクリツド・ギアなどというものに封ふうじられてしまったわけだが……。

　アルビオンの声はあまりに脆ぜい弱じやくな声こわ音ねであり、威い風ふうを感じさせた語気は勢いを失わせていた。

　その理由はライバルである赤龍帝に起因する。

　現世において、アルビオンとヴァーリの定めとなる相手が──度を超こえた助平だったのだ。常に女の体を追い求める変態が、赤龍帝の現所有者だった。その事実がどれほどまでに誇ほこり高く、気高かった白龍皇の心を抉えぐったのか、察するにはあまりあるだろう。

　もし、吾わが輩はいの宿敵と運命づけられた存在が、女の乳ち房ぶさや尻しりにのみ意識を傾かたむける俗ぞく物ぶつだったとしたら……。考えただけで怒いかりと悲ひ哀あいに包まれる。当事者ではない吾輩ですら、そう感じてしまうのだから、天龍と称しようされたアルビオンの心中はさぞ乱れに乱れているだろう。

　上級悪あく魔まグレモリーの娘の乳房から光線が放射され、現赤龍帝のオーラを回復したということをあとから小耳に挟はさんだとき、さすがに吾輩も耳を疑ったものだ。

　事実、その場に居合わし、その場面を直接目にしたアルビオンは──ショックのあまりにしばらく失しつ語ご症しように陥おちいったと聞く。ヴァーリが天龍の鎧を装着できるまで時間を要したほどにアルビオンの心は均きん衡こうを失ったのだ。ドラゴンの失語症など聞いたこともない。

　ヴァーリが英雄派の首しゆ魁かい──曹そう操そうに遅れを取ったのも赤龍帝による淫いん行こうの様々がアルビオンの調子を著いちじるしく崩くずしたからではないか？──と、猫ねこや猿さるは冗じよう談だん交じりに話し込んでもいた。……吾輩も一理ほどの可能性がそこに含ふくまれているのではないかと思えてしまうのだが……それは考えすぎだろうか？

　吾輩がそのようなことを思し慮りよしているなか、うんざりした表情の猫が猿に突つっかかり始める。

「だいたい、美猴の仙術がヘボいせいで霧きりの中をうろうろすることになったんじゃないの？」

「おまっ、自分の役に立たない仙術を棚たなに上げておいて俺っちだけ責めるのかよ黒歌!?　どっかのスイッチ姫ひめみてぇにその無む駄だにデカい乳で道しるべ的なビームを放って霧の先を照らしてみろよ！」

「にゃんですと!?　私の素す敵てきおっぱいをあの謎なぞパワー発生装置と一いつ緒しよにしないでほしいにゃ！」

　猫と猿の阿あ呆ほう二名は言い合い、にらみ合いにまで発展してしまったようだ。……いつものことだ。この二名は何かあるたびにくだらない言い合いを始め、集団の空気を乱してくれる。

『……ち、乳……はぁはぁ……リアス・グレモリーが近くにいるのか……？』

「落ち着けアルビオン。リアス・グレモリーはここにいない。おまえのなかで乳とはリアス・グレモリーなのか？　声が震ふるえているぞ……？」

　猫と猿のやり取りを聞いたアルビオンは突とつ然ぜん過呼吸気味に陥り、声を震わせていた。さすがのヴァーリも相方の異変に顔を若じやつ干かん険しくしている。

　どうやら、アルビオンの症状はなかなかに深刻な様子だ。一刻も早く、そのカウンセラーとやらに診みせたほうがいいだろう。

　──っ。

　……ふいに前方から何者かの気配を感じた。霧に漂ただよっていた不確かで不穏なものではなく確かな何者かの気配だ。それをこの集団の誰もが認識したのか、一様に視線を一点に向けていた。吾輩もじっと前方を見み据すえる。

　濃霧のなか、徐じよ々じよに人ひと影かげが現れていく。霧を払はらいながら姿を見せたのは──道士服に身を包んだ初老の男性だった。

　柔和な表情で、我らに問いかけてくる。

「──あなたたちですね？　お話は闘とう戦せん勝しよう仏ぶつ──孫悟空から聞いております」

　どうにも件くだんの相手──カウンセラーが先に姿を現してくれたようだった。




　　　　─○●○─




　男性の案内のもとたどり着いたのは石造りの質素な小屋だった。通された室内も簡素なものであり、必要最低限の生活用具しか置いていない。

　その生活用具も相当古めかしいものであり、木や竹で編まれたものばかりだった。鉄製品といえるものが、鋏はさみや茶ちや釜がまぐらいしかないほどだ。

「どうぞ、こちらへ」

　男性が診しん療りよう台のある奥の部屋に我らを案内する。ヴァーリが男性の前に座り、吾輩は部屋の隅すみに移動した。ルフェイ嬢じようがひっそりと吾輩の横についてくる。

　さて、吾輩は初老の男に視線を投げかけた。……物静かな人物だ。立ち振ふる舞まいも落ち着いたもので、よどみのない穏おだやかな雰ふん囲い気きを身にまとわせている。

「それでは、はじめましょうか。背中を見せてください。天龍殿どのはそこにいるのでしょう？」

　男性はヴァーリの神器セイクリツド・ギア──光の翼つばさが出現する背部に手のひらを向ける。

「それでは、お願いする。──旃せん檀だん功く徳どく仏ぶつ殿」

　ヴァーリの言葉を聞き、男性は苦笑いする。

「いえ、そのように改まって私を呼ばなくてもいいのですよ」

「では、玄げん奘じよう三さん蔵ぞう殿──とお呼びすればいいのだろうか？」

　ヴァーリの再確認に男──かつて玄奘三蔵法師と呼ばれた者は首を横に振る。

「ふふふ、三蔵法師の名もいりません。単に玄奘とでも」

　和なごやかな顔つきでそう言う玄奘三蔵法師。否、元玄奘三蔵法師といったほうが適切なのだろうか。

　そう、この男性はかの『西さい遊ゆう記き』に記された高名な法師である。経典を求め、初代孫悟空、五ご大だい龍りゆう王おうの一角『玉龍ウーロン』、弟で子したちを率いて天てん竺じくに至った高こう僧そうだ。

　その後、見事に経典を持ち帰り、様々な功績を成して、仏となった伝説の存在である。このような異様な濃霧が漂う山奥の秘境で一人ひっそりと住んでいるとは……。

　この仏がアルビオンのカウンセラーとして初代孫悟空から紹介されたのだった。

『天龍が心の病ねぇ……。あー、一人、いい相手がいるぜぃ。とりあえず、話だけは通しておいてやるわい』──と。

　同じく他ほかでカウンセリングを受けているという赤龍帝ドライグ。ドライグとは違ちがうカウンセラーがいいという希望をアルビオンが提示したため、そのような運びになったのだ。

「それでは、いくつかお話をしましょうか、白い龍バニシング・ドラゴン殿」

『……よろしくお願いする』

「宿主たるあなたにも天龍殿の様子をお伺うかがいしますので」

「無論だ」

　こうして、玄奘三蔵法師と白龍皇という妙みような組み合わせのカウンセリングが始まる。

　まずはアルビオン側から、最近どうして調子が悪いのか、その原因を話していく。宿敵があのような状じよう況きようになっており、大変な衝しよう撃げきと哀かなしみに包まれたと、そのようなことを淡たん々たんと語っていた。

　その様子は言いがたいものだ。誇り高き二天龍の片割れが、心の不調を他者に説明しているのだから。本来あり得ない情景だ。力とプライドの塊かたまりと称される地上最強の生物──ドラゴンが、胸の内にわだかまったものを吐と露ろしている……。まことに言いがたい。

　玄奘三蔵は静かにアルビオンの話を聞いて、うなずいていく。

「なるほど、終生の宿敵が女性の乳房と関連した状況となり、それが日を追うごとに酷ひどくなる一方なのですね。それを見ているだけで嘆なげかわしく、悲しくなる──と」

『……それだけならまだ赤いのを無視すれば事足りた。しかし、その影えい響きようはついには私にまで及およぶしまつ……。北ほく欧おうの主神に……ケ、ケツ龍りゆう皇こうなどと……うぅぅぅ、ぶおぉぉぉぉぉんっ……』

　……見るも忍しのびない惨さん状じようだ。伝説のドラゴン、白龍皇が──号ごう泣きゆうしている。

　現白龍皇たるヴァーリも無言になり、瞑めい目もくするだけだった。なんと声をかけていいのか、苦慮しているのであろう。

　正直、吾輩もなんとも言えない心情だ。猿と猫は顔を背そむけて、笑いを堪こらえている様子だったが……。相も変わらず下等な反応しかしない者たちだ。

　玄奘三蔵はアルビオンの話にひとつひとつ丁てい寧ねいに応じていく。

「永久ともいえる時間のなかで、初めての経験だからこそ、対応の仕方がわからないのでしょう。それに宿敵である赤龍帝を無視するのはあまりおすすめをしません。なぜならば、彼もまたあなたと同じ苦しみを抱かかえるいわば同士なのですから」

『……同じ苦しみを持つ……同士……ドライグが……』

「そうです。お話を聞く限り、その方もあなたと──いえ、あなた以上の悩なやみを多く抱えているはずです。そして同じ哀しみを共有できる唯ゆい一いつの存在といっても過言ではないと思いますよ？　一度、赤龍帝殿とこのことについて語り合うのもいいかもしれません」

『……ドライグと話す……か。同じ苦しみについて……。それは考えたこともなかった。だがしかし、確かにあの者も私と同じなのだ。あの者のせいで自分にまで被ひ害がいが及んだと恨みすら抱いだいた。それは間違いだったのか……。あの者も現赤龍帝の被害者──』

　心なしかアルビオンの語気に生気が戻もどったかのように思えた。玄奘三蔵との会話は確かに効いているようだ。フェンリルの吾輩が言うのもなんだがドラゴンの精神構造というのは、捉とらえにくい。誇り高く、何者の命にも従わない傲ごう慢まんさを持ち得ながらも、こんなにも繊せん細さいな部分もある。

　……我が兄弟『終末の大龍スリーピング・ドラゴン』ミドガルズオルムも理解しがたいドラゴンであった。龍王の一角に数えられながらもそのことに誇りも持たずただただ怠たい惰だをむさぼっている。いまだ深海の底で終末を待っているのだろう。

　ヴァーリが息を吐はく。

「玄奘殿、この際ついでに訊きくのだが、実は俺の神器セイクリツド・ギアの深しん奥おうに存在する歴代白龍皇の残留思念たちが、この現状とアルビオンの姿を打開するため、『赤龍帝被害者の会』の設立を唱えているのだが……俺はどうしたらいいだろうか？」

　ヴァーリが玄奘三蔵に問う。

　赤龍帝被害者の会──。そのようなものが白龍皇の神器セイクリツド・ギアのなかで生まれようとしていたのか……。現世による二天龍の関係は、複雑極きわまりない。

「……ぶふっ！　聞いたか、黒歌？　んだよ、赤龍帝被害者の会ってよ！」

「お、おもしろいにゃん……！　もう赤龍帝ちんとヴァーリの関係はライバルってよりもネタの宝庫すぎるわ！」

　堪えきれず笑い出す猿と猫……。この小屋から追い出したくなるほど、二匹ひきはこの状況を楽しんでいる。
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　ヴァーリの言葉に玄奘三蔵も少しだけ反応に困ったようだ。

「そうですね。そこまでしなくてもいいのではないでしょうか？　何はともかく、今日は私が天龍殿のお話を聞きますので」

　玄奘三蔵のカウンセリングはその後も約二時間ほど続いたのだった。







「お薬を調合しますので、少し待っていてください」

　主立った相談も終わり、玄奘三蔵は棚たなから薬品の入った瓶びんや干された薬草などを取り出して調合を始めたのだった。

　玄奘三蔵の話しぶりは見事なものであった。ドラゴン──しかも天龍という極めて例のないものを相手に、ドラゴンの性質を考こう慮りよした上で朗ほがらかに相談をこなしていた。

　終始アルビオンも会話を途と切ぎれさせることもなく、玄奘三蔵に悩みを打ち明けていったのだ。その様子はヴァーリも安心してカウンセリングを一任させたほどだ。

　玄奘三蔵が薬を調合し始めて三十分ほど。できあがった薬の入った紙の袋ふくろをヴァーリは受け取る。玄奘三蔵が薬の説明をしてくれた。

「茶色の粉末は水に溶とかしてから、神器セイクリツド・ギアの発生する部位──つまり、あなたの背中に塗ぬってください。それだけで効果があると思います。焦こげ茶色の葉は煎せんじて口にするだけで効果があるでしょう。心を穏やかにして落ち着かせる効能があります」

「煎じたものは俺が飲めばいいのだろうか？」

「ええ、それでかまいませんよ。薬が無くなった頃ころにまた来てください」

　それから二、三話し込み、ふいにヴァーリが言う。

「定期的にここを訪おとずれてアルビオンの話を聞いてもらいたいものだが、毎度この霧きりでは決まった時間に来られるかどうかわかったものではないな」

　ヴァーリの言うことはもっともである。霧によって迷い数時間も歩く羽目になるのは避さけたいものだ。

　玄奘三蔵が言う。

「ここは通常の世界と妖よう怪かい仙せん人にんが住む隠かくれ里ざとの狭はざ間まなのですよ。この一帯に漂う霧は未成熟で邪よこしまな心を持つ妖怪仙人が人間世界に悪さをしに行かないように特とく殊しゆな術法で発生させているのです。力の弱い妖怪、術者ならば霧に触ふれるだけで心身に影響を与あたえるでしょう。あなた方がこの霧のなかで活動できたということは、相当な実力者という証しよう拠こです。あとで他の仙人に感知されにくい道をお教えしますよ。次はそこを通ってきてください」

　この霧にそのような効果があったのか。それゆえに我らの力もうまく働かなかったというわけなのだな。

　しかし、この霧の向こうに妖怪仙人の世界があるとは……。山奥にそのような世界があると話には聞き及んでいたのだが、ここがそうだったとは思い至らなかった。強つわ者ものを求めるこの集団からすれば最良の情報だろう。現にその話を耳にしてどの者も軽く戦意が高ぶっている様子だ。

「あんた、ここは故国なんじゃないの？　ちったぁ、そういう情報を知ってなさいにゃ」

　猫ねこに小こ突づかれる猿さる。猿は頭をさすりながら誤ご魔ま化かすような笑いを浮うかべる。

「いやー、妖怪仙人の隠れ家なんざ、この国にはいくつもあるからよー。てか、俺っちの故郷はこんな霧なんてねぇし。うちの里は、みーんな平和ボケばかりで目立った悪ガキなんざ俺っちしかいなかったぜ。この辺の妖怪仙人はちょいとばかし凶きよう暴ぼうなんだろーよ」

　美猴の反応を見て玄奘三蔵が小さく笑う。

「あなたは初代にそっくりですね。先ほどからずっとそう思っていました。特に笑ったときの顔がそっくりです」

　それを聞いて猿は当とう惑わくする。

「マ、マジかよ、法師さま！　俺、あんなクソジジイな猿になっちまうんか……！」

　誉ほまれだと思う話なのだが、この猿はやはり頭が悪いのか、玄奘三蔵の話に衝撃を受けていた。そこはありがたく感動するところだろう。

　──と、猫の耳が鋭するどく立ち、いままで静観していたアーサーが入り口のほうに笑えみを向けていた。

　……吾わが輩はいも感じた。入り口の向こうに気配が生じている。徐じよ々じよにこの小屋に近づいてくる怪あやしき反応がふたつ。

　全員それに気づき、軽度の警けい戒かい態勢を敷しいた。

　一いつ瞬しゆんの間、そして扉とびらの前に立つふたつの気配は大声をもって、静せい寂じやくを打ち破る。

「たのもーっ！」

「たのもーっ！」

　男の声が二人分。扉の向こうでこの小屋の主を呼び出そうとしていた。

　玄奘三蔵はこの声、気配に覚えがあるようでクスクスと笑んでいる。

　扉を開けて外に出て行く法師を追うように我らも小屋をあとにした。小屋の外で待っていたのは──古代中国の武将が身につけている甲かつ冑ちゆうを着た二体の人型妖怪。どちらも同じ顔と姿をしている。どちらの頭部にも角が生えており、爪つめは鋭く伸のび、ぎょろっとした双そう眸ぼうと牙きばむき出しの大きな口をしていた。背は人間男性の平均的なものと変わらない。

　片方の鎧よろいには金という文字が彫ほり込まれ、もう片方には銀と彫り込まれている。

　二体は大おお仰ぎような立ち振ふる舞まい──ポーズを取って、我らに叫さけぶ。

「我こそは金きん角かく大王！」

「我こそは銀ぎん角かく大王！」

　決まった、と言わんばかりに二体は勝ち誇ほこった表情だ。

　二体を確かく認にんして、ヴァーリが口を笑ませ、猿は驚おどろいた様子で額に手を当てていた。

「……マジかよ。こんなところで会うなんてよ……。金角銀角じゃねぇか……！」

『西遊記』に登場する兄弟の妖怪──それが金角大王と銀角大王だった。おそらく、偽にせ物ものではなく、本人だろう。身にまとっている妖気は強く、ふざけたポージングをとっていても隙すきはほぼ見当たらない。

　二体を認めると玄奘三蔵が微笑ほほえむ。まるでイタズラ小こ僧ぞうの訪問に対応するかのようだ。この様子から、二体の訪問は今回だけではないとうかがえる。

「おやおや、金角大王と銀角大王ではありませんか。今日も暇ひまを潰つぶしに？」

　法師の笑みを見て、金角銀角も不敵な笑いを発した。

「カカカ、そのような物言いをするのも今日までだ、玄奘！」

「シシシ、そのような余よ裕ゆうも今日で終わりだ、玄奘！」

　玄奘三蔵といざ戦わんとばかりに二体はかまえていく。

　猿が玄奘三蔵の前に立ち、代わりに金角銀角と対たい峙じした。

「なんてこった。まさか、こいつらに会うなんてよ……。どうすんだよ、ヴァーリ？　やんのか？」

　リーダーに問う猿だが、金角銀角は美猴の登場に反応して訝いぶかしげな表情となっていた。

「貴様、斉せい天てん大たい聖せいの間者か？」

「否いな、兄弟。この者、斉天大聖と同じ気を発しておる！」

　どうにも猿の正体は把は握あくされたようだ。同じ気、という点では確かにその通りなのだ。あの初代孫悟空を知っているのならば、当然の反応と言える。

「ま、隠すほどのものじゃないけどよ。いちおう、俺っちは孫悟空の子孫さまだぜぃ」

　先ほど、初代と似ていると言われてショックを受けていたのが噓うそのように猿は自分の存在を持ち上げる。……調子の良い猿だ。やはり、下の下だ。

　ヴァーリが一歩前に出て二体の妖怪に問う。

「ちょうどいい。金角大王、銀角大王、貴き殿でんらに訊きたいことがある」

　白龍皇の気を探さぐったのか、厳しい顔つきをする金角と銀角。

「むっ、兄弟。この龍りゆう、ただならぬ気を持っているぞ！」

「うむ、兄弟。この龍、尋じん常じようならざる気を発している！」

　どうやら、このヴァーリという男の力を戦わずしてある程度認知したようだった。さすがは伝記に記されし妖怪だと言えよう。

　かまわずにヴァーリは問う。

「──哪な吒た太子の現れるという山を探している。知っているのならばぜひとも教えてもらいたい」

　そう、哪吒太子。それがヴァーリと我らが追う強者の一角。中国の四大怪かい奇き小説である『西遊記』『封ほう神しん演えん義ぎ』に記された神仏だ。神の武具を多く身に着け、あらゆる闘とう争そうを制していく戦闘の雄ゆう。

　単純な戦闘力では、あの初代孫悟空と同格、それ以上とも称しようされる猛も者さだ。この国のどこかの山奥に時折須弥しゆみ山せんから降りてきていると我らは情報を得ていたのだ。

「カカカ」

「シシシ」

　二体の妖怪は顔を見合わせ不敵に笑うだけだった。その様子は知っているともとれるのだが、果たして……。

　金角銀角の笑いに怒いかりを感じたのか、美猴が如によ意い棒ぼうを出現させてかまえる。

「ま、力ちから尽ずくで訊くってのも悪かないぜぃ」

　なんとも我ららしい格好になりそうだ。力で解決。いつものことだった。

「……こいつらとやってもいいのかい、法師さま？」

　美猴が一応の確認を玄奘三蔵にとる。

「ええ、孫悟空の力を久しぶりに見学するのも悪くないでしょう」

　意外にも応じてしまう法師だった。寛かん容ようすぎる。初代孫悟空が悪さをするたびに頭を輪っか──緊きん箍こ児じで締しめ上げていた高僧とは思えないほどだ。仏となったことで、僧そう侶りよ時代よりも柔じゆう軟なんな性質になったのだろうか。

「ふふふ、んじゃ、美猴の手助けでもこの黒歌お姉さんがしてあげようかにゃー」

　猿の隣となりに並び立つのは猫の黒歌だ。それを見て猿はおもしろくなさそうにしていた。

「んだよ、俺っち一人で十分だってーの。黒歌は引っ込んでろい。この霧のなかじゃ、仙術どころか、ろくに魔力も妖術も練れないんじゃねーの？　妹ちゃんみたいに肉にく弾だん戦は苦手だろ？」

「んふふ♪　いざとなったら、猫パンチしちゃうから大だい丈じよう夫ぶにゃん」

　四大怪奇小説にも記されし妖怪が相手とあって猿も猫も戦闘を楽しもうとしているのだが……。

　とうの金角銀角は嫌いやらしい笑みを深めるばかりだった。二体の妖怪が美猴と黒歌に指をさす。

「そっちが美猴で……そっちが黒歌というのか？」

　名を確認してくるが……吾輩の記き憶おくが確かであれば、これは……。

「あ？　それがどうかしたのか？」

「にゃ？　私に興きよう味み津しん々しんなのかにゃ？」

　この二匹ひきは無警戒に応じてしまった。

　刹せつ那な、銀角が腰こしに携たずさえていたひょうたんを取り出したのだ。そう、これは──。

　すると、ひょうたんの飲み口から異様な渦うずが巻き起こり、猿と猫を勢いよく吸い込みだしたのだ。

「うわっ！　やべ、これ──」

「うにゃーん！　噂うわさのひょうたん!?」

　二匹は隙も大いにあったせいか、為なす術すべもなく、ひょうたんの中に吸い込まれていった──。

　……一瞬の出来事にメンバーも間の抜ぬけた表情しか浮かべられずにいた。

　……なんという……バカ者たちなのだろうか。

　金角大王銀角大王は伝記通りならば、太たい上じよう老ろう君くんより五つの宝具を持ち出し、扱あつかう妖よう怪かいだ。そのなかでもとりわけ有名なのが──紅べに葫蘆ひさごである。名を呼ばれ、応じると吸い込まれるひょうたんのことだ。北ほく欧おう神話出身の吾輩でも知っていることを、あの猿と猫は無警戒に応じてしまったのだ。……両名の実力であれば、本来あのようなことにならずに戦えたものを。

　やはり、あの猿と猫はバカである。







　そして、物語は冒ぼう頭とうの続きとなるが……。さて、バカ二人が吸い込まれたわけなのだが、どうやって金角大王と銀角大王を相手にするべきか。

　リーダーであるヴァーリの命を待つのが筋ではあるが。

　アーサーが亜あ空くう間かんから聖せい王おう剣けんコールブランドを出現させる。静かに波動をたゆたえる聖剣だ。しかも濃のう密みつなオーラはこの霧きりのなかでも健在であり、聖剣のなかで最強とされる姿を確かに見せてくれる。

「ヴァーリ、どうします？　美猴と黒歌の救出が最優先でしょうか？　私としては彼らの持つ五つの宝具のひとつ──七しち星せい剣けんが気になって仕方がないのですが」

　アーサーの視線の先にあるのは、金角が腰に携えし一本の宝剣である。破は邪じやの力と妖怪を従わせる力、その両方を有していると聞く。

「まったく、美猴と黒歌の警戒心のなさには困ったものだ」

　ヴァーリは手元に魔ま力りよくの塊かたまりを生み出すとそれを軽く二体に撃うち出す。軽めに撃った魔力の塊だが、史上最強とされる白龍皇が撃ったものだ、力のない者が受ければ難なく消しよう滅めつするだろう。しかし──。

　金角は背中より葉のような形の大きい扇おうぎを取り出して一気に扇あおいだのだ。

「芭ば蕉しよう扇せんっ！」

　大きな扇はこの一帯の霧を一時的に霧む散さんさせるほどの強風を生み出し、それと同時に撃ち出されていたヴァーリの魔力の一いち撃げきを遥はるか彼方かなた、あらぬ方向に吹ふき飛ばしてしまう。

　……この者たちが持つ五つの宝具のひとつ、芭蕉扇。何者をも吹き飛ばすという魔ま性しようの扇だ。これにはヴァーリも少しばかり驚いている様子だった。

「やはり、半はん端ぱな攻こう撃げきでは歯し牙がにもかけないか。さすがは伝記に記されし妖怪。あの初代孫悟空とやりあっただけはある」

　ヴァーリからの賛辞を受けて、金角大王と銀角大王は勝ち誇るように腕うでを組んで大きくうなずいていた。

「うむ、この龍は先ほどの猫ねこと孫悟空の縁えん者じやよりも我らをわかっているようだぞ、兄弟」

「うむ、この龍は先ほどの猫と孫悟空の縁者よりもできるようだな、兄弟。だがしかーし！」

　二体は再び大仰なポーズをとったのだった。

「「我ら兄弟大王にしてみれば貴様たちなどものの数では無いわっ！」」

　なんとも気持ちがいいぐらいに言い放ってくれる妖怪だ。

　それを微笑ましく見ているのは玄奘三蔵だった。

「さて、どうするのですか？　彼らの弱点をお教え致いたしましょうか？」

　ヴァーリは背中から光こう翼よくを広げ、白龍デイバイン・皇のデイバイデイング・鎧スケイルメイルを出現させながら、首を横に振った。

「いや、自分なりのスタイルとこだわりで強つわ者ものと戦うのが俺の楽しみだ。ありがたいが、勝手にやらせてもらおう。──あなたには迷めい惑わくをかけぬよう戦おう」

　ヴァーリはそういうなり、前方に飛び出して金角大王と銀角大王を相手に戦いを始めたのだった。

　アーサーは肩かたをすくめ、聖剣を亜空間にしまう。

「ま、今回はリーダー、いえ、アルビオンのリハビリという意味で譲ゆずりましょう。ルフェイ、今日は見学です。とりあえず、あの兄弟妖怪が隙を見せたら美猴と黒歌の救出を」

「はい、お兄さま。うふふ、ヴァーリさま、楽しそうです。ね、フェンリルちゃん」

　うむ、その通りだな、ルフェイ嬢じよう。吾わが輩はいはルフェイ嬢の横に座り、リーダーの戦いぶりを見守ることにしたのだった──。




　　　　─○●○─




「では改めて問おう。太子はどこの山に降りる？」

　少し経たち、金角大王と銀角大王を打ち倒たおしたヴァーリは鎧よろいを解いて、再度先ほどの質問を兄弟妖怪にしていく。兄弟妖怪は己おのれらの宝具のひとつである強固な縄なわによって、全身を縛しばられている格好となっていた。

　いくつかの交戦の末、ヴァーリが別格の存在と知るやいなや、宝具の縄で白龍皇を捕とらえようとしたのだ。逆にそれを利用されて、動きを封ふうじられたわけなのだが……。

　強力な妖気と宝具を有してながらもどこか美猴や黒歌のような些さ末まつな隙すきを持っていたのが仇あだとなった。

　……妖怪とは力を持っていてもついうっかり隙を見せる、そういうものなのだろうか？

「……太子ならば、三つ先の渓けい谷こくにある蓮はすの群生地にいるぞ」

「……うむ、太子といえば蓮だ」

　金角と銀角はそう答える。表情は不満そのものだ。戦闘の結果が気に食わなかったのだろう。すると、二体の兄弟妖怪はヴァーリに訊きく。

「もしや、おまえも太子と同じように牛ぎゆう魔ま王おうの復活を信じているのか？」

「もしや、おまえも太子と同じように復活した牛魔王を退治するつもりなのか？」

　牛魔王──。かつて、三蔵法師一行と死闘を演じた中国妖怪の王だ。私の知識ではすでに滅ほろんだと刻まれているが……。

　ヴァーリは不敵な笑えみを見せるだけであった。

「それはおもしろいことを聞いた。太子探たん索さくと同時にそちらも調べてみよう。クロウ・クルワッハの捜そう索さくは無む駄だ足あしだったが、こちらは摑つかめそうだな」

　まったく、この男は強者の情報を得ると喜びに充みち満ちた笑みを浮うかべるものだ。

　ヴァーリはそれらを確かく認にんすると、玄奘三蔵のほうに視線を向ける。

「玄奘殿どの、世話になった。薬が無くなったときにまたここに来させてもらおう。当面の面めん倒どうをご了りよう承しよう願いたい」

　大だい胆たん不ふ敵てきなヴァーリにしては、言葉を選んだ願い出だった。

　いや、この男は敬意を払はらうべき存在に対しては態度を律する。そういう側面もこの無ぶ頼らいな白龍皇は持ち得ているのだ。

　玄奘三蔵は微笑ほほえみ、うなずく。

「ええ、もちろんです。今日はなかなかおもしろいものも見られましたので。こちらの金角と銀角は私に任せておいてください。ふふふ、金角銀角、今日は夕ゆう餉げの準備でも手伝ってもらいましょうか？」

　玄奘三蔵の言葉に二体の妖怪は口を尖とがらせておもしろくなさそうにするだけだった。

　──と、残るは。

『おーい！　いいからそろそろここから出してくれよ！』

『リーダー！　出してにゃー！』

　ルフェイ嬢が手に持つ紅あかいひょうたんよりそのような声が聞こえてくる。そう、いまだ猿さると猫ねこはひょうたんのなかだった。

　ヴァーリは肩をすくめる。

「おまえたちはしばらくそこにいろ。金角大王、銀角大王、少しの間だけこのひょうたんを借り受ける。うっかり者の調教にはちょうどよさそうなのでな。反省房ぼうとして機能できそうだ」

『マジかよ、ヴァーリ!?　怒おこってるんか!?　俺っちがひょうたんに吸い込まれたからか!?　ちょいと油断しただけだい！　次にやれば俺っちの勝ちだって！』

『にゃーん！　リーダーのバカちーん！　ここから出たら白しろ音ねのところに逃にげてやるにゃー！』

　バカ二名はひょうたんのなかで負け惜おしみと文句を叫さけんでいた。

「まったく、このチームにいると愉ゆ快かいなことばかりです」

「そうですね、お兄さま」

　ペンドラゴン兄妹きようだいは楽しそうだ、ま、吾輩も呆あきれつつもまんざらでもないと思える。

　そうだ、父ロキのもとにいた頃ころよりは若じやつ干かんなりともおもしろいと思えてしまう。この集団はとどのつまり、暇ひま潰つぶし、興味本位についていく分には最良のチームなのだろう。

　猿と猫の入ったひょうたんごとひもを指でくるくると回しながら白き龍りゆうのリーダーは我らに言う。

「さ、次に行こうか」

　まだまだ我らの旅は終わりそうにない。

　それだけ世界には強者と謎なぞが満ちているのだから──。







　Episode Azazel.2




　常々、俺ことアザゼルは思うのだが、今世の宿主を得たドライグとアルビオンは不運の部類に属されるだろうな。まさか、「おっぱいドラゴン」に「ケツ龍りゆう皇こう」と呼ばれるなぞ、予想だにしなかっただろう。

「いつか、兵ひよう藤どう一いつ誠せいと勝敗を決するときが来るだろう。それまでにアルビオンが赤せき龍りゆう帝ていの事情に慣れてほしいと願うところだ」

　ヴァーリがそんな無茶ぶりを口にするが……。

『……無理でござる』

　……ござる口調になるほど無理らしい。

　隣となりの美び猴こうはゲラゲラ笑うだけだ。

「いいじゃねぇかよ。おもしれぇじゃん？　おっぱいドラゴンとケツドラゴンの頂上決戦！　なあ、アザゼルの旦だん那な、ヴァーリのほうも特とく撮さつの『おっぱいドラゴン』に取り組んでくれよぃ」

「ああ、それはすでに検討している」

　俺がそう答えると──アルビオンが取り乱す。

『ッッッ！……私もドライグを笑えないというのか……ッ。いや、赤いのをこの件で笑ったことなど一度たりとてない……っ！　そうか、同士というのはこういうことなのだな！　よし、今度ドライグと会ったら、共にこの苦しみを語ろうではないか……っ！』

　アルビオンのなかで何かが劇的に納なつ得とくできるものがあったようだ。

　こんなことで二に天てん龍りゆうが意気投合しそうなんてな……。おいおい、今回で天龍同士のケンカが終わっちまうんじゃないか？　まさか、その理由がイッセーだとは……。

　とうの相棒の苦労など露つゆほども感じず、ヴァーリは不敵に笑む。

「邪じや龍りゆうか……。おもしろい。以前は会えなかったクロウ・クルワッハとも出会えるかもしれないのか。本当に楽しめそうだ」

　バトルマニアの本領発揮か。結局、中国の山奥でも一ひと悶もん着ちやくあったそうだが……。

　だが、そのヴァーリが途と端たんに表情を渋しぶいものにさせた。

「…………アザゼル、今回の件、黒幕のことについてだが……ユーグリット・ルキフグスとやらから、直接伝えられたぞ」

「──ッ!?」

　俺はその告白に酷ひどく驚おどろいた。……奴やつら、ヴァーリにだけは教えたというのか？

　ヴァーリは珍めずらしく瞳ひとみに憎ぞう悪おの炎ほのおをたぎらせて、憎にく々にくしげに吐はきつける。

「……奴だよ、アザゼル。あのクソのような者が、今回の首しゆ謀ぼう者しやだ……ッ！」

　こいつの嫌けん悪おに満ちた言葉から推測できる者はただ一人といえる。

　もし、それが真実だとしたら、被ひ害がいは俺たちだけではすまないかもしれん……っ！

　……どうして、今いま頃ごろになって舞ぶ台たいに立とうと思った……？

　俺はヴァーリからの報告に全身に薄うすら寒いものを感じてならなかった──。







　Episode Yuto.1




　外はしんしんと雪が降っていた──。

　僕──木き場ば祐ゆう斗とは現在、主あるじのリアス・グレモリーと共にルーマニアの奥地にある吸きゆう血けつ鬼きたち──ツェペシュ派の領域に入国を果たしていた。

　ここはヴラディ家の居城だ。城の居住スペースの一室に案内されている。窓から見える風景は真っ白な雪と彼らの城下町。

　──ギャスパーくんの故郷、と言っていいのだろうか。

　朝まで町は霧きりに包まれていたのに、雪が降り始めた途端にそれも止やんだ。

　当然だろう。あの濃のう霧むは日の光を遮さえぎるため、吸血鬼が発生させているものだ。雪が降るような天候であれば、霧を出す必要もない。

　僕としてはあの独特のぬめりけのある霧は好きではない。すべてを把は握あくされているようで気持ちのいいものではなかった。

　案外、途中で別れたアザゼル先生もカーミラ側の霧に文句を付けていそうだ。あちらも普ふ段だんは霧で町を覆おおっているだろうからね。

　こちらに入って、僕たちはすぐにヴラディ家の拠きよ点てんへ入城を許された。ギャスパーくんのお父さまと面会を果たした部長は、いくつかの会談後、しばしの滞たい在ざいを許された。

　部長としてはまだ調べたいことがあるのだろう。ヴラディ家としてもおいそれと帰すつもりもなさそうだが……。

　雪という景色だが、遠目に巨きよ大だいな建造物は捉とらえられる。そう、あれがツェペシュ派の大元となる真祖ツェペシュ家の城だ。このヴラディ家の城よりも遥はるかに大きい。

　吸血鬼は純血種であればあるこそ、大元の領域に居をかまえる。そのため、この城下町の端はし々ばしには名家の城や屋や敷しきが点在していた。それはカーミラ側の町でも同じ光景だろう。

　なかにはその領域を離はなれて、さらに奥地へひっそりと身を置く純血種もいるという。その手の純血種は、現行の吸血鬼社会に馴な染じめなかった異端者だと聞くが……。

　案外、そちらの吸血鬼のほうが僕たちと気が合うかもしれないね。どうにもヴァンパイアの貴族が放つ高潔さは、純血種以外にはあまり尊べるものではない。

　ふいに扉とびらのドアがノックされる。

『祐斗、入ってもいいかしら？』

　部長だ。僕が「はい」と答えると主は退たい屈くつそうに入ってきた。

　退屈なのは本当だろう。何せ、会談は途中でストップしてしまったのだから。

　城のなかの様相が変化したのはつい先日のことだ。見た目、雰ふん囲い気きからは察することなどできないが、ここに住む者たちの放つ些さ細さいな空気の差異で何かが起こったのだと判断した。あれほど、部長の意見に耳を傾かたむけていたヴラディ家現当主──ギャスパーくんのお父上も急に面談を延期されて、ツェペシュ家の城に赴おもむいているというのだ。

　しかし、僕たちの滞在と面談は引き続き望まれたため、こうしてヒマを貰もらってしまっている。部長ができることといえば、自分用に用意された部屋と僕の部屋を行き来するぐらいだ。それ以外は基本的にタブーとされた。

　部長も窓から外の風景を見やる。

「イッセーくんに連れん絡らくでもしたらどうですか？」

　僕の提案に主は息を吐く。

「いまあちらは学校の時間だと思うから、おいそれとは連絡なんてできないわ。それに目立った戦果を得たわけでもないのに、彼に連絡をしたら余計に心配をかけそうだわ……」

　それはあるかもしれない。イッセーくんのことだ、部長が何も得られずにただヴラディ家で過ごしていると知れば「軟なん禁きんされている!?」と読みそうだからね。

　実際、軟禁状態ではあるのだが、余計な心配は与あたえないほうがいいのは確かである。

　外の風景を見ていた部長がぼそりとつぶやく。

「……思い出すわね。こんな雪の日だったわ」

　そう言う部長。ああ、そのことですか。

「僕も同じことを考えていました。日本よりもあの場所に近いこともあるからでしょうか」

　こんな雪の日に僕は部長と出会ったんだ──。







　Life.6　陽ひだまりをキミに




　──生きたい。

　森の雪のなかで、僕は静かに終わりを迎むかえようとしていた。

　被ひ験けん者しやとして、教会の計画に集められた子供たち。聖せい剣けんエクスカリバーを人工的に使えるための計画に僕のような身よりもなく、けれど特異な能力を持った子供たちが集められた。

　来る日も来る日も実験の毎日だった。辛つらいことばかりだったが、いつか神に選ばれて特別な存在になれるのだと教え込まれていたものだから、僕も同志たちも一いつ切さい恐きよう怖ふすら抱いだかなかった。

　ある日、突とつ然ぜんその理ことわりが破られた。

　突とつ如じよ、彼らは僕らを処分にかかったのだ。

　一いつ箇か所しよに集められて、ガスを撒まかれた──。手が痺しびれ、足が動かなくなり、全身の神経がズタズタにされたかのような激痛までもが体を襲おそう。

　涙なみだも血もあらゆる体液が体からあふれ出て、ただただ苦しみが全身を支配していく。

　しだいに意識も薄れて──死んでいくのだ。

　目の前で同志が何人ももがき苦しみながら死んでいく。

　何が起こったのか、最初は理解できなかった。実験とすら思ったほどだ。

　同じ神を敬い、特別な何かにしてくれるはずの研究者たちが、僕たちに牙きばを剝むくなんてことは想像すらできなかった──。

　一人死に、二人死に、同志が次々と死んでいく。順番が迫せまったなかでようやく理解する。

　ああ、自分は殺されるのだ、と。

　僕の番になり、部屋の中央に他ほかの同志たちと共に集められる。防護服を着た研究者が震ふるえる僕たちに向けて、ガスの散布をし始めた。

　息を止めようにも、限界はあって、すぐに僕らはガスを微び量りようながら吸い込み、そして呼吸のために徐じよ々じよに体へ取り込んでしまう。

　途端に全身を痛みと痙けい攣れんが襲い、視界がおぼろげになり始める。

　床ゆかにひざをついて、体中に走る痛みを少しでも緩かん和わさせようと手でさするなか、一人の同志が激痛に耐たえながらも研究者を突つき飛ばす。

　扉を強ごう引いんに開けたのち、一番状態の軽かった僕にその同志は叫さけぶ。

「逃にげて！　あなただけでも！」

　僕は──それを聞いて、すぐさま立ち上がって部屋を脱だつ出しゆつする。

　死にたくない──。

　その一心で僕は研究者たちの隙すきをついて研究所からの脱走に成功した。

　敬けい虔けんたる信者の僕たちに対して彼らは「最後まで我々を信じて、逃げる者などいないだろう」と高をくくってたのが、功を奏したのかもしれない。

　わずかな隙で僕は外に逃げ出ることに成功した。

「待て！」

「逃がすな！」

　しかし、追っ手は僕を執しつ拗ように追い回す。

　山の森、雪が降るなか、僕はひたすらに逃げ続けた──。

　逃とう亡ぼうしながらも僕は心中で研究所で過ごした日々を思い返す──。

　共に特別なものになろうと誓ちかった同志たち。共に食事をし、共に歌い、共に笑った。

　その彼らが──死んだ。僕だけが逃げ出せた。

　……僕は逃げきらなければならない。彼らがせっかく作ってくれた好機……。

　生きて僕は……。

　全身の激痛と共に意識も途と絶だえ始めたが──。僕は強きよう烈れつな復ふく讐しゆう心しんを宿し始めていた。

　あの者たちを──、

　あの計画を立てた者を──、

　エクスカリバーを──、

　僕は許すわけにはいかないんだ……ッ！

　しかし、体力も意識も限界に来て……僕は森のなかで静かに倒たおれ込んだ。

　もう、指先すら動かすことができない。

　……死は確実だ。少しでも前に進むことはできただろうか？　一歩でも前に──。

　彼らの死を無む駄だにしたくない。僕は……僕は……。

　ただ、生きたかった──。

　意識が消失していくなかで、僕の視界に紅あかが映り込んだ──。

　顔だけ上げると、そこに紅べに髪がみの少女が立っている。

　薄うすれていく視界に、彼女の微笑ほほえみが見えた。

「あなたは何を望むの？」

　死に行く僕を抱だきかかえた彼女は僕にそう問うた──。

　それが、我が主あるじリアス・グレモリーとの出会いだった。

　今から四年も前のことになる。







　目を覚ますと──そこはどこかの一室だった。ベッドに横になっている……僕？

　見知らぬ天てん井じように僕は軽い混乱を起こしていた。

　……研究所でガスを撒かれて、あそこを脱出して……。

　あの森の中を彷徨さまよった。そして、紅髪の少女に出会って……？

　僕は……なぜこの知らない部屋で過ごしている……？　研究所に戻もどされたわけでもない……？

　疑問ばかりのなか、部屋のドアが開けられてそこから洗面器を持った小こ柄がらな少女が入ってくる。……頭部に猫ねこのような耳が生えていた。……魔ま物もの？

「…………ッ！」

　僕が起きていることに気づいた少女は洗面器を持ったまま、急いで部屋を出て行く。

『あらあら、起きたの？　そう、それはよかった。リアスを呼んでこなければ』

　違ちがう誰だれかの声も開け放たれた扉とびらの先から聞こえてくる。

　僕はベッドを抜ぬけ出し、部屋の扉からそろりと外をうかがう。

　……広い室内。リビングだった。テーブルなどの一いつ般ぱん的な家具が置かれている。

　視界が黒髪の少女と先ほどの小柄で獣けもの耳みみの少女を捉とらえた。

　黒髪の少女がリビングをあとにしたところで僕は姿を現す。僕の気配に気づいた獣耳の少女が全身を強こわ張ばらせて物もの陰かげに隠かくれた。

「…………」

　無言で僕をじっと見ている。

　少しして黒髪の少女が、紅髪の少女を連れてきた。どちらの少女も僕と歳としはそう変わらないだろう。十三か、十四か。

　紅髪の少女が現れるや獣耳の少女がその背後に隠れた。随ずい分ぶんと彼女に懐なついているように思える。

　紅髪の少女は微笑みながら言う。

「この子をいじめないであげてね。人見知りが激しいのよ。小こ猫ねこというのよろしくね。もう一人の黒髪の子は朱あけ乃のよ」

　紅髪の少女が獣耳の少女の頭をなでると、小猫という子はうれしそうにしていた。

　そう、それが小猫ちゃんとの出会いだ。彼女はリアス部長に引き取られて心を復調させたばかりであり、いまだ警けい戒かい心の強い頃ころだった。

　そして、僕はそのときの彼女たちが身にまとう異質なオーラで人間ではないことを把は握あくしてしまっていた。

　このオーラは……研究所の実験でも感じたことがある。

　──悪魔だ。

　僕はテーブルに置かれていた鋏はさみを手に取り、彼女たちに向けた。

「……ここはどこだ？　なぜ、僕がこんなところにいる!?　あんたたちは誰だ!?」

　僕の行動に紅髪の少女は苦く笑しようする。この僕の態度に怒おこりすらしなかった。

「ここは日本よ。わかる？　極東の島国。世界でも有数の平和なところよ。あなたが日本人に近い顔立ちをしていたから、ここに連れてきたの。ここは日本での私の仮住まい」

　日本？　平和？　仮住まい？

　わけのわからない状じよう況きようだった。なぜ、ヨーロッパの森の中で倒れた僕が日本にいる？

　混乱がいまだ止やまない僕だったが、紅髪の少女と黒髪の少女はお互たがいにうなずき合うと──背中からコウモリのような羽を出現させた。

　悪魔の翼つばさだ──。

　彼女は悪魔らしくもない優やさしげな表情でこう述べた。

「私はリアス・グレモリー。上級悪魔グレモリー家の次期当主よ。そしてあなたも──」

　リアスと名乗った少女が指先を僕の背後に向ける。

　すると、自身の背中から何かが飛び出す感覚を得た。首を向けるとそこには、漆しつ黒こくの翼が生えていたのだ──。

「あなたはね、一度死んだの。だから、私が悪魔として転生させたのよ」

　……彼女の台詞せりふをきちんと理解できたのは、それから数分後のことだ。

　僕はあの森で死に、悪魔となって日本に転移していた──。

　その事実はそのときの僕の価値観を大きく崩ほう壊かいさせてしまう。




　　　　─○●○─




「…………」

「……私は何もしないわよ」

　部屋で対たい峙じする僕とリアス・グレモリー。あれから僕は最大の警戒心を抱いて、彼女たちとこの部屋で過ごした。

　ここは日本のとある町にあるマンションのようだった。

　僕は手元に創つくり出した一ひと振ふりの剣けんをかまえて、悪魔たるリアス・グレモリーに刃やいばを向けていた。

　そのときの僕はいまだ強い疑心を持っていたんだ。恐きよう怖ふすらしていた。

　当然だろう？　僕はあの研究所で悪魔は邪じや悪あくな存在で信徒の敵だと教え込まれたのだから。いくら計画で処分対象になったって──神に裏切られたって、一度教えられたものはそう拭ぬぐえるものじゃない。

　彼女は僕に親しげで優しく接してくれた。それが逆に疑心を強まらせていた。

　悪魔が優しいなんてあり得ない。これには裏があるのだと、思い込んでいたんだ。

　……自分を悪魔にしたのも、何かに利用するためだ。悪魔は人間を惑まどわし、転生させると聞く。僕があの研究所で被ひ験けん者しやだったという情報を得て転生させたかもしれない。

　僕から教会の情報を抜き取るつもりだろう。

　……いや、それは好都合だ。復讐するために悪魔を利用するのもいいだろう。同志の無念を晴らすためなら、悪魔に魂たましいを売ってもいいのかもしれないとその頃の僕は憎ぞう悪おと疑念の狭はざ間までめちゃくちゃな思考を巡めぐらせていた。

　彼女は諦あきらめたかのようにトレイに載のせた食事をテーブルに置いて、部屋を去っていく。

　一いつ緒しよに食事を取りたがっているようだ。珍めずらしい行動をする悪魔だと思った。眷けん属ぞくにした下げ僕ぼくと一緒にご飯を食べたいなどと……。

　食事はすぐに手を出せなかった。水ですら、警戒しながら少しずつ口に運んだぐらいだ。

　マンションを脱出することは困難だった。強固な結界が張られているようで、玄げん関かんまで行けるものの、扉までは開くことができなかったのだ。

　僕はそのマンションに軟なん禁きん状態だったといえる。

　いま思えば至し極ごく当然の配はい慮りよだ。僕が脱走すれば、それはつまり「はぐれ悪魔」ということになり、他ほかの勢力から討とう伐ばつ対象になる。

　しかし、その頃の僕はあの小猫という少女を盾たてにすれば、ここを抜けられるかもしれないと思し慮りよしていた。……だが、あんなに怯おびえた少女に刃を向けるのは罪悪感に苛さいなまれる。

　悪魔の少女たちに心を開かずに生活をし始めて、一か月が過ぎた頃だ。

　僕のいる部屋に一人の男性が入ってきた。

　羽織を着た日本人の男性……いや、悪魔。

　静かに笑みを浮うかべる男性は、共に部屋に入ってきたリアス・グレモリーに問う。

「姫ひめ、この子が例の『騎士ナイト』ですね」

「ええ、名前は……ないようだけれど」

　リアス・グレモリーが言うように僕には名前がなかった。被験者としての仮の名前はあったが、それを名乗るつもりもなかった。それは捨てたものだ。僕はもうあいつらの実験体ではないのだから──。

　男性のオーラの質から明らかにかけ離はなれた実力の持ち主とわかる。僕は剣を創り出して、最大の警戒を持って迎むかえた。僕の行動を見て男性が楽しげに笑んだ。

「剣を創れるのですか。神器セイクリツド・ギア所有者ですね。かまえは……酷ひどいものですが、一いつ瞬しゆんで私の実力を朧おぼろ気げながらに把握できるのは、天てん賦ぷのものを感じさせます」

　男性が一歩また一歩と僕との距きよ離りを縮めてくる。笑みは絶やさぬままにだ。

　僕は相手の出方がわからないという状況がたまらなくなり、自ら飛び出していく格好となってしまった。

　僕は剣を横よこ薙なぎに男性に振ふるうが──。

　足あし払ばらいを食くらって、体勢を崩くずしてしまった。剣も空振りとなり、手から飛んでいって天井に突つき刺ささってしまう。

　床ゆかに倒れ込んだ僕を見下ろすように男性は言う。

「私は沖おき田た総そう司じ。そうですね、今日からあなたを鍛きたえましょう」

　…………？　男の言っている意味が理解できずにいた。

　鍛える？　誰を？　僕を？　どうして？　なんで？

　沖田と名乗った男性はリアス・グレモリーに言う。

「姫、この子はここにいるよりもどこか静かなところで精神から鍛えたほうがいいでしょう。『騎士ナイト』であるのなら、剣の腕うでも磨みがいたほうがいいですし……私にしばらく貸してくださいませんか？」

　そう願い出る男性──沖田にリアス・グレモリーはしばし困こん惑わくの様子だったが、いまだに態度を変えない僕を一度だけ悲しげに見たあと、「ええ」と応じることに。

　こうして、僕は男性──師し匠しようとなる沖田総司と出会ったのだ。







「さ、今日からしばらくここがあなたの住まいです」

　転移の魔ま方ほう陣じんで連れてこられたのは──どこかの山奥に建てられた小さな小屋だった。

　周囲は木々ばかりで、文明の影かげすら見えない、ほぼ手つかずの世界。

　小屋の横には道場らしきものが存在していた。そこに入る僕と沖田総司。

　塵ちりひとつないピカピカの床は剣術の心得のない僕ですら踏ふむのを躊躇ためらわすほどだ。

　彼は道場の壁かべにかけられた木刀を二振り取り、片方を僕に放ほうった。キャッチした僕を見て、沖田総司は木刀をかまえる。

「さあ、打ち込んできなさい」

　その言動と行動を怪け訝げんに思う僕。つい訊きいてしまう。

「……ここに連れてきてどうするつもりだ？」

　沖田総司は笑えむだけだった。

「あなたのいまの立場がどうであれ、あなたが強きよう烈れつな憎悪、復ふく讐しゆう心しんを抱いだいているのは顔を見ていればわかります。それが心中を支配して仕方がないのでしょう？」

　看破はされているようだった。沖田総司は続ける。

「復讐を果たすにもその腕前では、不足も不足。返り討うちに遭あって当然でしょう。どうですか？　悪魔に転生したことも、リアス姫のことも忘れて、まずは強くなってみませんか？　強くならなければ復讐も何もできませんよ？」

　──っ。

　そのときの僕にとって、その一声は心のわだかまりを払ふつ拭しよくするのに十分だった。迷う何かを一本にまとめあげるのに十二分だったのだ。

　気づけば僕は木刀を持って沖田総司に向かっていた。

「はぁぁぁぁっ！」

　ろくなかまえにもなっていない、雑な突とつ貫かん。剣の持ち方すら、僕は覚えがなかったんだからね。それでも沖田総司は──師匠は僕の一いち撃げき一撃を真っ正面から受けてくれたんだ。

　あの森で死んでから、心と体にわだかまったものが木刀の一撃と共に放たれる感覚を得ていた。

　ただただ夢中で木刀を振るい続けた──。







「いいですか。剣を振るうのに必要なのは筋力よりも、いかに的確に相手の隙すきを突くかです。そういう意味で技術を鍛えたほうがいいのですよ」

　沖田総司──師匠は木刀を振るう僕に真しん摯しになって手ほどきをしてくれた。

　師匠は自身が使っている天てん然ねん理り心しん流りゆうはこれといって教えてはくれず、僕にあった剣術を見み出いだしてくださった。

　僕が師匠から剣で習ったのは、その精神と心構え、戦せん闘とうへの姿勢のみだ。あとは自己の判断で剣を振るうように仕込まれた。

　師匠に剣を習い始めてからひと月ほど経過している。不思議なことにその間、一度たりとも山を抜ぬけようと思ったことがなかったのだ。

　自身が強くなるのが、何よりも生きる糧かてになり、意義にもなっていたからだ。

　そう、師匠が僕をここに連れてきたときに言っていた通り、「強くなければ復讐もできない」のだから。

　驚おどろくかもしれないが、悪魔の者で一番最初に僕が心を開いたのは──師匠だった。

　上の者への言葉遣づかいはなっていなかったが、師匠とだけは会話をするようになっていた。

　共に川で釣つりをしているときのことだ。

　ポカポカの陽気のなかで釣りをしながら会話をするのが常になっていた。

　師匠がふいに訊いてくる。

「悪魔は嫌いやですか？」

　唐とう突とつな質問だった。僕は顔を難しくしながらも答える。

「……悪魔は人間の敵だから。人間を滅ほろぼす存在だから。……そう聞かされたから」

　あの研究所で習ったことだ。そう強くすり込まれたのだ。

　師匠は軽く笑った。

「そうですね。天界──教会から見れば悪魔は敵対勢力です。しかし、それがすべてというわけではありません」

「……じゃあ、悪魔は人間の味方……？」

　僕の問いに師匠は首を横にも縦にも振らなかった。ただ、笑みを浮かべているだけだ。

「悪魔にとって人間はなくてはならない存在です。古いにしえの時代から契けい約やくの対価をもらうことで悪魔は存在してきましたからね。ギブアンドテイク。悪魔の基本原理です。まあ、中には人間を騙だましたりする悪魔もいますが、逆に人間も悪魔を騙して利益を得たりもします。お互たがいさまですね」

「それは知ってるよ。悪魔は人間の弱みにつけ込む邪悪な存在だって教えられたから」

「邪悪……なるほど」

　邪悪という言葉に師匠は目を細める。

「……本当の邪悪というものは、もっとどうしようもないものを言うのですよ。……いまのあなたにそれを言ってもわからないかもしれませんね」

「？」

　それはそのときの僕にはわからないことだ。

　師匠は一いつ匹ぴき魚を釣り上げて、さらに僕へ問う。

「では、少年。悪魔は人間を滅ぼす存在だと思えますか？　たとえば私やリアス姫が人間を滅ぼす存在だと思えますか？」

　──リアス・グレモリー。

　リアス・グレモリーはここに僕が連れて来られてからも、時折この山奥まで様子を見に来てくれていた。僕のことが心配だったようだが、その頃ころの僕は彼女の行動に疑念を抱いていたため、面会をできる限り拒きよ否ひしていたのだ。

　いや、心の奥で薄うす々うす感じてはいたんだ。

　──あの紅べに髪がみの少女は悪い悪魔ではない、と。

　僕や獣けもの耳みみの少女に向けられる笑顔には……悪意も他意も微み塵じんも感じ取れなかった。

「…………わからない」

　それが僕の精せい一いつ杯ぱいの答えだった。

　師匠はまた小さく笑う。子供の悩なやみを愉ゆ快かいに楽しむように。

「いろいろなものを見てお考えなさい。少なくともあなたにはその選せん択たく肢しを与あたえられたのですから。それはとても素す敵てきなことなのですよ？　考えることも与えられない者がこの世にどれだけいるのか……」

　師匠の言っていることがいまなら理解できる。でも、そのときの僕はただただ疑問しか浮かべられなかった──。

　それから、師匠は僕に様々な「楽しみ方」を教えてくれた。釣りだけではなく、料理、手芸、カルタに独こ楽まに短歌までも。

　日本の文字も一から教えてくれたのだ。

　そう、いまの僕を形成するものの大半を師匠は和なごやかに教えてくれたんだ──。

　決まって僕に何かを教えてくれるのは陽光の下でだった。

　悪魔なのにおかしくも貴重な時間だった。







「……よし」

　僕は数日に一回決まってすることがあった。

　山中の開けた場所に──同志たちの墓標を作ることだ。今日もまたひとつ作ることができた。

　形の違ちがう剣けんを一本一本丁てい寧ねいに自らの能力で創つくり出していく。それを盛った土に突き立てて墓標としていた。

　……十字の墓標はしない。してやるものか。

　名前も刻まない。刻まなくてもそれが誰だれの墓か僕はきちんと認にん識しきできる。墓標の前に立てばその同志の顔は思い出せるのだから。

　あと十本ほど立てれば完かん了りようだろう。……ほど、というのは自分の墓標を立てようか迷っているからだ。

　僕は人間として死んだ。いまは悪魔だ。人間として死んだ僕の墓も必要なのではないかといまだに悩んでいるのだ。

　復讐をするのは、悪魔となった僕だ。

　……いや、僕は僕だ。滅んではいない。悪魔となったが、まだここに存在する。ならば墓などいらないはずだ。

　……ただ、故郷に彼らの墓を作ってあげられなかったのが悔くやまれる。

　だが、考えればここでもいいのかもしれない。日本は平和な国だと聞く。ならば、ここであれば荒あらされる必要もないだろう。

　皆みんなの墓に花を置いて、瞑めい目もくしたあと、その場を去ろうとした。そのときだった──。

『ほうほう、剣を創り出す悪魔か。これは希け有うだなぁ』

　山中に響ひびき渡わたる不気味な声。僕は辺りに気配を巡めぐらせた。

　……嫌なオーラを感じてならない。

　ズシンズシン……と地に重い足音を響かせながら現れたのは、頭部が虎とらの巨きよ人じん──。体に虎の特とく徴ちようを持った巨大な獣じゆう人じんだった。

　身の丈たけ五メートルはあるであろう巨体だ。体に漂ただよわせるオーラは……魔力だった！

　──悪魔だ。

　こんな人ひと里ざと離はなれた場所に現れるなんて……。おそらく、「はぐれ悪魔」だろう。その頃の僕はすでに師し匠しようによって、「はぐれ」のことを知らされていたため、瞬しゆん時じにここへ現れた怪かい物ぶつの正体を把は握あくできたのだ。

　虎の獣人は僕が作った墓標の剣をひとつつまむ。

　ぎょろっとした大きな双そう眸ぼうでそれを興味深そうに見つめていた。開かれた大きな口には鋭するどい牙きばがいくつも並ぶ。

『魔ま剣けんか？　いや、魔剣もどきだな。まだ形にすらなっていないが……珍めずらしい能力だ』

　僕は手元に剣を創り出して、獣人にかまえた。

「その剣を離はなせ。それは……墓標だ！」

　僕がそう告げても獣人は嫌みな笑みを浮うかべるだけだった。

『墓標？　これがか？　まあいい。そんなことよりもだ。坊ぼう主ず、俺と一いつ緒しよに来い。おまえは高く売れそうだ。どうせ、俺と同じ「はぐれ」だろう？　悪いようにしないぜ？』

　……その獣人はどうにも僕の能力に興味を引かれたようで、欲ほしくなったのだろう。

　ここでこんな獣人に連れて行かれる筋合いはない。

　僕は強くなって……。

　強くなって……。

　…………。

　──強くなって、復ふく讐しゆうでいいのか？

　僕のなかで唐突に疑問が浮かんでいた。

　そう、ここで修しゆ行ぎようを始めたのは師匠に「強くなければ復讐もできない」と焚たきつけられたからだ。

　強くなるのはそのためだ。けれど、どうしてだろう。

　師匠と過ごすうちに僕は……余計なことも考えてしまうようになっていたのだ。

　魚釣りを師匠と競きそい合う僕がいて、料理が上達するたびに喜ぶ僕がいた。

　同志の分まで生きて、エクスカリバーに復讐を誓ちかわねばならないのに、僕は……僕はいまの生活に楽しみを見出し始めていたんだ。

　頭を振って、獣人に剣をかまえ直す。

「ふざけるな。僕はおまえなんかと行かない！」

　勇む僕に相手は醜しゆう悪あくな笑みを見せるだけだった。

『まあいい。とりあえず、痛めつけて静かにすりゃいいだけだ』

　獣人が全身から敵意を放ち始めた──。攻こう撃げきをしかけるつもりだろう。

　僕は、先んじてその場を駆かけだし、ジグザグに動き回って相手の死角へ剣を放った。

　脇わき腹ばらを取った！──と思ったのだが、虎の獣人は瞬時に姿を消してしまう！

　速いッ！

　そう思ったのもつかの間、突とつ貫かんする僕の背後から激しく一撃が浴びせられる。

　首をそちらに向ければ、蹴けった格好の獣人がそこにいた。一瞬で背後を取られた！

　息が詰つまるほどの衝しよう撃げきを背中に受けながらも僕はなんとか着地する。

　獣人はゲラゲラと下品に笑う。

『いい動きだ。その歳としのガキにしては速い。──が、まだ俺の敵じゃねぇな。これでもとある主あるじのもとで「騎士ナイト」をやっていたんでね。ま、ろくに剣は使えなかったけどよ。坊主も見たところ「騎士ナイト」か？　パワーはなさそうだな』

　……『騎士ナイト』？　そういえば、悪魔は駒こまによって特性を与えられると聞いていた。僕に与えられたのは……『騎士ナイト』か。リアスと名乗った少女もそんなことを言っていたかもしれない。あのとき、ろくに話も聞かずに出てきてしまったが……。

『ふん。人間の転生者は脆もろいよな』

　獣人は大おお振ぶりに蹴りを放つ。僕の立てた剣の墓標がことごとく粉ふん砕さいされていった！

『このクソみてぇな墓標にこだわっているようだがよ！　おまえ同様墓標も脆いなっ！』

　その光景に僕はたまらず憤ふん怒ぬの形相を作りだして飛び出していく！

「くそっ！」

　だが、相手の動きは僕以上であり、剣を振るってもことごとく反撃を受けてしまった。

　僕は攻撃を躱かわされてカウンターを食くらっても、何度も立ち上がって向かっていった。

　実戦経験もろくにない子供では、まるで歯が立たない相手。

　僕はボロボロにされて、地面に突つっ伏ぷしていく。倒たおれるなか、自問する。

　……強くなりたい。誰のため？　自分のため？　同志のため？　復讐のため？

　全部だと思う。でも、いまは……。

『やっとおとなしくなったか』

　虎の獣人が地に伏す僕を捕つかまえようとしたときだった──。

「それ以上その子に近寄らないでちょうだい」

　聞き覚えのある声が森のなかを駆け抜ぬけていく。顔だけそちらに向ければそこには紅髪の少女が一人佇たたずんでいた。

　リアス・グレモリーだった。こちらの状じよう況きようを把握するや激げき怒どの様相で獣人を睨にらむ。

「よくもその子を痛めつけてくれたわね。あなた、『はぐれ』ね？　よくこの山に入ってこられたものだわ。無知って怖こわいものね」

　自分よりも何倍もの体格を有する者を相手にしてもまったく動じないリアス・グレモリーの剛ごう胆たんさ。獣人は紅髪を見て眉まゆを吊つり上げる。

『……紅あかい髪、グレモリーか？　ほう、ではこのガキはグレモリーの眷けん属ぞくということになるな。おもしれぇ。グレモリー眷属のガキならさらに高値がつきそうだ』

　ゲスな口ぶりはリアス・グレモリーにも向けられていた。彼女の紅髪が怒いかりのオーラで揺ゆれていく。

「高値？　私のかわいい眷属で売買をするつもりなの？　許せないわ。万ばん死しに値あたいする！」

　……そう、この虎の獣人は万死に値する。

　僕の……同志の……墓標をバカにしたのだから……っ！

　僕は全身を襲おそう激痛に必死に耐たえながら、笑うひざをどうにか立たせて真っ正面から獣人に言ってやった。

「……僕が誰とか……売るとか、どうとか……それはいまどうでもいい……ッ！」

　強くなりたい。

　いますぐに。この虎のクソ野や郎ろうを倒せるためなら、僕は──。

　同志のための墓標は……誰も汚けがしちゃいけないんだ……ッ！　そして、何より──。

　こんなところで終わるつもりなんて……ないっ！

「おまえなんかに負けていられないんだァァァァ──ッ！　僕は、生きるために強くなるんだァァァァ──ッッ！」

　僕は絶ぜつ叫きようと共に何かが弾はじけるのを自覚していた。刹せつ那な、僕の体から膨ぼう大だいな魔の力が湧わき上がり、周囲に広がっていく。次の瞬間、地面から多様な形状の剣が次々と出現していった！

　その剣は炎ほのおをまとっていたり、氷をまとっていたりと様々な属性を付ふ与よされている。

　──すべてが魔剣だった。

　僕は闇やみに支配される魔剣を一振り握にぎる。悪魔の僕らしい、いい魔剣じゃないか。

　光を喰くらう剣。ホーリーイレイザーと名付けよう。

　僕は闇の魔剣をかまえて、獣人相手に飛び出していく。直線で向かう最中、途と中ちゆうで魔剣を素す早ばやく一本抜いてそれを獣人に放ほうる。

　炎の魔剣だ。激しい火か炎えんを巻き起こして獣人に飛んでいく。

『くっ！』

　虎の獣人はそれを勢いよく拳こぶしで弾はじくが、その間に僕は上空から魔剣を振り下ろす段階に入っていた。

　奴やつはそれにも反応して手で魔剣をつかもうとするが──僕は足の先にもう一本の氷の魔剣を生みだす。

　師匠の言葉が脳のう裏りに浮かんだからだ。

　──剣を振るうのに必要なのは筋力よりも、いかに的確に相手の隙すきを突くかです。

　闇の剣を手で封ふうじられたと同時に獣人の顔面に氷の魔剣を鋭く蹴り込んでやった。

　虚きよを突かれた獣人の左目に魔剣が突き刺ささっていく。

『ぬがぁぁあああああああああっ！』

　片目を魔剣で抉えぐられた獣人は盛せい大だいに叫さけび、激痛にもがいた。

　僕は皮肉げな笑えみで言ってやる。

「……パワーばかりじゃダメなんじゃないかな。『騎士ナイト』なら、剣を使う者なら、テクニックだと思うけどね」

　そう、師匠の言う通りだった。相手よりも筋力が劣おとっていたっていい。技術で補って、隙を突けばいいのだから──。

　僕の言葉を聞いて、虎の獣人は余よ裕ゆうの一いつ切さいない憤怒の形相となる。

『もうてめぇなんぞどうでもいいぃぃぃっ！　ぶっ殺し決定だぁぁぁっ！』

　獣人は両手の爪つめを鋭く伸のばして、僕に振り下ろしてきた。

　いまの攻撃で体力がからっきしとなった僕は避よけようもなく──。

　致ち命めい傷しようを覚かく悟ごしたときだ。聞き知った声が聞こえてくる。

「──私の縄なわ張ばりに気づかない『はぐれ』とは……程度が知れますね」

　ざぁぁぁぁぁ……と、木々がざわついた。

「遅おくれましたね、少年」

　獣人と僕の間に突とつ如じよ現れたのは師匠の沖田総司だった。いつもの笑顔を浮かべていた。

　獣人の攻撃は？　と怪け訝げんに思っていたのだが……とうの虎の獣人は爪を振り下ろそうとした動きで硬こう直ちよくしており、数瞬だけ間を置いて巨きよ軀くが四散していった。

　師匠は奴のことを到とう着ちやくと同時に神速にて、切り刻んでいたのだ。

　僕には師匠の動き、剣を抜く動作すら見えなかった。







　壊こわされた墓標を師匠とリアス・グレモリーと共に直しているなかで、静かに師匠が言う。

「少年。あなたは以前こう言いましたね。──悪魔は人間を滅ほろぼす存在だ、と」

　あの釣つりのとき、そのようなことを僕は言った。

　師匠は盛られた土に新たな墓標となる剣を立てながら続ける。

「私もね。転生したての頃ころは悩なやみました。人間を辞やめたこと、魔なる存在になったことを。そのなかで我が主、サーゼクス・ルシファーはこうおっしゃいました」

『自分で考えてほしい。私はキミにチャンスを与あたえたに過ぎない。どう生きてどう過ごすのか、それはキミが決めるべきだ。ただ、たまには私の眷属として仕事を手伝ってくれないだろうか？　その剣けん術じゆつが私にとって必要だと信じている。だが、もしキミが人間の脅きよう威いになろうとするのなら──主の私が責任を持って消しよう滅めつさせてもらおう。──だがね、これも覚えておいて欲しい。悪魔も人間も天使も何もかも、滅んでいい種族などこの世にひとつもないのだよ』

　師し匠しようは続けてこう言う。

「人間を滅ぼす悪魔になるかどうかは、自分しだいということです。むろん、あなたも私もリアス姫ひめもそうではないでしょう？」

　……そのときの僕にはそれがどういうことかよくわからなかった。

　ただ──。

　僕の横で一いつ生しよう懸けん命めいに墓を直してくれる紅べに髪がみの少女のことを、信じてみようと思い始めていたのだ。

　墓をなんとか形にできたあと、僕たちは山道を共に歩いて行く。

　歩くなかで師匠がリアス・グレモリーに問う。

「ところで、姫。少年の名前は決まったのですか？」

「ええ、この子が気に入ってくれるといいのだけれど……」

　僕を優やさしげに見つめる彼女は、こう述べた。

「木き場ば、祐ゆう斗と。かなり、フィーリングで考えてしまったのだけれど、どうかしら？」

　僕は彼女の提案に笑みをこぼしてうなずいた。

「はい、十分にいい名前だと思います」

　僕の反応を見て、師匠もリアス・グレモリーも笑んでいた。

　笑み……か。そうだな。僕も常に笑みを浮うかべていよう。このヒトたちのようになれるかはわからないけれど……。

　生きることができるのだから、笑って過ごしてみよう。

　道場に戻もどってきた僕は、陽光が照らすなか、師匠と紅髪の主に提案する。

「三人で独こ楽までもしませんか？」

　悪魔だというのに、陽ひだまりのなか、僕らは遊びだした──。







　Episode Yuto.2




　窓から見える雪の風景は変わらずだけれど、僕──木き場ば祐ゆう斗とと主あるじたるリアス・グレモリーは懐なつかしい話に花を咲さかせていた。

「小こ猫ねこはなかなかあなたに慣れなかったわね」

　苦笑いをしながら部長が言う。

　そう、小猫ちゃんは僕があのマンションに帰ってからもしばらく打ち解けてはくれなかった。まあ、僕の最初の印象が最悪だったから仕方がないんだけどね。

　けど、その後は兄妹きようだいのような生活を送らせてもらったよ。小猫ちゃんはいまだに僕のなかでかわいい妹だ。

　そして、リアス部長と朱あけ乃のさんは先せん輩ぱいであり、僕にとっては姉も同然だった。

　部長は口を尖とがらせて言う。

「私はいまだに祐斗に『リアスお姉ちゃん』と呼んでもらえないか、機会をうかがっているのだけれどね」

　恐おそれ多くて口には出せませんよ。それにイッセーくんにとてもとても悪いし……。

　でも、主であり、姉だと思ってますよ。

　師匠のことも尊敬しております。僕の『騎士ナイト』としての理想像だ。

　ふいにドアがノックされた。返事を返して入室してきたのは──。

　ヴラディ家の吸きゆう血けつ鬼きだった。ギャスパーくんにどことなく面おも影かげの似ている青年だ。たぶん、純血種の兄上だろう。

　接客室に呼ばずに直接ここへ来るということは……何かがあったということだ。

　厳しいものを顔に浮かべたまま青年は部長に問う。

「突とつ然ぜんこのような面会で申し訳ありません。リアス・グレモリー殿どの、失礼ながらお話を聞いてもらいたいのです」

「ええ。……あなたはヴラディ家の？」

　青年はうなずく。

　ツェペシュの城に向かったという現当主ではなく、この青年が突然訪たずねてきたのだから、事態は変化している。

「……あなた方は旧魔ま王おうの血筋となる者、悪神ロキ、英えい雄ゆうの子孫たちを退けたと聞き及およんでおります」

「……何が起こっているの？」

　部長の問いかけに青年は窓の向こう──ツェペシュの城のほうに遠く視線を配らせる。

「──あれは本当に『聖書の神』が与えたものなのでしょうか。我ら闇やみ夜よの血族があれを得たのはなぜなのか、それすらもわからないのです。『聖せい杯はい』がなぜ我らのもとに与えられたのか……」

　息を長く吐はく青年は、余裕のない顔で告げる。

「リアス・グレモリー殿、貴き殿でんをツェペシュ家現当主にしてツェペシュ派現統とう率そつ者──ヴァレリー・ツェペシュさまのもとにお連れせねばなりません」

「「──ッ!?」」

　僕と部長は同時に驚おどろいた。

　現統率者……ヴァレリー・ツェペシュ……!?

　…………イッセーくん、ギャスパーくん、皆みんな、どうやら想像以上の出来事が起きているようだよ。







　あとがき




　お久しぶりです、石いし踏ぶみです。

　今回、ドラマガ連れん載さい分の短編を挟はさみながら、大部分を書き下ろしという無茶をやってみました。構成上、かなり難しいものでした。何せ、短編と短編を繫つなぐエピソードは短編とも長編ともいえない作りなので、構築にだいぶ四苦八苦しました。

　それでは各話ご解説致いたします。

『魔法少女リーア☆マジか!?』──時系列八～九巻

　某ぼう魔法少女が流は行やっていた時期なので書いてみました。まあ、Ｄ×Ｄのほうは魔王少女なわけですが……。

　しかし、ミルたんとセラフォルーとアザゼルは短編で大変扱あつかいやすいキャラですね。

『朱しゆと紅くれない』──時系列一巻開始前

　書き下ろしその一です。以前からリアスと朱あけ乃のの出会いを書きたかったので実現させてみました。前巻のあとがきで書いた「やっておきたいこと」のひとつです。暗いお話でしたが……それゆえに朱乃はイッセーや皆みんなのやさしさに救われたのでしょう。

　アグリッパは歴史上の人物です。生前、リアスパパと意気投合して眷けん属ぞくとなりました。

『聖☆おじょうさん聖地へ』──時系列七～八巻

　前回の短編集で未収録となった教会トリオのお話です。リクエストが多かったので、今回拾いあげという形で収録が実現致しました。彼女たちの日常的なお話です。

　他ほかにも収録のリクエストがございましたら、ファンタジア編集部にお便りください！

『特訓でいこう！　～地じ獄ごく編～』──時系列十～十一巻

　謎なぞだったグリゴリと残りの幹部について言げん及きゆうしたお話です。フリーダムな幹部の多い組織ですね。ギャスパーが自身の強化に対して検討し始めた頃ころであり、朱乃親子が暴れ回るお話でもありました。バラキエルもイラストで登場！　過去話の暗さとは何だったのか！

『おおかみのもんしょう』──時系列十二～十三巻

　白はく龍りゆう皇こう編です。ヴァーリたちが普ふ段だんどうやって旅をしているのかを書いてみました。彼らはあのように強者や神秘的なものを探し求めています。

　そして、アルビオンのカウンセリング……。不ふ憫びんな二に天てん龍りゆうだなって私も思います。

『陽だまりをキミに』──時系列一巻開始前

　書き下ろしその二です。木き場ばの過去編です。これも「やりたかったこと」のひとつでした。木場がどうやってリアスに心を開き、沖おき田た総そう司じと出会ったのかをやってみました。

　朱乃の過去回と同様に「生きたい」と願う若者のお話でした。

『その他、挿そう入にゆうエピソード』──時系列十四巻からの続き

　イッセー、アザゼル、木場の視点から、魔法使いと吸きゆう血けつ鬼きに関連したものをさらに言及させていただきました。魔法使いの組織名は前回漏もらしたものです。

　そして、ついにジョーカー・デュリオと刃狗スラツシユ・ドツグ・幾いく瀬せ鳶とび雄おがイッセーたちと出会いましたね。幾瀬鳶雄は私の前作『SLASH/DOG』の主人公でもあります。前作を読んでいなくてもまったく問題ございませんのでご安心を。あの頃からの数少ないファン向けのサービスです。彼らはイッセーたちの裏方、サポート役として機能する予定です。

　しかし、あとで気づいたのですが、霧きりによる結界、索さく敵てきが多い作品ですね。偶ぐう然ぜんです。




　簡単に謝辞を。みやま零ぜろさま、担当Ｈさま、毎回お世話になっております！

　次回、ついに吸血鬼編の本番であり、ギャスパー編でもあります。ストーリーと戦せん闘とうがかなり展開します！　リアスの新技も炸さく裂れつしますよ。ご期待ください！
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